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あとがき


















　スイコーで迎むかえる三度目の春。

　繰くり返しのこともあれば、新しくはじまることもある。

　胸むねに抱いだくのは期待と不安が半分ずつ。

　その中心で、気持ちはもう駆かけ出していたんだと思う。

　どうやっても抑おさえることのできない、誰だれかを想うそれぞれの気持ちは……。
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　　　　１




　空そら太たの心しん臓ぞうはどくんどくんと激はげしく脈打っていた。

「急に話があるって……なんだ？」

　声をかけた先にいるのはポニーテールの少女……七なな海みだ。

「うん、結けつ構こう、重要な話……かな」

　俯うつむいた七海の返事はくぐもっていて、その頬ほおは朱しゆに染そまっていた。

「……」

「……」

　戸と惑まどいと躊躇ためらい、踏ふみ込こむことへの不安と踏み込もうとする勇気……それらが混まぜ合わさった独どく特とくの緊きん張ちよう感かんが、ふたりを包み込んでいる。

「ずっと……言いたかったことがあるの」

「そうか……」

「うん、私ね」

「……」

　自らを奮ふるい立たせるように、七海が勢いきおいよく顔を上げた。

「ずっと、ずっとね」

「……」

　そんな七海の雰ふん囲い気きに呑のまれた空太は、喉のどを鳴らすので精せい一いつ杯ぱいだった。金かな縛しばりにあったように体が動かない。情なさけない顔をした空太の視し界かいの中で、七海はどこか晴れやかな笑みを浮うかべていた。

　そして、その素す敵てきな笑顔に乗せて、とても大切な想いを告げてきた。

「ずっと好きでした。大好きです」

「……」

「……」

　さらに高鳴る鼓こ動どうは、体の外側まで伝わっていたと思う。七海にも聞こえていたかもしれない。きっと届とどいていた。

　音には出さずに、空太は長い時間をかけてゆっくりと息を吐はいた。

　答えは、もう決めていた。決まっていた。

　頭の中に、想いと言葉は鮮明に思い浮かんでいたから……。

　あとは口に出すだけだ。

「一いつ緒しよだ。俺おれも同じ気持ちだよ。俺も……」

　なんとか搾しぼり出したのは、緊張でかすれた声こわ音ね。もっとしっかりと答えなければいけないのに……。頭ではわかっていても、体は極度の重じゆう圧あつに正直だった。そのせいで「俺おれも……」の続きは音にならなかった。




　四月八日。

　新学期初日の朝は、よく晴れた青空が心地よく、過すごしやすい陽気に恵めぐまれた。

　カーテンの隙すき間まから差し込こむ光が、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの学がく生せい寮りよう……さくら荘そうの１０１号室をさわやかに照らしている。

　けど、朝の光とは対照的に、この部屋の主である神かん田だ空そら太たは、

「むぐう〜」

　とうなされたような声を出しながら目を覚ました。

　寝ねぼけた視し界かいの中には、白いお尻しり。猫ねこだと思い、いつもの調子で押おしのけようとすると、

「あんっ」

　というふざけた声が聞こえた。

「最近の猫はしゃべるのか……」

　眠ねむたい目をこすって、よく目の前の物体を確たしかめる。お尻だ。間ま違ちがいない。ただ、予想とは大きく異ことなっている部分がある。白猫のひかりだと思っていたのに、今空太の視界に収おさまっているのは、人類のお尻だった。白いのはパンツ。

「げっ、なんだこりゃ！」

　慌あわてて身を起こす。眠気など一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでいた。

　改めて状じよう況きようを確かく認にんする。起きたら目の前にお尻。スカートは見み慣なれたスイコーの制服。上半身は毛もう布ふに包くるまっているので、顔はわからない。まさしく、頭隠かくして尻隠さずのポーズだ。一体全体これはどういうことだろうか。常じよう識しきでは考えられない。

　けど、空太は思いのほか冷静だった。突とつ然ぜん部屋にやってきて、ベッドに忍しのび込んでくるような人物に、ひとりだけ心当たりがある。

　２０２号室に住む椎しい名なましろだ。

「おい、椎名」

　ぐっすり眠っているようなので、声をかけたくらいでは起きないと思った。

　そんな空太の予想に反して、

「呼よんだ？」

　とすぐに返事はあった。

　ただ、その声はベッドの上からではなく、後ろから聞こえた気がする。確認のために振ふり向くと、部屋の入り口にパジャマ姿すがたのましろが立っていた。

「ワープか？」

　驚おどろく空太をよそに、ましろの視線はすぐさまベッドの上へと向かっている。その瞳ひとみが捉とらえたのは、たぶん小さなお尻しり。残念ながらワープではなかったらしい。お尻とましろは困こまったことに別人だ。

「空そら太た」

　ましろの目が質しつ問もんをぶつけてくる。どこか咎とがめるようなましろの雰ふん囲い気きに、空太の体はあっけなく動どう揺ようし強こわ張ばった。

「ちっ、違ちがうぞ、これは誰だれかを連れ込こんで、くんずほぐれつあった翌よく朝あさの光景というわけではなくてだな！」

　とっさに、弁べん解かいの言葉を口にする。何も悪いことはしていないのに。

「誰よ、その女」

「浮うわ気き現げん場ばみたいにするのはやめてくれるかな！」

「誰なの？」

「椎しい名なじゃないなら、不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやだろうな」

「そう、ならいいわ」

「ちっともよくないわ！　セキュリティに不安を感じまくりだよ！　ってか、ほんとに、一体誰なんだ……」

　恐おそる恐る視し線せんを戻もどす。ましろも部屋に入ってきた。

　さて、どうしようか。毛もう布ふをめくれば答えはわかるが、正直、見るのはこわい。警けい察さつに通つう報ほうした方がいいかもしれない。

　とりあえず、目の前の現げん実じつを忘わすれるために、空太はましろに話しかけた。

「そういや、お前、今け朝さは自分で起きたんだな」

「これから寝ねるのよ」

「徹てつ夜やで漫まん画がの原げん稿こうやってただけかよ……」

　ましろは現げん役えきの女子高生でありながら、月げつ刊かん誌しで連れん載さいを持つ漫画家でもあるのだ。その上、画家としては世界的な評ひよう価かも受けている。

　そのましろのお腹なかが、ぐうとかわいく鳴った。

「お腹が減へったそうよ」

「それで部屋に来たのか」

　両手をお腹に当てたましろがこくんと頷うなずく。

「食べたら寝るわ」

「それはダメだぞ。今日から新学年の新学期だ」

「シンガクネンのシンガッキ？」

「前もあったな、こんなやり取り！　今日からまた学校がはじまるんだよ」

「空太に譲ゆずるわ」

「お前も行かなきゃダメなんだよ！」

「わかった。もう寝ねる」

「お前は、なにひとつわかってねえよ！　てか、ここで寝ようとするな！」

　ベッドにあがろうとするましろを、空そら太たは必死に止めた。

「だいたい、ベッドには先客がいるだろ」

　再ふたたび空太とましろの視し線せんが、毛もう布ふに包くるまった人物に向かった。やはり、この問題を避さけて通るのは無理のようだ。

「邪じや魔まね」

　問答無用でましろが毛布を剥はぎ取る。

「うわ〜！　まじか、お前は！　ほんとこわいもんなしだな！」

　驚おどろきながらも、空太の目は謎なぞの人物の正体をばっちり確かく認にんしていた。

「はあ？」

　思わず、間ま抜ぬけな声がもれる。

　毛布の下から出てきたのは、よく知っている顔だった。なんたって、血の繋つながった妹なのだから。よだれを垂たらしたアホ面づらで爆ばく睡すいしている。今年で十六歳さいになるはずなのだが、外見は不ふ釣つり合いに幼い。小学生と言ってもなんとか通用するんじゃないだろうか。
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「なんで、ここにいるんだ？　なにこれ……夢ゆめ？」

　夢だとしたら、間違いなく悪あく夢むの部類だ。

「おい、起きろ、優ゆう子こ！」

　遠えん慮りよなく肩かたを揺ゆさぶると、

「ん？　ああ、お兄にいちゃんおはよう」

　と寝ぼけた感じで、優子が体を起こした。ベッドの上にぺたんと座すわって、目をこすりながら空そら太たとましろを見上げてくる。

「来たのね、優子」

「来たよ、ましろさん！　どっちがお兄ちゃんに相応ふさわしいか、決着をつけるために！」

　なにやら、ましろと優子の間で見つめ合いのような睨にらみ合いがはじまった。線せん香こう花はな火び程てい度どの火花がふたりの間で散っている。

「待っててね、お兄ちゃん！　優子もすぐ問題児になる！　一いつ般ぱん寮りようを追い出されて、さくら荘そうへと引っ越こしてくるから！」

「いや、こないでくれ」

「そんな冷静に拒きよ否ひしないでよ！」

「優子にさくら荘は無理ね」

　ましろからの追つい撃げきも入る。

「無理じゃないもん！」

「十年早いわ」

「そんなに留りゆう年ねんできないよ、どうしよう、お兄ちゃん！」

「いや、優子の頭ず脳のうなら可か能のうだ」

「まさかの断定!?　だが、しかし、そうは問屋が卸おろさないんだぜ！」

「なんだ、そのテンションは」

　まあ、どうせ意味などないことはわかっている。

「私には心強い味方、部屋トモがいるもんね！」

「新しいケータイの割わり引びきサービスか？」

「ルームメイト！　略りやくして部屋トモだよ。お兄ちゃんそんなことも知らないの？　遅おくれてる〜！」

　舌した足たらずの声で言われると、なんだか無む性しように腹はら立だたしい気持ちになる。

「てか、そんなことはどうでもいい。大だい前ぜん提ていとして、なんで受験に失敗した優子がここにいるんだ？」

　それが最初にして最大の謎なぞだ。空太は合ごう格かく発はつ表ぴようの日に、その目で確かく認にんしたのだ。優子の不合格を……。

「何を隠かくそう、優子はスイコーに合格していたからだよ！」

　えっへんとでも言わんばかりに、ない胸むねを目め一いつ杯ぱい反らしている。

「優子」

「なあに？　お兄にいちゃんからのお祝いのコメント？」

「目を覚ませ」

「起きてるよ！」

「妄もう想そうから覚めるんだ。さすがに制せい服ふくまで用意して、福岡からやってくるとか、本気で引くぞ」

「そこは軽めに引いてよ！」

　引くのはいいらしい。

「あれ？　なんか間ま違ちがえたかな……やっぱり、引かないでよ！」

　よくよく考えたら、よくなかったらしい。

「優ゆう子こは本当に合格したんだよ。お兄ちゃんに引かれる筋すじ合あいはないもん！」

「合格した？　バカ言っちゃいけない。なあ、椎しい名な？」

　同意を求めようとましろの姿すがたを探さがすと、いつのまにかベッドの隅すみで丸くなっていた。規き則そく正ただしく穏おだやかな寝ね息いきを立てている。

「すう……すう……」

　これでは同意を得るのは難むずかしそうだ。

「気を取り直して、話を戻もどすとだ……」

「優子の受験番号は覚えてる？」

「ん？　ああ、確たしか『９９』だったよな」

「だが、しかし！　それは世を忍しのぶ仮かりの姿すがただったんだよ！」

　なんとなく答えがわかった気がした。ありえないとは思うが、優子ならやりかねない。なぜなら、空太の妹はバカなのだ。

「本当は『６６』だったとか言ったら、兄妹の縁えんは切るぞ」

「お兄にいちゃん、目がまじだよ！」

「当たり前だろ！　ってか、今の話こそまじか!?」

「よくある話じゃん！　『粟あわ田たさん』と『栗くり田たさん』を間ま違ちがえるようなものだよ」

「まるで違ちがうだろ！」

「だって『荻おぎ野のさん』と『萩はぎ野のさん』って紛まぎらわしいじゃん！」

「何の話だそれは……。とりあえず、全国の栗田さん、粟田さん、荻野さん、萩野さんにお前は謝あやまっておけ」

「ごめんなさい」

「しかし、ほんとにすごいなお前……。本ほん格かく的てきに血の繋つながった妹とは思いたくないぞ」

　どうすれば、大事な受験番号を反対から読むのだろうか。

「そんな残ざん酷こくなことを言うのは、私がかわいそうだよ！」

「優子が受かったせいで、どこかの誰だれかが不合格になったという現げん実じつの方が残酷だし、その人の方がよっぽどかわいそうだ。お前はその誰かさんにも心の底から謝しや罪ざいをしておきなさい。うっかり合格しやがって……」

「うっかりじゃないもん！　試験の前日に、七なな海みさんに出そうな問題を聞いたら、見事的中しまくりだったんだよ。すごいでしょ！」

「……青あお山やま、なんてことを」

「いい加か減げん認みとめてよ！　世の中にはね、優ゆう子こみたいに運のいい人がいるんだよ」

「実じつ際さい、ほんとにそうなんだろうけど、面と向かって言われると腹はらが立つな！」

　努力は望んだ形で報むくわれるとは限かぎらない。そういうことを、空そら太たはこの一年間で痛いたいほど味わってきた。優子がまったく勉強をしていなかったとは言わないが、本当に試験問題とのめぐり合わせがよかったのだと思う。そうでなければ、優子の学力では、スイコーに合格できないはずなのだ。

「で、優子の制せい服ふく姿すがたはどうかな？　似に合あう？　似合っちゃってる？　もう辛しん抱ぼうたまらない？　一番にお兄にいちゃんに見てもらおうと思って、張はり切ってやってきたんだよ！」

「だったらなんで寝ねてたんだよ」

「早起きをしたら、眠ねむくなったんだもん」

「……だろうね」

「ね、どう？　優子はイケてる？」

　一度、上から下まで視し線せんを送る。

　それから、極力素そっ気け無く、

「なえるほどに似に合あってないな」

　と空太は本音を告げた。

「またまた照れちゃって、お兄ちゃんはかわいいんだから」

「いや、まじで似合ってないから」

「ここはお世辞でもいいから、超ちよう絶ぜつ似合ってるって言ってよ！」

「だって、超絶似合ってないし」

「バカな！」

「バカだ！」

　優子を指差す。

「違ちがうよ！」

「現げん実じつを受け入れろ、優子。似合わないものは似合わない」

「え〜、ほんとに!?」

「ああ、果てしなく変だ」

　スイコーの制服は、何なに気げに人を選ぶのだ……。空太も自分に似合っているとは思っていない。ましろには似合っていると思うが……。

「優子もそこはかとなくそんな気はしてたんだけど……そんな〜、どうしよう、恥はずかしくて表を歩けないよ！」

「今からでも遅おそくない。合ごう格かくを辞じ退たいして福岡に帰れ」

「うん、そうだね……それしかないね……」

　ベッドから立ち上がった優ゆう子こがとぼとぼとドア口に向かう。でも、途と中ちゆうで何かに気づいたらしく勢いきおいよく振ふり向いてきた。

「って、そんな巧たくみな話わ術じゆつに優子がはまると思ったら大おお間ま違ちがいだよ！」

「大間違いなのはお前の存そん在ざい自じ体たいだと兄は思うぞ」

「現げん実じつを受け入れてよ、お兄にいちゃん！　優子は本当に合格したの！」

「……んじゃ、とりあえず、母かあさんに確かく認にんしてみるか」

　娘むすめを溺でき愛あいしている父親の様子も気になる。

　机つくえの上からケータイを取って、実家の電話番号を呼よび出す。

　すぐに電話は繋つながった。

「俺おれだ」

　てっきり母親が出ると思っていたのに、聞こえてきたのは不ふ機き嫌げんそうな野太い男の声。親父だ。

「よい子が真ま似ねするといけないから、非ひ常じよう識しきな電話の取り方は止めてくれるか？」

「最近、小こ遣づかいを減へらされてピンチなんだ。今から言う口こう座ざに金を振り込こんでくれ」

「なんで、電話を掛かけられた側が、詐さ欺ぎを働こうとしてんだよ！」

「ピンチなんだ」

　小遣いを減らされたのは本当なのだろう。声がしょんぼりしている。

「てか、親父」

「お前に親父呼ばわりされる筋すじ合あいはない」

「あるだろ！　俺、息子！　わかってるよな？　空そら太ただよ！」

「当然、承しよう知ちしている。最近の電話は相手の番号がディスプレイに出るんだぞ。そんなことも知らないのかお前は。文明に取り残されてるな」

「最近っていうか、俺の場合、物心ついたときからそうだったけどね」

「なんだそれは。若わかさの自じ慢まんか」

「違う……なんで俺が……」

　若さで親父に対たい抗こうしなければならない、と言おうと思ったけど途中でやめた。余よ計けいな話をして時間を無む駄だにすることはない。

「会社はどうしたんだよ」

　普ふ段だんならこの時間にはもう出かけているはずだ。

「今まさに出社しようと思っていたところで、不ふ肖しようの息子から電話がかかってきたものだから、仕方がなく出た次第だ」

「不ふ肖しようってつける必要あったかな？　ないだろ。どう考えてもなかっただろ」

「なんだ、お前、親に向かってその口の利きき方は」

「さっきは、親父呼よばわりされる筋すじ合あいはないとか言ってたよね！」

「まったく、おむつを替かえてやった恩おんも忘わすれて、お前は言いたい放題だな」

「確たしかにその頃ころの記き憶おくはないけど、随ずい分ぶんと昔の話を持ってきたな！」

「お前が緑色のうんちをしたときには、宇う宙ちゆう人じんにさらわれて、改かい造ぞう手しゆ術じゆつを施ほどこされたんじゃないかと疑うたがったものだ」

「赤ん坊ぼうっていうのは、そういうもんだろ！　てか、俺おれは、親父のおつむを取り替えたいよ！」

「なんだそれは。ちょっと面白いじゃないか」

「別に笑いを取りにいったんじゃないからね！」

「つまらん男だな。心に余よ裕ゆうがないから、お前は人生を楽しめないんだ」

「そこまで言われなきゃいけないような会話をしてましたか？　してませんよね！　頼たのむから今すぐその口を閉とじて、母かあさんに代わってくれ！」

　その方が絶ぜつ対たいに早い。最初からそうすればよかった。うっかり、父親のペースに巻まき込こまれてしまった。

「断ことわる」

「よし、理由を聞こうか」

「親がいつでも子供のわがままを聞いてくれると思ったら大おお間ま違ちがいだ。甘あまったれるな」

「電話の取次ぎは、わがままの部類には入らないだろ！　あんたの脳のうみそはほんとどうなってんの？」

「用よう件けんを言え、俺は時間がない」

　それはこっちの台詞せりふだ。時計を見るとすでに八時を回っている。今すぐにでもましろを起こして、準じゆん備びして学校に行かないと三年生の初日から遅ち刻こくしてしまう。ただでさえ、問題児の巣そう窟くつであるさくら荘そうの住人ということで、学校では変な目立ち方をしているのに……これ以上、目立つ要よう素そを増ふやすのはごめんだ。

「優ゆう子このことだよ。なんか朝から部屋にやってきて、スイコーに合ごう格かくしたとか寝ね言ごとを言っているんだけど、本当なのか？」

「寝言じゃないよ！」

　すり寄よってきた優子の頭に手を置いて、向こうに押おし戻もどす。「あうっ！」とか悲鳴を上げて、優子は大げさに吹ふき飛んで行った。

「その件か……」

「その件だ」

「非ひ常じように残念だが、合格は本当だ。一体、どこで何を間違ってしまったのか……」

「試験の問題を間違えなかったから、合格したんだろうね」

　もうやけっぱちだった。

「ちょっと上う手まいじゃないか」

「俺おれの返しに対する評ひよう価かはどうでもいい！」

「同感だな」

「なら、いらんこと言わないでくれるかな！　時間と電話代の無む駄だになるからさ！」

「とにかく、優ゆう子こは合ごう格かくした。俺は最後まで女め々めしく『いかないで！』と抵てい抗こうしたのだが、ダメだったんだ」

「だろうな！　どんな頼たのみ方したのか、知らないけど。自分で女々しいって言ってる時点で大おお間ま違ちがいだよ！」

「そんなわけで、断だん腸ちようの思いではあるが……俺は大人おとなだから優子のスイコー入学を認みとめることにした」

　女々しく抵抗した時点で、大人ではないと思う。

「だが、この試練が俺をまたひとつ強くしたのも事実だ」

「今度は何の話がはじまったんだ？」

「俺は気が付いた。かわいい娘むすめが巣立っていったのであれば、母かあさんとイチャイチャして、また作ればいいんだと」

「はい？」

　今、父親はなんと口走っただろうか。

「ん？　電波が悪くて聞こえなかったか？　母さんとイチャイチャしてだな……」

「聞こえてる！　二度も言わんでいい！　親のその辺の事じ情じようは詳くわしく知りたくないんで、赤せき裸ら々らに語らないでくれ！　ほんとお願いします！」

　父親の言葉を遮さえぎるようにして、空そら太たは声を張はった。放っておいたらとんでもない発言が聞こえてきそうだ。

「お子様だな」

「大人おとなの階かい段だんを上っている最中だから気になるんだよ！」

「まあ、というわけだ」

「どういうわけだ……」

「来年あたりに、ふたり目の妹が誕たん生じようすることを、楽しみに待っているがいい。ではな」

「あ、ちょっと待て！」

　もちろん、空太の制せい止しの声など届とどくわけもなく、父親は問答無用で電話を切ってしまった。

「お父とうさん、なんだって？」

　大人しく待っていた優子が聞いてきた。

「来年、妹ができるってさ」

　弟の可か能のう性せいもあると思うのだが……。

「え〜、優ゆう子こもついにお姉ねえちゃんになるんだね！」

「喜ぶ前に驚おどろけよ」

　とは言え、実家に電話をしたことでひとつはっきりした。信じがたいことではあるけど、優子は本当にスイコーに合ごう格かくしたらしい。

「なあ、優子」

「なあに？」

「色々と複ふく雑ざつな心しん境きようではあるんだが……」

「うん」

「まあ、合格おめでとな」

「ありがとう、お兄にいちゃん！」

「ってか、なんでお前黙だまってたんだよ」

　いつもの優子なら絶ぜつ対たいに喜んで電話で報ほう告こくをしてきたと思うのに……。

「お兄ちゃんに不合格だって言われた次の日にね、合格通知は届とどいたんだけど、お母かあさんが黙っていた方が断だん然ぜん面白いからって」

　あの母親なら、確たしかに言いそうだ。

「それに、押おしてダメなら引いてみろって言ってたよ。おぺれ〜しょん『北風と太陽』なんだって！」

「お前、意味わかってないだろ……」

　はあ、と深いため息がもれる。

　そこへ、２０３号室に住む青あお山やま七なな海みが顔を出した。

「神かん田だ君、そろそろ起きないと遅ち刻こくだよ」

　すでに七海は制せい服ふくに着き替がえていて、出かける準じゆん備びは整っている。

　意外なことに部屋に優子がいても驚いた様子はない。その疑ぎ問もんが顔に出ていたのだろう。七海は空そら太たが聞くよりも先に、

「実は春休みにメールをもらって……私は知ってたの。それに、さっきも会ったし」

　と教えてくれた。どうやら、七海が優子をさくら荘そうに招まねき入れたらしい。

「七海さんは勉強を教えてくれた優子の恩おん人じんだからね！」

「はい、そうですか」

「それより、神田君」

　声のトーンを落とした七海の視し線せんは空太の背はい後ごに向かっている。その先にあるのはベッドで、今もましろがすやすやと眠ねむっている。

「い、言っておくが、椎しい名なはさっき部屋に来て急に寝ねただけだからな！　昨日の晩ばんからとかじゃないからな！」

「別に、まだ何も言ってないけど」

　少し拗すねたような感じで七なな海みがそっぽを向く。

「早くしないと遅ち刻こくするよ」

　改めて時計を見ると、もう八時十五分を回っていた。

「げっ！　おい、椎しい名な！　早く起きろ！」

　ましろの肩かたを掴つかんでゆさゆさと揺ゆする。

「空そら太たが起きて」

「もう起きてるわ！」

「あ〜、ましろさんばっかりずるいよぉ！　優ゆう子このことも甘あまやかしてよ〜！」

　優子が腕うでにしがみついてくる。

「今日は無ぶ礼れい講こうね」

　寝ねぼけたましろが意味不明なことを言った。

「どんな場面でも、礼れい儀ぎはわきまえた方がいいと思うんだよな！」

「じゃあ、私は先に学校行くから」

「あ、ちょっと待ってくれ、青あお山やま！」




　それから十分後、空太はましろを起こし、入学式が午後からの優子を一いつ般ぱん寮りように追い返し、出かける準じゆん備びを整えてから学校に向かった。思ったより早く用意が済すんだのは、結局、先には行かずに、七海がましろの着き替がえを手伝ってくれたおかげだ。

　出かける際さい、１０２号室の住人である赤あか坂さか龍りゆう之の介すけにメールで声をかける余よ裕ゆうまであった。

　──今日から新学期だぞ！　一いつ緒しよに学校行こうぜ！

　でも、返ってきたメールは、龍之介本人からではなく、自動メール返信プログラムのＡＩであるメイドちゃんからのものだった。

　──これより、龍之介様は引きこもりモードに移い行こうします。また会える日を楽しみにしておいてくださいね。メイドちゃんより

　さくら荘そうはいつも通りだ。




　　　　２




　三年目になる通学路を、空太はましろ、七海と一緒に歩いていた。真ん中に空太がいて、右がましろで左が七海だ。

　こうして制せい服ふくを着て、学校に向かっていると、また学校がはじまるんだなあという実感が強く押おし寄よせてきた。それと同時に、あっさりと過すぎ去ってしまった春休みへの未練を空太は感じていた。

「はあ」

　無む意い識しきにため息がもれてしまう。

「もう初日の朝からなに？　景気の悪いため息つかないでよね」

「そうは言うけどさ……」

　見上げた空は、空そら太たの心とは裏うら腹はらにやけに澄すんでいる。

「優ゆう子こちゃんのこと？」

「それも少しはあるけど、まあ、それはいいんだよ」

　まさか受かっているとは思わなかったけど、優子なりに猛もう勉べん強きようをしていたのは、年末年始にましろや七なな海みを連れて帰き省せいしたときに見ている。ちゃんと机つくえに向かってがんばっていた。ものすごく運に助けられたのは間ま違ちがいないだろうけど、それでも運だけで合ごう格かくできるほど、スイコーの受験は甘あまくないのだ。

「じゃあ、今のため息はなに？」

「結局、何もできないまま、春休みは終わっちゃったなあと思ってさ」

　当初は、春休み中にゲーム制せい作さくを進めるつもりで意い気き込ごんでいた。けど、四月になってすぐに空太は風か邪ぜを引いてしまい、思い切り出鼻をくじかれた。しかも、治ったと思ったら、空太が寝ね込こんでいる間に、せっせと看かん病びようをしようとしてくれていたましろに風邪をうつしてしまい、今度はその面めん倒どうを見ているうちに、あれよあれよと短い春休みは終わってしまったのだ。

「体調崩くずしちゃったんなら仕方ないね」

「空太、軟なん弱じやくね」

「お前も引いたよね！」

「空太がうつした」

「その点は、ごめんね！」

「あんなことをするから」

「人聞きの悪いことを言うな！」

「なにしたの？」

　目を細め、七海が疑うたがいの眼まな差ざしを向けてくる。

「な、なにもしてない！」

「裸はだかで抱だき合ってはいたようですけどね」

「だ、だから、あれは違ちがうって説明したよね？　俺おれは服を着てたし！」

「そうですね」

　棒ぼう読よみの七海は、少しも納なつ得とくしていないという態たい度どだ。ここは話題を変えた方が得とく策さくだろう。

「そうだ、青あお山やま。実家はどうだったんだ？」

　両親……特に父親を説得するために、七海は春休みの間に一度大阪に帰っていた。空太が風邪を引いた日に、ましろと何があったのかを詳くわしく知らないのはそのためだ。

　それとは逆ぎやくに、色々とバタバタしていたせいで、空太は帰省中のことを七海からまだ詳くわしく聞かされていない。父親とは和わ解かいできたのだろうか。

「一いち応おう、許ゆるしてくれたことにはなるのかな」

「一応か」

「お父とうさんは、まだ反対したいって感じだったからね」

　父親の態たい度どを思い出しているのか、七なな海みは苦笑いをしている。

「だけど、私が本気なんだってことは伝わったんだと思う。二年間、一度も帰らなかったのが効きいたみたい」

「そっか」

「うん。お母かあさんが教えてくれたんだけど、動画サイトにアップされた美み咲さき先せん輩ぱいのアニメあるでしょ？　私がヒロインの声やらせてもらったやつ」

「ああ」

「あれね、お父さんも見てくれたんだって。本人にその話題を振ふったら、『見てない』、『知らない』って言って、最後まで認みとめなかったけど」

「頑がん固こな親父さんだな」

「でしょ？」

「七海に似にてる」

　そう口を挟はさんできたのはましろだ。

「確たしかにそうかもな。反対されて、家を飛び出してきたくらいだし」

「それ、全然うれしくない」

　本当に、七海は嫌いやそうだ。

「けど、これで家族も認みとめてくれたことになるんだな」

　それは、いいニュースだ。

「うん、まあ、一応ね。でも、自分でやれることは、これからも自分でするよ。バイトも続けて、実家にはあまり迷めい惑わくをかけないようにしようと思ってる」

　その心がけは立りつ派ぱだ。実じつ践せんしてしまうところは、心から尊そん敬けいできる。

「今年一年バイトしてお金を貯めて、来年からまた別の養成所に通えるように、準じゆん備びを整える予定です」

　敬けい語ごになったのは、語っている自分に対する照れ隠かくしだったのだろう。

　七海はもう歩き出している。新しい目標地点を定め直して、そこを目指して一歩ずつ進んで行っている。

　問題はなにもない。ただひとつを除のぞいては……。

「……」

「……」

　意味深な沈ちん黙もくは、七海も話の流れが『そっち』に向かっていることを感じ取っている証しよう拠こだ。

「七なな海み、さくら荘そうを出て行くの？」

　口にするのを躊躇ためらっていた質しつ問もんを、ましろはストレートに七海にぶつけていた。

　元々、七海がさくら荘にやってきたのは、一いつ般ぱん寮りようの家や賃ちんを滞たい納のうしていたことが理由だ。今年は養成所のレッスン料の支し払はらいがなく、家族のバックアップも受けられるのであれば、普ふ通つうに一般寮の家賃を払っていけるはず。

　さくら荘に七海がいる理由はなくなっている。

「もう決めてるよ」

　晴れやかな表ひよう情じように、跳はねるような明るい声こわ音ねだった。

「……」

　けど、空そら太たが無言で続きの言葉を待っても、七海は「残る」とも「出て行く」とも明言はしなかった。

　ましろも追つい及きゆうはしなかったし、空太も無理に話題を深く掘ほろうとは思わなかった。どちらの結けつ論ろんだとしても、七海が決めたことなら受け入れるつもりでいる。どちらの結論だとしても、言うべきときに七海の方から話してくれると信じていたから。

　丁度、話が途と切ぎれたところで、空太たちはスイコーに到とう着ちやくした。まだ予よ鈴れいも鳴っていない。

「なんか、ドキドキしてきた」

　校門を抜ぬけたところで、七海が独ひとり言のようにそうもらす。

「七海、病気なのね」

「違ちがうわよ！」

　空太の胸むねも高鳴っていた。七海の気持ちがよくわかる。

　この先……昇しよう降こう口ぐちの前の掲けい示じ板ばんに新しいクラス分けが貼はり出されているのだ。

　スイコーでの最後の一年間を一いつ緒しよに過すごすクラスメイトがもうすぐわかる。

　できれば知っているやつとなるべく多く同じクラスになりたい。逆ぎやくに、誰だれも友達がいないクラスにはなりたくない。そんなの想そう像ぞうしただけでも、絶ぜつ望ぼう的てきな気分になる。

　毎年のクラス替がえは、期待よりも不安の方が大きい。だから緊きん張ちようする。

「また一緒のクラスだといいな」

　前を向いたまま、空太は七海に声をかけていた。

「え？」

　予想外だったのか、七海から驚おどろいた反はん応のうが返ってきた。

「青あお山やまは嫌いやなのか……」

「そ、そうじゃなくて……私も同じこと、考えてたから」

　尻しりすぼみに七海の声は小さくなっていった。

「そ、そうか」

「う、うん」

　本音を見せ合うのは、なんとも照れくさい。

「赤あか坂さかも一いつ緒しよだといいな」

「さくら荘そうが同じクラスに集まるのは、難むずかしいかもしれないけどね」

　確たしかに、先生たちが問題児をひとつのクラスにまとめるとは考えにくい。卒業式であれだけやらかしたのだから、色々と警けい戒かいされていそうだ。

「わたしも空そら太たと同じクラスになりたい」

　いつもの調子でそう言ってきたのはましろだ。

「……いや、椎しい名なは無理だろ」

「どうして？」

　ましろは本当にわかっていない顔をしている。

「椎名は美び術じゆつ科か。俺おれは普ふ通つう科か。オーケー？」

「ノーよ」

「そりゃあ、まあ、一緒になれたらいいだろうけどさ」

「本当？　本当に空太もわたしと一緒がいい？」

「ま、まあな。ラスト一年の高校生活だし、みんな一緒の方がそりゃあ楽しいだろ」

「そうね」

　だけど、それは叶かなわない願いだ。だから、空太は言ってしまったあとで少し後こう悔かいした。なんだかちょっぴり切ない気持ちになっている。

　そんな空太の前に、クラス表が貼はられた掲けい示じ板ばんが迫せまってきていた。

「あ〜、ほんと緊きん張ちようするな」

　七なな海みは完全に落ち着きをなくして、そわそわしっぱなしだ。

「一緒になりたいとか思っていると、逆ぎやくにバラバラになったりするからな……世の中ってやつはさ」

「このタイミングでそういうことを言う神かん田だ君は嫌きらいです」

　わざとらしく七海が頬ほおを膨ふくらませている。そうやって緊張をほぐそうとしているのだ。

　空太の足が止まる。掲示板はすぐそこだ。

「よし、じゃあ、せ〜ので見るぞ」

「う、うん」

「せ〜の」

　人ひと垣がきの一番後ろから掲示板に貼り出されたクラス表を確かく認にんする。

　まずは三年一組からだ。

　自分の名前を見つけるまでのドキドキ感は堪たえがたいものがある。毎年、息がつまりそうになるのだ。

　ただ、今年に限かぎっては、極度の緊張は長続きしなかった。

　最初に確かく認にんした三年一組の男子の欄らんに『神かん田だ空そら太た』とあったのだ。その少し上には、『赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ』もいる。

　下ろしたままの手を、空太はぐっと強く握にぎった。

　その袖そで口ぐちを、誰だれかが横から引っ張ぱってきた。

　隣となりにいたのは七なな海みだ。瞳ひとみがわずかに潤うるんでいる。

「青あお山やまは？」

「一組！　一いつ緒しよだよ!!」

　すぐに興こう奮ふんした声が弾はじけた。長いポニーテールを弾はずませている。

　空太は一組の女子の欄を見た。一番上に『青山七海』と記しるされている。本当だ。本当に同じクラスだ。

「こんなことってあるんだな」

「うん……たまにはいいこともあるみたい」

「ほんとだな」

　思い通りにならないことがたくさんあったからこそ、七海の言葉に空太は感かん慨がいを持って頷うなずいていた。小さなことだけど、うれしいものはうれしい。大きな意味を持っている。世の中捨すてたもんじゃない。そんな気分だった。

「もしかしたら、あえて一クラスにまとめられたのかもしれないね」

　その可か能のう性せいが高い気がした。偶ぐう然ぜんにしては出来過すぎている。まあ、今となっては、理由などどうでもいい。

　一緒のクラスになれた。その事実が大事なのだから。

　ただ、いいこともあれば悪いこともある。

　クラス表を見ていてひとつ気になる点を見つけていた。

　担たん任にんだ。

「小こ春はる先生の名前があるのは気のせいだよな？」

「たぶん、現げん実じつだと思うよ」

「あの人に三年の担任やらせて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ダメだと思う」

　普ふ段だん、滅めつ多たに人を悪く言わない七海でもこの評ひよう価かだ。

　進路の相談とか、真面目にできるんだろうか……。とても不安だ。

　掲けい示じ板ばんの前を離はなれようとしていると、

「椎しい名なさ〜ん！」

　という元気な声が聞こえてきた。

　小走りでやってきたのは、美び術じゆつ科かの深ふか谷や志し穂ほだ。動物の耳みたいなおさげ風の髪かみがふわふわと揺ゆれている。

「やったね、椎しい名なさん！　今年も私たち同じクラスだよ！」

　大げさに喜んだ志し穂ほが、「ひしっ」と効こう果か音おんを自分で口にしながらましろに抱だきつく。

「美び術じゆつ科かは三年間、全員同じクラスだろ」

　なんたって生徒が十人しかいないのだから。

「うわっ、ひどいな、神かん田だ君！　今の発言は美術科差別だよ！　心のこもった謝しや罪ざいを要求するのです！」

「要求するわ」

「え？　椎名も？」

「バームクーヘンを」

「腹はらが減へっただけか！」

「むう」

「あれ、意外と本ほん格かく的てきに不ふ機き嫌げんだな」

　殆ほとんど表ひよう情じように出さないからわかりにくいのだが、これは結けつ構こう怒おこっている状じよう態たいだ。この一年間でだいぶ理り解かいできるようになってきた。

「わたしも空そら太たと一いつ緒しよのクラスがよかった」

　今度はどこか寂さびしげだ。

「七なな海みはずるい」

「わ、私？」

「というわけで、ちゃんと謝あやまってください、神田君」

「ごめんなさい」

　もはや、何に謝っているのかはよくわからない。

　ましろは恨うらめしそうに、掲けい示じ板ばんのクラス表を見み据すえていた。

　予よ鈴れいが鳴る。

「教室に行こうか」

　七海に促うながされて、全員で昇しよう降こう口ぐちに入っていく。

　その際さい、ましろが小さな声で、

「空太と一緒のクラスがよかった」

　と、もう一度だけ呟つぶやいていた。




　教室には殆ほとんど荷物を置きに行っただけで、すぐに始業式のために体育館へと移い動どうになった。

　校長からのありがたい言葉に耳を傾かたむけていると、三回ほどあくびが出たものだ。

　始業式が終わって教室に戻もどると、教きよう卓たくの上に席せき替がえ用のくじが置かれていて、戻ってきた順にくじを引いて座ざ席せきを決めていく。

　空太は窓まど際ぎわの後ろから二番目。なんのめぐり合わせか、隣となりは七海だった。

「なんで、こういうことは上う手まくいくんだろ」

　空そら太たの顔を見るなり、七なな海みはため息を吐ついている。

「俺おれ、なんか悪いことしたか？」

「もしかして、私って意外と恵めぐまれてるのかな」

「……さっきから何の話だ？」

「神かん田だ君がこれじゃあ、恵まれてるとは言えないかな」

「俺の評ひよう価かは俺にわかるように言ってくれますか？」

「嫌いやです」

　見事に断ことわられてしまった。

　それでも、七海はどこか上じよう機き嫌げんな様子で、担たん任にんの白しろ山やま小こ春はるがくるまで、これまた同じクラスになった、高たか崎さき繭まゆ、本ほん庄じようやよいの両名と話をしていた。

「は〜い、席についてね〜」

　間ま延のびした声と共に教室に入ってきたのは、現げん国こくの教きよう師しでもある白山小春だ。

「あれぇ、くじが一いち枚まい余あまってるけど、引いてないのは誰だれかなあ？」

　クラスメイトは全員座席についている。空席になっているのは、空太の後ろ。誰だれもがうらやむ一番の人気席。その席は、皮肉なことに、初日から当然のように欠席した赤あか坂さか龍りゆう之の介すけのものとなった。下へ手たすれば、一学期の期間は空席のまま終わるかもしれない……。もったいない話だ。

「あ〜、赤坂君か。残り物には福があるわねえ。ではでは、みんなお待ちかね。三年生恒こう例れいの進しん路ろ調ちよう査さ票ひようを配りまーす」

　前から小さな紙切れが回されてくる。

「この調査を元にして、来週から個こ人じん面めん談だんを行うので、『眩まぶしすぎて見えない』とか書かないようにねえ」

　そんなことを書くのは、もう卒業してしまった宇う宙ちゆう人じんくらいのものだ。

　鞄かばんからシャーペンを取り出すと、空太は迷まようことなく第だい一いち志し望ぼうの欄らんに『水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくメディア学部コンテンツデザイン学科』と書いた。

　去年とは大おお違ちがいだ。

　この小さな紙切れに、なんて書けばいいのかがわからずに、随ずい分ぶんと遠回りをしていた気がする。けど、その回り道が、今日の自分を作ってくれたのだと今は思うことができる。

　隣となりでは、七海もすでにペンを置いていて、進路調査票には綺き麗れいな字で、『演えん劇げき学がく部ぶ』と書かれていた。

「神田君」

　顔を上げると、小春が目の前に立っていた。

「なんですか？」

「赤あか坂さか君は？」

「引きこもりモードに移い行こうしました。次に会うのは二学期じゃないですかね」

　去年は一学期を丸々休んだ男だ。

「じゃあ、進路をどうするか神かん田だ君が聞いておいてくれる？」

「先生がさくら荘そうまで足を運ぶっていう選せん択たく肢しはないんですか？」

「私、千ち尋ひろちゃんと違ちがって熱ねつ血けつ教きよう師しじゃないし、色々と忙いそがしいのよ」

「婿むこを探さがすのにですか」

「わかってるじゃない」

　少しも悪びれた様子はない。

「小こ春はる先生の神しん経けいの図太さを俺おれにも少し分けてほしいですね」

「千尋ちゃんに分けてもらってね。はい、これ。赤坂君の進しん路ろ調ちよう査さ票ひよう」

　用事は済すんだとばかりに、小春は教きよう卓たくの方へと戻もどっていってしまう。

「まあ、いいんだけどさ」

　教師としてはどうかと思うが、丁度空そら太たも龍りゆう之の介すけに聞きたいことがあった。

　ケータイを出して、龍之介にメールを送る。


　──赤坂〜、いるか〜

　──どうした？



　返信は龍りゆう之の介すけからのものだった。


　──とりあえず、今年も俺ら同じクラスだぞ。青あお山やまも一いつ緒しよだ

　──どうでもいい情じよう報ほうだな

　──そう言うと思ったよ……。で、進路はどうするんだ？　担たん任にんになった小春先生が進路調査票を出せと言ってんだけど

　──メディア学部プログラム学科と書いて提てい出しゆつしておいてくれ



　教きよう師しが教師なら、生徒は生徒だ。ある意味噛かみ合っている。


　──用よう件けんはそれだけか？

　──いや、赤坂に聞きたいことがあるんだが

　──なんだ？　言ってみろ

　──ゲームプログラミングを教えてほしいんだ。貸かしてもらったコンピュータ言語の本をどんなに読んでも、ゲームの『ゲ』の字も出てこないんだよ！



　計算機のプログラムや、文字列を読み込こむプログラムなど、「これの何が面白いの？」と言いたくなるような代物ばかりだ。


　──なんだ、今いま頃ごろ気づいたのか

　──今まで騙だましてたの!?

　──神田がプログラムを少しは理り解かいしたということだ

　──それは褒ほめられているのかな？

　──褒めてはいない

　──だろうね！

　──『ゲーム作ろうぜ』への企き画かく書しよのエントリーは諦あきらめるのか？

　──企画は練り続けるよ。いいアイディアが出れば、エントリーもする。だけど、そこに固こ執しつはしない。結果を急ぐのはとりあえずやめることにしたんだ

　──理り解かいした。それで、プラットフォームの希望はあるのか？

　──クリエイターズファミリーを使いたいんだけど、どうかな？



　作るなら携けい帯たい電でん話わやＰＣゲームではなく、据すえ置き型のゲーム機がいい。しかも、現げん在ざい現役のハイエンドマシン。

　ゲームの開かい発はつ環かん境きようやツールを、ハードメーカーが無む償しようで開示している『クリエイターズファミリー』なら、そうした空そら太たの理想にぴったりだ。しかも、完成したゲームを素人しろうとが自由にアップロードし、第三者に遊んでもらえる環境まで整っているのだ。


　──制せい作さくするゲームのジャンルは？



　一いち応おう、その辺は考えてある。


　──シューティング

　──なるほど、僕ぼくが貸した本に一通り目を通したらしいな

　──そりゃあ、ある程てい度ど勉強してからじゃないとお前と話がまったく合わないからな



　借りた本の中に一いつ冊さつだけゲーム制作に触ふれた本があった。


　──複ふく数すうのオブジェクト制せい御ぎよ、ＵＩによるプレイヤーキャラの移い動どうやショット等のアクション、加えて、当たり判はん定ていの取り方、敵てきＣＰＵの思考ルーチン……初歩的なゲームプログラムは概おおむね含ふくまれているジャンルだ。さらに、仕様を小さくまとめた上でも、一通り遊べるものが作れるからな。勉強目的で制作するには、規き模ぼの面でも内ない容ようの面でも好都合だ

　──ぶっちゃけた話、今の俺おれに作れるのか？

　──『ｉｆ』と『ｆｏｒ』の使い方は理解しているな

　──してる



　ものすごい初歩的な命令文だ。


　──それさえ理解していれば、ゲームは組める

　──そうなの!?

　──三日ほど待て。神かん田だでも簡かん単たんにゲームを作れるメインプログラムを用意してやる

　──お前はどんなすごいものを出してくる気だ？

　──ただの空っぽのプログラムだ。オブジェクトの描びよう画がと座ざ標ひよう制せい御ぎよ、ＢＧＭ、ＳＥ等を関数ひとつで安あん易いに扱えるよう、整理はしておくがな



　言っていることがいまいちわからない。


　──要約すると？

　──理り解かいできない神かん田だがバカだということだ

　──そんな結けつ論ろんは聞いてねえ！

　──メインループだけが走っているプログラムと、簡かん単たんな命令文ひとつで、グラフィックを表ひよう示じし、サウンドを再さい生せいできるようにしたものだ

　──わかるような、わからないような……



　実じつ際さいに触さわったわけじゃないから、イメージはやっぱりできない。


　──ならば、ゲーム仕様でも考えながら大人おとなしく待て

　──おう。それはそうと、俺おれは赤あか坂さかにそこまでしてもらっていいのか？　だいぶ、色々なことを短たん縮しゆくしている気がするんだけど



　あまり龍りゆう之の介すけの力を借りると、自分でゲームを作っているとは言えない気がする。


　──神田はプログラマーになりたいわけではないだろう

　──まあ、そうだな

　──なら問題ない。ゲームエンジンやツールを使いこなす基き礎そ知ち識しきとして、プログラムを理解していれば十分だ。あとの説明はメイドちゃんから聞け

　──あ、おい、赤坂！



　急いで返信をしたら、わずか一秒で次の返事が来た。


　──チャオ、メイドちゃんです！

　──ノリが軽いね！

　──では、もやっとしている空そら太た様のために、近年のゲーム業ぎよう界かい事じ情じようをお伝えいたします

　──急に硬かたいね！

　──空太様はゲームエンジンとは何か、ご存ぞん知じですか？

　──ゲームのエンジンです

　──そう！　その通りです！　賢かしこいですね、空太様は！　って、ぶっ飛ばしますよ？



　ノリツッコミも軽々と使いこなす。恐おそるべしメイドちゃん。驚きよう異いのハイスペックだ。


　──空太様にもわかりやすい言葉を選ぶのであれば、業ぎよう務む用ようのツクールだと思ってください

　──ああ、なるほど、なんとなくイメージできます

　──以前のゲーム制せい作さくは、各おの々おのの処しよ理りや制せい御ぎよを、プログラマーがコードを書いて行っていたのですが、近年では汎はん用よう性せいのあるゲームエンジンを開発することで、膨ぼう大だいな作業量の効こう率りつ化かを図る傾けい向こうが強いのです。特に海外の開発会社ではもはや当たり前の制作手法ですね。なので、龍りゆう之の介すけ様のようなプログラマーのお仕事は、仕様書に沿そって、このキャラを『ここに配置して』とか、『こう動かして』などではなく、物ぶつ理り演えん算ざん処しよ理りやモーション制御などを組み込こんだ、ゲームエンジンの制作とバージョンアップが主流となっているのです。そして、そのゲームエンジンを使い、フィールドの構こう築ちくや、敵てきの配置、思考パターンや謎なぞ解ときのギミックなど、要はステージの作成と演えん出しゆつを組み込むのが、企き画かく寄よりのレベルデザイナーと呼よばれる方々なのです。この手法のいいところは、開発の効こう率りつ化かはもちろんですが、仕様書を書いた当人が、イメージした通りに自分でゲームを組める点ですね。プランナーが考えて、プログラマーに作ってもらう従じゆう来らいのやり方では、どんなにいい仕様書を書いて、どれだけの言葉を費やしたところで、どうしても伝わり切らないニュアンスの壁かべがありますから。最悪、プランナーとプログラマーが熱くなって、「なんでわかんないんだよ」「だったら、自分で作れ！」とか、ケンカになるわけです



　確たしかに、ものすごく起こりそうな気がする。企画を伝える難むずかしさと、伝わらないもどかしさは、『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンで空そら太たも経けい験けんしてきた。


　──とにかく今の話だと、俺おれはレベルデザイナー的なことができれば十分だってことだよね？

　──その通りでございます。全部をひとりでこなそうと思うのでしたら、龍りゆう之の介すけ様クラスにならなければ無理ですよ？　つまり、空太様には無理です！



　力強く言い切られてしまった。確かに、龍之介レベルになれと言われると、心がぽっきりと折れそうだ。今、人間のように話しているメイドちゃんを作った男が、只ただ者ものではないことくらい、今日までの付き合いでわかっている。


　──ありがとうございます、メイドちゃん。仕様でも考えながら、大人おとなしく三日待ちます

　──従じゆう順じゆんな空太様って、ちょっと素す敵てきですね

　──ちっともうれしくないんだけど！



　勢いきおいよくメールを返したけど、メイドちゃんからの返信はない。

「ＡＩにもてあそばれる俺って……」

　とりあえず、やるべきことをやっておこう。龍之介の進しん路ろ調ちよう査さ票ひように、ペンを走らせる。『メディア学部プログラム学科』と書いた。

「ねえ、神かん田だ君」

　話しかけてきたのは隣となりの座ざ席せきの七なな海みだ。

「ましろ、進路どうするか聞いてる？」

「え？　あ、そういや、聞いてないな」

　絵画の世界で天才とまで言われているましろの実力なら、一いつ般ぱん科か目もくの成せい績せきなど無む視しして、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくへの進学を余よ裕ゆうで許ゆるされるだろう。そもそも、中間、期末のたびに０点を連発するあの学力から想そう像ぞうするに、スイコーにも絵の実力だけで編へん入にゆうしてきたのだろうし……。

　それだけ、ましろの絵は特別なのだ。大学側としては、ぜひましろに入学してもらいたいと思っているんじゃないだろうか。

　だけど、この一年間、漫まん画がを描かくことにすべての情じよう熱ねつを注いできたましろを側で見てきた空太には、ましろが大学に通うという選せん択たくをするとは思えなかった。その分、漫画執しつ筆ぴつに多くの時間を使いたいと考えているような気がしたから……。

　もう一度、ケータイを取り出すと、空そら太たは用よう件けんのみの短いメールを打った。

　──大学はどうするんだ？

　けど、送信ボタンは押おさず、空太は少し考えてから、書いたメールを一文字ずつ消していった。

　どうする気なのかは、今度、時間があるときに、ましろに直ちよく接せつ聞けばいいことだ。

　そう思ったところで、ＨＲの終わりを告げるチャイムが鳴った。

「は〜い、では、今日はここまでにしま〜す」




　　　　３




　始業式とＨＲが終わっても、空太、ましろ、七なな海みの三人はさくら荘そうには帰らず、近くのコンビニで弁べん当とうを買って、誰だれもいない学食で昼食を済すませた。

　午後一時半から予定されていた入学式に出席するためだ。空太の両親は、福岡から出てこられないとのことだったので、優ゆう子このために空太が出るしかなかったのだ。

　卒業式のことがあったせいか、一度入り口で教きよう師しに止められはしたが、妹が入学してきたことを告げると、案外あっさり通してくれた。ましろと七海も一いつ緒しよだ。

　入学式は、適てき度どな緊きん張ちよう感かんの中で、スケジュール通りに進行した。

　途と中ちゆう、新入生代表による挨あい拶さつがあり、長は谷せ栞かん奈なという女子生徒が前に出てきた。落ち着いた雰ふん囲い気きで挨拶文を読み上げる姿すがたは凛りんとしていて大人おとなっぽく、式の最中、落ち着きなく周囲をきょろきょろとしていた優子とは、とても同い年に見えなかった。空太は代表の挨拶を聞きながら、心の中で優子を不ふ憫びんに思ったものだ。

　それ以外には、目立った話もなく、入学式は無事に終了した。

　その後、

「私もお兄にいちゃんと一緒にさくら荘に帰る！」

　などとのたまう優子を一いつ般ぱん寮りように追い返し、夕飯の買い出しのために、赤レンガ通りの商店街に寄よりながら三人で帰った。

　そして今、買ってきた食材を料理し終え、空太はダイニングテーブルについていた。席は四つ埋うまっている。空太、ましろ、七海……もうひとりは監かん督とく教きよう師しの千せん石ごく千ち尋ひろでもなければ、１０２号室に住む赤あか坂さか龍りゆう之の介すけでもない。美お味いしそうにご飯を口に運んでいるのは、元さくら荘２０１号室の住人である三み鷹たか美み咲さきだ。旧きゆう姓せいは上かみ井い草ぐさ。三月にスイコーを卒業し、隣となりの敷しき地ちに家を建て、その上、長年想いを寄よせていた幼おさななじみの三鷹仁じんと、ついには結けつ婚こんしてしまった宇う宙ちゆう人じん。現げん在ざいは水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映えい像ぞう学がく部ぶに通う人ひと妻づま女子大生でもある。

　美咲は卒業したあとも、殆ほとんど毎日のようにさくら荘にやってきては、一緒にご飯を食べたり、空そら太たとゲームをしたりしている。

　賑にぎやかな美み咲さきがさくら荘そうを出て行ったら、寂さびしくなるだろうなと思っていたのに、これでは去年までとたいして変わっていない。別れを前に、しんみりしたあのときの気持ちを返してほしいものだ。

　そうした心しん情じようなど、美咲が察してくれるわけもなく、

「いただき、隣となりの晩ばん御ご飯はん〜！」

　とか言いながら、空太のお皿からトンカツを一切れさらっていった。

「あ〜！　俺おれの晩御飯〜！」

　すぐさま、トンカツは美咲の口の中へと消えていく。

「こーはいくんの夜のおかずはもらったぞ！」

「言い方に異い議ぎあり！」

　力いっぱい抗こう議ぎしたせいで、ご飯はん粒つぶが飛んだ。

「神かん田だ君、汚きたない上にセクハラはやめてよね」

　横目で七なな海みが睨にらんでくる。

「セクハラは俺じゃねえ！」

「空太にわたしの夜のおかずをあげるわ」

「変なワードを流は行やらせないでくれるかな？」

「か、神田君、セクハラです！　よ、夜のおかずって……」

「だから、俺じゃないって！」

「ななみん、顔が赤いぞ！　さてはひとりでエロいことでも考えているな！」

「先せん輩ぱいが、へ、変なこと言うからですよ！」

「青あお山やま、その答えだと、エロいことは考えていたように受け取れるけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「か、考えてない！」

　騒さわがしいやり取りをしている間に、ましろが空太のお皿にトンカツの衣だけを移うつしてきた。今さら驚おどろくことではないが、ましろは一いつ風ぷう変わった偏へん食しよく家かなのだ。ちなみに、エビフライも脱だつ皮ぴさせて食べる。ダイエットをしているわけでもないのに。

「あ、こーはいくん、ご飯粒がついてるぞ！」

　空太のトンカツを頬ほお張ばりながら、美咲が自分のほっぺたを指で触さわっていた。

　言われるまま、右の頬に手をやる。けど、ご飯粒の感かん触しよくはない。

「違ちがう違う、こっちだよ、こーはいくん！」

　テーブルに乗っかる勢いきおいで身を乗り出してきた美咲が指を伸のばしてくる。

「あたしが取ってあげるね」

　一いつ瞬しゆんだけ美咲の指が左の頬に触ふれた。

　取れたご飯粒を、美咲は躊躇ためらうことなくぺろりと食べてしまう。

「あ、あのですね、美み咲さき先せん輩ぱい」

「どうしたんだ、こーはいくん！」

　完全にテーブルに乗っかった美咲は、四つん這ばいの格かつ好こうで顔を近づけてきた。わずかに開いた襟えり元もとから、たわわに実った胸むな元もとがちらりと覗のぞけてしまう。

　慌あわてて空そら太たは背せもたれに寄よりかかるようにして身を引いた。

　なにやら、ましろと七なな海みの視し線せんが痛いたい。機き嫌げんを損そこねているらしく、不満そうにじっと空太を見ているのが視界の隅すみに映うつっていた。

「せ、先輩はもう人ひと妻づまで、一いち応おう俺おれも男なわけですから、不用意にそういうことはしないでください！」

　大学生になったからだろうか。結けつ婚こんして人妻になったからだろうか。ここ数日で、美咲は以前よりも格かく段だんに大人おとなっぽくなっていて、この程てい度どのスキンシップにはもう慣なれているつもりだったのに、こうして近づかれると激はげしく動どう揺ようしてしまうのだ。見れば、唇くちびるなど艶つや々つやでぷるぷるしている。決して、トンカツの油ではない。肌はだもやけにきめ細かくてなめらかだ。

「あれ？　もしかして、美咲先輩化け粧しようしてます？」

「やっと気づいたかこーはいくん！　あたしはもう大人なのだよ！　どうだ、かわいいか！」

「美咲、かわいいわ」

「上かみ井い草ぐさ先輩……じゃなくて美咲先輩は、すっぴんでも十分すぎるほどかわいいです」

　ましろと七海がそんな感想を口にする。

　以前は『上井草先輩』と呼よんでいた七海だが、仁じんと結婚して名字が変わってしまったため、つい最近になって『美咲先輩』と呼ぶようになったのだ。新しい名字の『三み鷹たか』では仁を呼ぶときとかぶってしまうので。

「今度、ましろんとななみんにもしてあげよう！」

　美咲の提てい案あんに、なぜだか、ましろも七海も空太を見てきた。

「な、なんだ？」

「なんでもないわ」

「なんでもないよ」

　ふたり揃そろって、なんでもありそうな返事をする。追つい及きゆうしようかどうか空太が迷まよっていると、

「それはそうと、空太」

　とましろが露ろ骨こつに話を変えてきた。

「ん？」

「顔に口がついてるわ」

「なかったら一大事だよね！」

「取ってあげる」

「俺の口は着ちやく脱だつ可か能のうな仕様にはなってません！」

「空そら太た」

「目とか鼻もダメだからな。子こ供どもが泣くぞ」

　先回りをすると、一いつ瞬しゆんだけましろが考え込こむ。

「眉まゆ毛げ？」

「最悪それは取れるけど、俺おれの迫はく力りよくが増ますから却きやつ下かです！」

「むう」

　どうやら、先ほど美み咲さきがしたようなことをしたいらしい。だけど、「ご飯はん粒つぶ取ってあげる」なんてことをましろにされたら、空太の脳のうみそは一瞬でオーバーヒートして、使い物にならなくなってしまうだろう。ここは我が慢まんを通すしかないのだ。たとえ、訴うつたえかけるような目で、横からましろがじっと見み据すえてきていても……。

「ご馳ち走そうさま〜。ふ〜、満まん腹ぷくだよ」

　お腹なかいっぱいの美咲は満足そうだ。

「よし！」

　その美咲が掛かけ声と共に立ち上がると、円えん卓たくの下に置いてあったショルダーバッグを引っ張ぱり出してきた。中から何かを出している。

「はい、これ、ななみん」

　美咲がどんっと七なな海みの前に置いたのは、数十枚の紙の束だった。その表紙に目をやると、『スノーフレーク』と書いてある。美咲が去年から作り続けているアニメのタイトルだ。脚きやく本ほんは美咲の幼おさななじみにして、現げん在ざいは夫でもある三み鷹たか仁じんが手て掛がけている。

　紙の束はつまり台本だ。

「作画作業、終わったんですか？」

　空太がそう尋たずねる横で、七海は真しん剣けんな表ひよう情じようでぱらぱらとページをめくっていた。

「残りは、画面効果と修しゆう正せいが少しだね。あと一ヵ月くらいで完成だよ！」

「じゃあ、もう収しゆう録ろくはできる段だん階かいってことですね」

「そうなのだよ！」

　拳こぶしを握にぎって美咲が立ち上がる。

「これは受け取れません」

　元気いっぱいの美咲とは対照的に、七海の表情はどこか思いつめたように真剣そのものだった。

「なんでだ、ななみん！」

「事じ務む所しよのオーディションに落ちた私が、知り合いだからという理由だけで、美咲先せん輩ぱいの作品に出させてもらうなんてことはもうできません。先輩の作品は、たくさんの人が待ち望んでいるものですし、役として参加したいという人だっていっぱいいますよね？」

「勘かん違ちがいしてもらっては困こまるぞ、ななみん！　仁と相談した結果、今回はオーディションで主人公とヒロインのキャストを決めることにしたんだも〜ん！　だから、その台本は本番と丸々一いつ緒しよのやつだけど、今はまだオーディション台本なんだよ」

「……」

　ぽかんとした様子で、七なな海みは目を見開いていた。でも、すぐに下した唇くちびるを噛かみ締しめながら俯うつむいてしまう。

「ごめん、ななみん。役のお願いじゃなくて、ガッカリした？　オーディション受けたくない？」

「……いえ、その逆ぎやくです」

　テーブルの一点をじっと見み据すえた七海の声は震ふるえていた。

「ありがとうございます。こんな機会を私にくれて」

　美み咲さきに向き直ると目を瞑つぶってお辞じ儀ぎをする。

「たぶん、五十人くらいはヒロインのオーディションに来てもらうことになるけど、ななみんはそれでもいい？」

　役に選ばれるのは、その中のひとりだけ。ものすごく高い倍ばい率りつだ。ひとり以外は落とされる。悔くやしい思いをすることになる。

　その意味を深く噛み締めるように、七海は決意のこもった声で、

「はい」

　と、短く答えた。躊躇ためらうことなどない。もう一度立ち向かおうと、七海は決めているのだ。その姿すがたを見ていると、心から応おう援えんしたくなる。

「よ〜し、じゃあ、これ、こーはいくんの分ね」

「はあ？」

　なぜだか、美咲は空そら太たの前にも台本をどんっと置いてきた。

「オーディションはゴールデンウィーク中にやる予定だから、こーはいくんが主人公役をして、ふたりでみっちり練習するんだぞ！」

「なんで、俺おれも巻まき込こまれてるんですか!?　つか、俺、下へ手ただから練習相手になりませんよ!?」

　前にも七海の練習相手を務つとめたことはあるけど、あのときは下手すぎて散々笑われたのだ。軽いトラウマになっている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　演えん技ぎはしなくていいから！」

　美咲の発言の意味がさっぱりわからない。

「役だから演技はしないとダメなんじゃ？」

「今回のアニメにほしいのは素すの感じなんだも〜ん！　なんたって、うれし恥はずかしな高校生の生な恋れん愛あいを綴つづった内ない容ようだからね！」

「ああ、なるほど」

　確たしかに以前見せてもらった途と中ちゆう段だん階かいの映えい像ぞうは、まさにそんな感じだった。息いき遣づかいや鼓こ動どうまで聞こえてきそうな『生』と表ひよう現げんするのに相応ふさわしい臨りん場じよう感かんがあったのを覚えている。

「って、納なつ得とくしている場合じゃなくて」

「じゃあ、あたしが見ていてあげるから冒ぼう頭とうのシーンをやってみよう！」

「話を聞いてくれますか！」

「はい、アクション！」

「ま、まじですか……？」

　七なな海みは呆あきれ半分ながら、観念したような表ひよう情じようを浮うかべている。

　仕方がなく台本に視し線せんを落とした。まあ、一度やってみれば、空そら太たが練習相手に相応ふさわしくないことが、美み咲さきにもわかるだろう。そう思って、七海に目で合図を送った。小さく七海が頷うなずく。やるだけやってみようと。

　そんなふたりを、ましろは不思議そうに眺ながめている。

　最初の台詞せりふは空太からだ。

「『急に話があるって……なんだ？』」

　殆ほとんど棒ぼう読よみだ。

「『うん、結けつ構こう、重要な話……かな』」

　さすがに二年間演えん技ぎの勉強してきた七海は違ちがう。スイッチが入ると声の出し方からして違っている。

「『……』」

「『ずっと……言いたかったことがあるの』」

　言いよどむ七海の吐と息いきが聞こえてくる。

「『そうか……』」

「『うん、私ね』」

　演技に引っ張ぱられて、空太の心しん臓ぞうは大きく脈打っていく。

「『……』」

「『ずっと、ずっとね』」

　なんだろうこれは……。胸むねがきゅっと締しめ付けられる。逃にげ場のない感じ……。

「『……っ』」

　ごく自然に喉のどが鳴った。これから七海に何を言われるのかは台本に書いてある。全身からどっと汗あせが噴ふん出しゆつしていく。

　その言葉を口にしようと、七海が息を吸すい込こんだ。

「『ずっと好きでした。大好きです』」

　背せ筋すじがぞくっとした。身み震ぶるいがはじまると、なかなか止まってくれない。

「『……』」

「『……』」

　あと一言。空太の台詞でこのシーンは終わる。

「『一いつ緒しよだ。俺おれも同じ気持ちだよ。お、俺も……す、すすす……』」

　台本には、『俺も好きだ』と短く綴つづられているだけ。だけど、その言葉は喉のどでつかえて外に出てこない。演えん技ぎとは言え、女子に対して『好き』という言葉を使う圧あつ力りよくは半はん端ぱじゃなかった。

　隣となりにいるましろの視し線せんが妙みように気になった。頭も体も、熱が増ましていく。飽ほう和わ寸すん前ぜんの状じよう態たい。冗じよう談だんではなく、湯ゆ気げでも出そうな気分だった。

「『す、すすすす……』って、言えるか、恥はずかしい！」

　ついに羞しゆう恥ち心しんが限げん界かいに達した空そら太たは、片かた手てで顔を覆おおってその場にうずくまっていた。

「ちょっ、ちょっと神かん田だ君！　そ、そんなに照れないでよ。こ、こっちまで恥ずかしくなるじゃない」

　横を向いた七なな海みは、赤くなった顔を手でパタパタと扇あおいでいる。

「そ、そうは言うけどな！」

　ただの演技だとはわかっているけど、七海とはお互たがいまともに視線を合わせられない。うっかり見つめ合うと、慌あわてて顔を背そむけた。

　なにやら、ましろが「むう」と難むずかしそうな顔で唸うなっている。

「こーはいくんは、もっと感かん情じようを込こめて！　彼かの女じよのことが好きなんだろ！」

　びしっと美み咲さきが七海を指差す。心臓がどくんと跳はねた。

「え？　わ、私？」

「お、落ち着け青あお山やま！　や、役の話だ、役！」

「そ、そうだよね」

　動どう揺ようを鎮しずめようとしているのか、七海が深しん呼こ吸きゆうをしている。

「こーはいくんの好きって気持ちは、そんな味あじ気けないものなのか！」

「無茶言わないでください！　俺、素人しろうと！　素すの人なんです!!」

「ななみんは演技しすぎな感じだから、もっと自然体でこーはいくんにぶつかっていってくんないと！」

「自然体というと……」

「たとえるならば、自分が告白をするつもりでだよ！」

「えっ!?　じ、自分でって!?　わ、私が、か、神田君に!?」

　一いつ瞬しゆんにして、七海の顔が茹ゆで上がる。

「こーはいくんもだぞ！　今回はもっと素の感じがほしいって言ったでしょ？　素の人のこーはいくんにぴったりのはずだ！」

「なんで俺、さっき素の人とか余よ計けいなこと言ったんだろう……」

　口は災わざわいの元だ。今後は気を付けよう。

「はい、じゃあ、もう一度やってみよう！」

「げっ！」

「え〜！」

　空そら太たと七なな海みの悲鳴が重なる。

「芸の道は厳きびしいんだぞ！　わかったら、はい、ど〜ん！」

　ぱんっと美み咲さきが手を叩たたく。

　場は一いつ瞬しゆんで静まり返った。緊きん張ちようの糸がぴんと張はられていく。

　空太の台詞せりふを待っている空気だ。もうこれはやるしかない。空太の演えん技ぎはどうでもいいのだが、七海にとっては大きなチャンスなのだし……。少しでも手助けになるのなら、やれるだけのことはやってあげたい。

　覚かく悟ごを決めて、まずは美咲に言われたことを意い識しきする。生まれてはじめて、気持ちを作ってみた。

　素すの感じ。好きという気持ち……。

「『きゅっ、急に話があるって……な、ななな、なんだ？』」

　変に意識したら、先ほどよりもダメになってしまった。

「『う、ううん、け、結けつ構こう、重要な話……かな』」

　七海まで大きく躓つまずいている。

「『……』」

「『ず、ずずず、ずっと……い、言いたかったことがあるの!!』」

　七海は見たことないくらいにつっかえまくりの裏うら返がえりまくりだ。

「はい、カット！　ななみんまでへたくそか！」

「み、美咲先せん輩ぱいが、『自分が告白するつもりで』とか言うのが悪いんですよ！」

　羞しゆう恥ちに顔を赤く染そめた七海は、半分涙なみだ目めだ。

「これは特訓が必要だね」

　両手を腰こしに当てた美咲は、うんうんと自分の言葉に頷うなずいている。

「空太と七海、楽しそうね」

　ましろはどこかつまらなそうだ。

「できれば、俺おれも、その感想を言う側の立場でいたかったよ！」

「……」

「椎しい名な？　なんか怒おこってる？」

「別に」

　という割わりには、目が不満そうだ。

　そこへ、さくら荘そうの住人がひとり帰ってきた。

「丁度よかったわ。全員集まってるわね」

　声と共にダイニングに顔を出したのは、監かん督とく教きよう師しとして空太たちと一いつ緒しよに暮くらしている千せん石ごく千ち尋ひろだ。現げん在ざい、二十九歳さいと二十七ヵ月……世せ間けん一いつ般ぱんではそれを三十一歳という。

　ちなみに、全員は集まっていない。龍りゆう之の介すけは部屋だ。けど、それを指し摘てきする余よ裕ゆうが空そら太たにはなかった。演えん技ぎの練習の余よ韻いんが、心を掻かき乱みだしていたから……。それは七なな海みも同じだったらしく、目が合うとそっぽを向かれてしまった。ましろはましろで、今もへそを曲げたままだ。

　千ち尋ひろはそんなダイニングの微び妙みような空気を察したらしく、

「なによ、修しゆ羅ら場ば？」

　と聞いてきた。

「ち、違ちがいます！」

　すぐさま七海が否ひ定ていする。

「いいわね。もっとやんなさい」

「今、青あお山やまが違うって言ったでしょ！」

「そして、神かん田だはもっともがき苦しめばいいわ」

「なんでだ！」

「あんたがひぃひぃ言っている姿すがたを見ていると、私が少しだけ幸福な気持ちになれるからかしら」

　聞くんじゃなかった……。

「生徒の不幸を喜ばないでください！」

「嫌いやよ」

「まさか断ことわられたよ！」

「神田、人間には二種類いるわ」

「それは、つまり？」

「ひとつは人の不幸に胸むねを痛いためる人間。もうひとつは人の不幸で満たされた気持ちになる人間。私は後者でいたい」

「今の台詞せりふの流れは、前者を選ばないとダメなパターンでしょ！」

「そんなことより、こーはいくん！」

「今は意外と大事な哲てつ学がく的てきな話の真っ最中なんですけど？」

「あれは誰だれだ！」

　びしっと美み咲さきが指差したのは、千尋の背はい後ごに立った目元が眠ねむたそうな男子生徒。先ほどからちらちらと視し界かいに入っていて、空太も気にはなっていた。

　まだ幼おさなさを残しながらも、整った顔立ちは人目を引く。なかなかかっこいい。あっちこっちに跳はねた寝ね癖ぐせのようなくせ毛。その上から、誰かを彷ほう彿ふつとさせる大きなヘッドフォンをしている。制せい服ふく姿すがたにはまだ初うい々ういしさが際きわ立だち、真新しい制服には皺しわひとつついていなかった。

「ああ、これ？　今日からさくら荘そうで暮くらすことになった新一年生よ」

「え？」

　いきなりな発言に、自然と驚おどろきの声がもれた。

「入学式の当日に、もうさくら荘そう!?　てか、取り壊こわすとか言ってたくせに、住人を増ふやすんですか？」

「存そん続ぞくさせることが決まった以上、利用できるものは利用するのが大人おとななのよ」

「はあ……」

「ほら、自じ己こ紹しよう介かいしなさい」

　千ち尋ひろに背せ中なかを押おされた男子生徒が一歩前に出る。

「スイコーに入学したてほやほやの姫ひめ宮みや伊い織おりです」

　聞き覚えのある名字だった。

「姫宮ってことは……」

　どこにでもいるような名前でもない。

「はうはうのおとーとくんか！」

　またしてもびしっと美み咲さきが指を差す。

「そうよ、去年卒業した姫宮沙さ織おりの弟。同じ音楽科に入学してきたの」

　一いつ瞬しゆんだけ伊織の表ひよう情じようが曇くもったような気がした。けど、すぐに元の眠ねむたい顔に戻もどってしまったので、気のせいだったのかもしれない。

「えっと、俺おれは三年の神かん田だ空そら太たで、隣となりにいるのが美び術じゆつ科かの椎しい名なましろ」

　ましろがこくんと頷うなずく。

「私も三年で、青あお山やま七なな海みと言います」

「神田先せん輩ぱい、椎しい名な先輩、青山先輩ですね」

「あと、その人は、さくら荘の元住人で今はお隣となりさん……三月に卒業した三み鷹たか美咲さんだな」

「おりりんよろしく！」

　美咲が伊織の両手を掴つかんで、ぶんぶんと上下に揺ゆする。

「ど、どうもです。噂うわさは姉ねえちゃんから少し聞いてます」

　美咲の熱ねつ烈れつな歓かん迎げいに、少々戸と惑まどっている様子だった。

「で、先生。入学式の当日に島流しにされるって……なにをやらかしたんですか？」

　肝かん心じんなことをまだ聞いていない。

「入学式の直後に、いきなり職しよく員いん室しつへ転てん科か届とどけを持ってきたのよ」

「転科届？」

「普ふ通つう科かにですか？」

　空太の疑ぎ問もんに続けて、七海が質しつ問もんを口にした。

　それに、千尋が面めん倒どうくさそうに頷く。ましろは何を考えているのかわからない透とう明めいな瞳ひとみに伊織を映うつしていた。その伊織は、ましろの妙みような迫はく力りよくに押おされて、ちょっと緊きん張ちよう気ぎ味みだ。

「なんで、いきなり転科？　せっかく、高い倍ばい率りつを乗り越こえて合ごう格かくしたのに」

　スイコーの音楽科、美術科は定員が十名ずつと非ひ常じように少ない。まさに狭せまき門だ。毎年、倍率は十倍以上が当たり前で、多い年では二十倍を超こえる。

「よくぞ、よくぞ聞いてくれました。俺おれは……俺は、もうピアノをやめたいんです！」

　熱い語り口になった伊い織おりは、拳こぶしを握にぎって、なぜだか天てん井じように向かってそう宣せん言げんした。

　何かあるのかと思って、空そら太たも視し線せんを上げてみたけど、使い古された蛍けい光こう灯とうとくすんだ板の木目が見えただけだった。

「青春は二度と戻もどってこない。なのに！　なのに、俺はそんなことにも気が付かずに、中学時代は毎日、毎日、練れん習しゆう三ざん昧まい、練習づくし、練習天国に練れん習しゆう地じ獄ごくで、青くもなければ春でもない、鍵けん盤ばん色いろの白と黒の協きよう奏そう曲きよくかっていうくらいのまっぴらごめんな三年間を過すごしてしまったんです！」

「熱心にピアノに打ち込こめてよかったじゃないか」

「いいことなんて何もないんですよ、これが！　同級生のみんなは楽しそうに放課後は『キャッキャ、ウフフ』な感じで遊んでいたのに、俺の放課後はピアノと過ごした記き憶おくしかないなんて、残ざん酷こくすぎると思いませんか？　はい、俺は思います！　どこかの誰だれかの『ピアノとかやっているとモテそうだよね？』とかいう無む責せき任にんな発言を信じてがんばってきましたけど、それは嘘うそでした。俺が身を持って証しよう明めいしたんです。モテません！　間ま違ちがいありません！」

「……個こ性せい的てきな子だね」

　若じやつ干かん、傍ぼう観かん者しやを決めた感じで七なな海みがそんなことを言う。

　ましろは何を考えているのかわからない。もしかしたら、真面目に話を聞いているように見せて、バームクーヘンを食べたいとか考えている可か能のう性せいもある。

「え〜っと、それで、つまり……姫ひめ宮みや君は普ふ通つう科かに転科して、どうするんだ？」

　仕方がなく代表して、空太がさらに質しつ問もんした。

「恋こいをします」

　すっぱり、きっぱりおかしなことを言ってきた。

「……」

「恋をします!!」
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　二度目は大きな声で言ってきた。

「いや、ちゃんと聞こえてるから二度は言わなくていいぞ」

「俺は、俺はですよ。もっとこう普通の高校生活を送りたいんですよ！　まじにまじなんです！」

　握った拳を明後日あさつての方向に突つき出して、なにやらアピールしている。

　この時点で、すでに普通は無理なんじゃないかと思えてきていたけど、空太は口には出さないでおいた。

「もう普通は無理ね」

　一いつ瞬しゆん、心の声がもれたのかと思った。言ったのはましろだった。

「俺おれが我が慢まんしたことを椎しい名なが言うな！」

「俺は必ずこのスイコーで普ふ通つうな夢ゆめを叶かなえてみせます」

「たとえば、どんな感じなんだ、その……普通ってやつは？」

　とりあえず、話を合わせてみる。

「普通の高校生活と言えば、やはり、朝学校に行く途と中ちゆう、道の角でばったりとパンをくわえた女の子とぶつかって、パンツが見えて、できれば純じゆん白ぱくがいいですね！　清せい純じゆんな感じで！　そんで『ちょっとあんたどこ見てんのよ！』って罵ののしられ、『純白だ！』とか事実を告げたことで最悪な印象を与あたえたままその場はお互たがいに急いでいるから一いつ旦たん別れるんですけど、先生が転校生がいるとか言い出してですね！　やってくるのが通学路でぶつかった女の子なんですよ！　で、『あ、今け朝さの純白！』と、俺が言うとですね、『あ、あんたは今朝の変へん態たい！』ってな具合に返される感じの普通です！」

「異い常じようだな」

「そうかな？　よくある話じゃん」

　さすが人ひと妻づま女子大生は言うことが違ちがう。

「あとはですね」

「まだあるのか」

　正直、今のでお腹なかはいっぱいだ。

「本屋に行ったら、同じ本を取ろうとしている女の子と手が触ふれ合っちゃったりして、『あ、ごめん』『ううん、こちらこそ』『俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから、どうぞ』『え、でも、そんな悪いですよ……』」

「神かん田だ君、なにこの寸すん劇げき」

「寸劇かな」

「『いえ、ほんといいんで』『そ、そうですか？　だったら、読み終わったら貸かしますね！』な〜んてことになってしまって、そんな気はなかったのに、ケータイの番号を交こう換かんしたりして、恋こいに発はつ展てんしちゃったりなんかする普ふ通つうです！」

「なおも異い常じようだな」

「あたし、昨日、駅前の本屋さんでそんなふたりを見たよ」

　恐おそるべし、人ひと妻づま女子大生。というか、この街に、そんなラブコメをやっている人間が存そん在ざいしているのか。

「もうちょっとざっくりした感じの説明がお好みですか？　なら、彼かの女じよを作って、イチャイチャして、デートして、チューをして、エッチをしたい！　ピアノ一色で埋うめ尽つくされた中学時代は忘ぼう却きやくの彼方かなたへ！　親元も離はなれ、束そく縛ばくの楔くさびから解かい放ほうされた俺は、今日ここから真っ当な人生をはじめるんです！　これが俺の普通科に転科するためのマニフェストです！　ご清せい聴ちようありがとうございました！」

「だったら、最初から普通科を受けたらよかったのに」

　七なな海みが身も蓋ふたもないことを言う。確たしかにその通りではあるけど……。

「いや、それは絶ぜつ対たいに無理です。天地がひっくり返ってもないですよ、ははっ！」

「どうして？」

　聞いたのは空そら太ただ。

「俺、バカなんで」

「うん、なんとなくここまでの流れでそうなんじゃないかと思ってた」

「かわいそうね」

「椎しい名な……お前も普通科は絶対に落ちるぞ」

「落ちないわ」

「その自信はどこからくる」

「受けないもの」

「誰だれがとんちを利きかせろと言った！」

「それはいいんだけど……結局、どうしてさくら荘そうに来るのかがわからないんですけど？」

　脱だつ線せんしまくりだった話を七海が戻もどしてくれた。

　転科というだけで、島流しはおかしい。

「今のは、早さつ速そく教きよう師しから目を付けられることになった原げん因いんといったところね」

　いつのまにか、千ち尋ひろは冷れい蔵ぞう庫こから缶かんビールを出して、ぐびぐびと飲んでいる。

「本当の理由は？」

「女じよ子し寮りように忍しのび込こんで、女じよ子し風ぶ呂ろを覗のぞこうとしたのよ」

「……」

　時が一いつ瞬しゆん止まった。

「……まじか」

「変へん態たいね」

　空そら太たに続いてましろが感想を口にする。七なな海みは無言のまま、汚お物ぶつでも見るような眼まな差ざしを伊い織おりに向けていた。

「いや、ほんと違ちがうんです！　ちゃんと理由を聞いてください！　そこだけ聞くと誤ご解かいされそうなんで！」

「何が違うんだ？　じゃあ、覗きをした理由を言ってみろ」

「最初に申し上げたいのは、俺おれの転てん科か届とどけは受理してもらえなかったということです」

　視し線せんを千ち尋ひろにやると、

「一いち応おう、そんなんでも、音楽科に入学できたひとりだからね。実力は十分なのよ。だから、しばらくは音楽科の授じゆ業ぎようを受けて、考え直せってこと。それでもまだ普ふ通つう科かに行きたきゃ、一学期は我が慢まんして、二学期からって結けつ論ろんになってるわ」

　と教えてくれた。

「早さつ速そく、夢ゆめの第一歩を踏ふみ外した俺は、とりあえず、男子寮に戻もどって作戦を一から考え直していたんです。バラ色の高校生活を送るには、やはり、彼かの女じよ！　普通科に転科する前に、彼女だけは作ろうと決意しました！」

「それで？」

　呆あきれ返った七海の視線は冷ややかだ。

「彼女ができたら、あんなことをしてこんなことをしようと想そう像ぞうしていたら、だんだん悶もん々もんとしてきて……そんなとき、男子寮の歓かん迎げい会かいで、寮長さんが『入寮の儀ぎ式しきとして、新一年生は女子風呂を覗いてこい』と言ってきたわけですよ！」

「ああ、それ、俺がいたときもあったな……」

　まだ右も左もわかっていない新一年生を騙だまして遊ぼうという、男子寮恒こう例れいのレクリエーションだ。ただ実じつ際さいには、女子風呂を覗いたりはしない。というか、基本的には誰だれも本気にはしないし、やろうとした新入生も男子寮を出た段だん階かいで、ごっつい寮母さんに捕つかまるのがオチなのだ。

「でも、本気で悩なやんだんですよ。女子風呂を覗くなんて卑ひ劣れつな真ま似ねをしていいのかと。おかげで、俺の中で天使と悪あく魔まの大戦争が勃ぼつ発ぱつしたんです！　お互たがいの羽根をむしり合う泥どろ仕じ合あいでしたね、あれは」

「で、結局、どうしたんだ？」

「ムラムラしてやりました」

「天使と悪あく魔ま、関係なくなってるな！」

「逮たい捕ほね」

「先生、犯はん罪ざい者しやをさくら荘そうに置くことに、私は絶ぜつ対たいに反対です！」

　七なな海みの意見はもっともだ。

「そんなにムキになることないでしょ。見られるうちが花よ」

「それで私が納なつ得とくすると思っているんですか」

　七海が千ち尋ひろに食い下がる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。次やったら警けい察さつに突つき出すって警告してあるから」

「それでもやる人間はやると思います」

　だからこそ、世の中から犯罪はなくならない。

「そんなに心配なら、お風ふ呂ろに入るときには神かん田だに見み張はりにでも立ってもらうのね」

　七海がちらりと空そら太たを見てきた。

「それはそれで嫌いやなんですけど」

「なんか俺おれまでとばっちりで軽く変へん態たい扱あつかいされてない？」

「俺も変態じゃないですって！」

「いいや、お前は変態だ」

「女風呂は何なん歳さいまで覗のぞくのを許ゆるされて、何歳から犯罪になるんですかね？　幼よう稚ち園えんの頃ころは許してもらえたのになあ」

　伊い織おりはひとりで思い出の世界に旅立っていった……かと思ったら、

「でも、ほんと大丈夫ですって。俺を信用してください」

　とか言って、意外とあっさり現げん実じつ世せ界かいに帰ってきた。

「なにを信用しろと言うの？」

　七海は徹てつ底てい抗こう戦せんをする覚かく悟ごのようだ。

「俺、おっぱいの大きい子が好きなんで、青あお山やま先せん輩ぱいと椎しい名な先輩には正直興きよう味みないです」

　開いた口が塞ふさがらない。まさに七海の反はん応のうはそんな感じだった。

「お前、すごいな。ここまでの流れで、どうしたらそんな爆ばく弾だん発はつ言げんができるんだ？」

「いや、それほどでも」

「無む邪じや気きって恐おそろしいな！」

　照れて頭を掻かく伊織の脇わきで、七海は握にぎった拳こぶしをぷるぷると震ふるわせていた。もはや、爆ばく発はつ寸すん前ぜんな感じだ。

「神田君、なんで私は今ふられたの？」

「俺に聞かないでくれるかな？」

「美み咲さきさんは逆ぎやくに超ちようタイプです！　付き合ってください！」

「あ、その人はダメだぞ。人ひと妻づまだから」

　どうだと言わんばかりに、美み咲さきが左手の薬指で輝かがやく指輪を伊い織おりに見せつけている。

「え？」

「結けつ婚こんしてるんだよ。千ち尋ひろ先生を差し置いて」

「神かん田だ、ぶっ飛ばすわよ」

　思い切り頭を叩たたかれた。

「あだっ！」

　さすがに今のは言い過すぎたかもしれない。

「ケッコンというと……あの有名なケッコンですか？」

「たぶん、その結婚で正せい解かいだ」

「そんなあ……」

　がっくりと伊織が肩かたを落とす。

「私とましろを見ながらがっかりするのは、ほんとにやめてくれる？」

　七なな海みの額ひたいには、青あお筋すじでも浮うかんできそうだ。

　このカオスな状じよう況きようをどうやってまとめようか。もはや収しゆう拾しゆうするのは不ふ可か能のうな気がする。そんなことを思っていると、意外な人物が口を挟はさんできた。

「いい加か減げんにして」

　ましろだ。透すき通った目で、伊織を見つめている。

「うっ」

　不思議な迫はく力りよくを持ったましろに圧あつ倒とうされて、伊織が一歩後ろに下がる。

　当然のように、その場にいた全員の意い識しきはましろに集中した。一体、ましろは伊織に何を言うつもりなのだろうか。怒おこっているんだろうか。色々な可か能のう性せいを考えている最中、ましろが再ふたたび口を開いた。

「七海はもうすぐＤカップよ」

　空そら太たと伊織がぽか〜んと口を開ける。

「ちょ、ちょっとましろ！　な、なあっ！　なにゆーてんの!?」

「事実よ」

　ましろだけは冷静だ。

「昨日も下着がきついって言ってた」

「それゆーたらあかんやつ！」

　否ひ定ていしないところを見ると、ましろの発言自体は事実のようだ。そうとわかれば、本ほん能のうが視し線せんを一点に向かわせる。

「か、神田君、どこ見てるのよ！」

　両手で胸むねを隠かくすようにしながら、七海が空太に背せ中なかを向けた。

「べ、別に大きくなったとかじゃなくて……そ、そのちょっと太ったから相対的にっていうだけで……」

「太ったのか」

　ぱっと見た感じ、全然そうは見えない。

「あ〜、もう、なんでこんな話になってるの!?」

「七なな海みが自分で言ったのよ」

「元げん凶きようは椎しい名なにあったと思うけどな」

「ま、そういうわけだから、新入りの面めん倒どうは任まかせたわよ」

　まったく話はまとまっていないのに、千ち尋ひろはさっさとダイニングを出て行く。

「あ、先生！」

　声をかけても、返ってきたのは玄げん関かんのドアが開いて閉しまる音だけだった。もしかして、これからデートだろうか。なら、そっとしておいてあげないといけない。千尋にも幸せになる権けん利りくらいはあるのだろうし。

「ま、そういうわけだから、早さつ速そく歓かん迎げい会かいでもしようか」

　もはや、この場の収しゆう拾しゆうをつける自信がない空そら太たは、千尋を見習って強引に話を終わらせることにした。

「まだ、話の途と中ちゆうです！」

「だよね！」

　だけど、残念なことに、七海には通用しないのだった……。




　　　　４




　伊い織おりの歓迎会は夜の十一時前にお開きになった。恒こう例れいの鍋なべは、美み咲さきがカレー鍋を用意してくれたのだが、空太たちは夕食を食べたあとだったので、殆ほとんど美咲と伊織のふたりで平らげていた。最初は、さくら荘そうという環かん境きように、伊織も多少なりとも緊きん張ちようしていた様子だったが、途中からはすっかり硬かたさも遠えん慮りよもなくなって、早くも打ち解とけていた。

「だ〜、美咲さん！　それ、俺おれの肉ですよ！　肉！」

「あまねくお肉は、あたしに食べられるために、鍋に放り込まれたんだも〜ん！」

　そんなわけで、空太が余よ計けいな心配をする必要はなさそうだった。

「なんていうか、伊織君は、さくら荘に来るべくして来たって感じだよね……」

　と七海が感想をもらしていたほどだ。

　それに、空太は心から同意した。

　大いに盛もり上がった歓迎会が終わると、空太は七海と後片付けをした。それが済すんでしばらくの後、空太は脱だつ衣い所じよの外で待機していた。千尋が冗じよう談だんのように言っていた見み張はり番の話が、現げん実じつになってしまったのだ。

　今は、嫌いやがる七なな海みを美み咲さきが無理やり中に連れ込こみ、ましろも含ふくめて、女子三人で一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っている。時々、中から楽しそうな声が聞こえてきていた。いや、楽しそうなのは美咲で、度たび々たび七海の悲鳴が「きゃっ！」と上がっている。

「今日もさくら荘そうは平和だな……」

　どっかりと廊ろう下かに腰こしを下ろす。手には先ほど美咲から受け取ったアニメの台本。

　できれば誰だれかに代わってほしいところではあるけど、七海に「ひとりで練習するよりはいい」と言われてしまえば、可か能のうな限かぎり力にはなってあげたくなる。「またがんばる」と告げられたあの日に、一緒にがんばって行こうとも約束したし、精せい一いつ杯ぱい応おう援えんしようとも思った。七海の努力がいつの日か報むくわれてほしいから。

　だから、やると決めた以上はやるしかない。七海の足を引っ張ぱらないように、やるだけはやってみよう。

　台本のページをめくる。

　そこへ、アメショっぽい毛け並なみのあさひが「にゃ〜」と鳴きながらやってきた。

「なんだ、あさひ。練習相手になってくれるのか？」

「にゃ〜」

「そうか、じゃあ、頼たのむな」

　一度抱だき上げてから正面に座すわらせる。

「よし、じゃあ行くぞ。『急に話があるって……なんだ？』」

「にゃ〜」

　出だしはいい感じ。気き恥はずかしさはあるけど、緊きん張ちようで台詞せりふを噛かんだりもしない。

「『そうか……』」

「にゃ〜」

「『一緒だ。俺おれも同じ気持ちだよ。俺も……ずっと好きだった』」

「にゃ〜」

「あれ？　意外とあっさり言えたな」

　さっきは『好き』という言葉に重じゆう圧あつを感じて、思い切り動どう揺ようしてしまったのに。

「『一緒だ。俺も同じ気持ちだよ。俺も……ずっと好きだった』」

　今度も普ふ通つうに言えた。しかも、棒ぼう読よみもだいぶましになっている気がする。

「ありゃ、あっさり弱点克こく服ふく？」

　思わぬ手て応ごたえに空そら太たが満足していると、お風呂場から一ひと際きわ大きな悲鳴が上がった。

「きゃあああっ！」

　間ま違ちがいなく七海の声だ。

「お、おい、どうした、青あお山やま？」

「空太、事じ件けんよ」

　返事はましろのものだ。

「何があった？」

「また、ななみんの胸むねが成長しているんだも〜ん！」

「へ？」

　事じ件けんとはそういうことか。

「お、おかしなことを言わないでください！」

「これも事実よ。触さわって確たしかめた」

　どうやら、先ほどの悲鳴は、ましろが七なな海みの胸にタッチしたことが原げん因いんらしい。

「やるな、ななみん！　だが、あたしは負けないぞ！」

「美み咲さき先せん輩ぱいにはどうせ敵かないません！」

　確かに……美咲は立っているステージがちょっと違ちがう感じだ。

「ずるいわ、七海」

「だから、そういうことは美咲先輩に……って、ましろはなんで触るの！」

「気持ちいいから」

「……」

　思わず生なま唾つばを飲み込こんでいた。気持ちいいのか……。

「こーはいくんも、パイタッチするかい！」

「じゃあ、お言葉に甘あまえて」

「ダ、ダメだからね……」

　七海の反はん応のうはしおらしくて、ちょっと泣きそうな感じだった。

「わかっているとは思うけど、今のは冗じよう談だんだからな！」

「聞き耳立てて、変な想そう像ぞうしたりしないでよ？」

「まだ、想像はしてない！」

「これからする気なの!?」

「し、しない！」

　力強く宣せん言げんしたあとで、

「と思う……」

　と小声で付け足す。すでに半分くらいしかけていた……。

「も、もう見み張はりはいいから、神かん田だ君はあっち行って！」

　これ以上続けると、ほんとに七海が泣き出しそうだ。

「とんだとばっちりだな……はあ〜」

　ため息を吐つきつつ立ち上がる。

　なんとなく視し線せんは、廊ろう下かの少し奥おく……１０３号室に向いていた。伊い織おりの部屋だ。覗のぞきに来るどころか、出てくる気配すらない。もしかして、もう寝ねているんだろうか。

　それとも、荷物の整理でもしているのか。先ほど、歓かん迎げい会かいの鍋なべをやっている最中に、サイのマークの引っ越こしセンターがやってきて、荷物をどやどやと運び入れていた。

「ちと、様子を見てくるか」

　なんなら荷に解ほどきを手伝ってもいい。そのついでに、もう少し話をしておきたかった。これから一いつ緒しよに生活をすることになるのだ。ピアノをやめたいという発言も気になっていた。

　一階の廊ろう下かをちょっとだけ奥おくに進む。

　ドアの前に立つと、礼れい儀ぎを守って二度ノックした。

「……」

　反はん応のうはない。

「お〜い」

「……」

　返事もない。

「開けてもいいか〜？」

　声をかけるだけかけて、空そら太たはドアノブを軽く回す。鍵かぎはかかっておらず、あっさりとドアは開いてしまった。

　隙すき間まから中を覗のぞき込こむ。

　部屋は全員同じ六ろく畳じよう一ひと間まなので、伊い織おりの姿すがたはすぐに見つけることができた。部屋の一番奥、壁かべ際ぎわに置かれたピアノの前に座すわり、真しん剣けんな表ひよう情じようで鍵けん盤ばんの上で指を踊おどらせていた。

　引っ越しセンターのお兄にいさんが一ひと際きわ大きな荷物を運んでいたのを覚えているが、その正体がピアノだったのだ。

　けど、肝かん心じんの曲は聞こえてこない。鍵盤を叩たたく音だけがかすかにしている。

　ドアを開けて部屋に足を踏ふみ入れる。

　伊織は空太に気づいた様子もなく、演えん奏そうを続けていた。耳のところに『ＨＡＵＨＡＵ』とロゴの入った大きなヘッドフォンをしていて、そのコードはピアノに直ちよく接せつ繋つながっている。電子ピアノというやつなのだろう。

　その横顔を、空太はしばらくじっと見み据すえた。どこか悲ひ壮そう感かんすら漂ただよわせた伊織の雰ふん囲い気きは、とてもピアノをやめて普ふ通つう科かに転科しようとしている人間の表情には思えず、なかなか目を逸そらせなかった。一いつ心しん不ふ乱らん。漫まん画がを描かくましろの姿にも通ずるものを感じた。

　部屋を見み渡わたせば、まだ殆ほとんど荷解きをしていない。あるのはピアノと引っ越しのダンボール。開いたダンボールはひとつだけだ。

　生活感の薄うすい部屋。その中で、空太は誰だれかの視し線せんを感じて振ふり向いた。

「うおっ」

　驚おどろいた体が大きく一歩後ろに下がる。目の前にいたのは歴史的な有名人。空太でも知っている。音楽室でおなじみのバッハだった。

「なぜ、他の荷物より優ゆう先せんして、この肖しよう像ぞう画がだけ貼はった？」

　謎なぞすぎる。

「うおっ！　先せん輩ぱい、いるなら声かけてくださいって」

「ああ、悪い勝手に入って。一いち応おう、声はかけたんだけどさ」

「あ、そうだったんですか？　それはすいません」

　演えん奏そうを終えたらしい伊い織おりはヘッドフォンを首にかけるようにずらしている。自然とロゴの『ＨＡＵＨＡＵ』を見てしまう。

「ああ、これですか？　姉ねえちゃんにもらったんすよ。すげえ気に入ってたはずなのに、『もう私には使えなくなった……』とかなんとか言って」

　美み咲さきがあだ名に採さい用ようしたのが原げん因いんなのだろう。どうして、はうはうだったのか、謎が解とけた感じだ。

「にしても、すごい部屋だな」

「何がですか？」

「バッハの肖像画貼ってるやつ、はじめて見たよ」

「だって音楽の父ですよ。そりゃあ、貼るでしょ」

　目を輝かがやかせて、そんなことを言ってくる。空そら太たの中で、違い和わ感かんは強くなった。

「これ、夜、こわくないか？」

「神かん田だ先輩も貼ります？　一いち枚まい予よ備びがあるんで」

　がさごそと伊織が荷物を漁っていく。取り出したのは筒つつ状じように巻まかれたポスター。

「これ、あげますよ」

「そんな純じゆん真しんな目で差し出さないでくれるか？」

　入学式当日に島流しにされただけのことはある。さすがだ。この辺の感覚も普ふ通つうじゃないのかもしれない。

　ごまかすように泳がせた視し線せんは、元に戻もどってピアノを捉とらえていた。

「練習、電子ピアノでいいのか？」

「ああ、これですか？　夜は便利なんですよ、外に音が出なくて。抑よく揚ようとかつけられないんで、あんま練習には向いてないんですけど、弾ひきたいときに弾けるから、俺おれは結けつ構こう好きなんです。曲作るのにも便利だし、ちゃんとしたやつは学校の練習室で好きなだけ弾けますからね」

「音楽科やめるって言ったのに、随ずい分ぶん熱心なんだな」

　なんでもないつもりで口にすると、伊織は露ろ骨こつに表ひよう情じようを曇くもらせた。俯うつむき気味になって、視線を床ゆかに落としている。

「悪い、変なこと言った」

「……神田先輩は」

「ん？」

「姉ねえちゃんのこと知ってるって言ってましたよね？」

「え？　ああ。面めん識しきがあるって程てい度どだけどさ」

　歓かん迎げい会かいで鍋なべを囲んでいるときに、その辺の話を軽くしたのだ。

「先せん輩ぱいから見て、姉ちゃん、どうでした？」

　上うわ目め遣づかいで伊い織おりが聞いてきた。今までにない真しん剣けんさが、秘ひめられている。

「どうって……綺き麗れいな人だったかな」

　言葉を選んで、そう返した。

「……」

　伊織は目を大きく開いて、きょとんとしている。

「え？　それだけですか？　音楽的には？」

「あ、なんだ、そういう質しつ問もんか。ごめん、俺おれ、姫ひめ宮みや先輩のピアノ聞いたことないんだ」

「そうなんすか？」

「ああ、美み咲さき先輩のアニメの音楽とか、作った曲は聞いてても、生の演えん奏そうっていうのか？　それはちゃんと聞いたことがなくて。悪いな」

「いえ、そっか、知らないんですね。だからか……」

「え？」

「いえいえ、なんでもないです！　こっちの話です」

「そう言われると気になるんだけどな」

「ほんと、深い意味はないんです。それよか、先輩、何か用ですか？」

「片かた付づけを手伝おうかと思ったんだが……今日のところは必要なさそうだな」

　今からダンボールを開けたら、逆ぎやくに収しゆう拾しゆうがつかなくなるだろう。伊織も荷に解ほどきをする気はなさそうだ。

「あとは一いち応おう、落ち着いたところでちゃんと挨あい拶さつしとこうと思っただけだよ。これからよろしく、姫宮」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ただ、どうも、『姫宮』という呼び方はしっくりこない。姉の沙さ織おりを呼よび捨すてにしているような感覚が付きまとっているのだ。

「あのさ。『伊織』でもいいか？」

「え？」

「姫宮先輩のことを知っている俺としては、『姫宮』って呼び捨てにするのに、なんだか抵てい抗こうがあるんだよ」

「じゃあ、俺も空そら太た先輩でいいですか？」

「お、おう」

　うれしいような恥はずかしいような複ふく雑ざつな気持ちになる。仁じんとはじめて会ったとき、『先輩』はやめてくれと言っていた理由がわかった気がした。だからと言って、仁じんのようにさん付けで呼よんでもらうのも、同じように照れくさい。だから、これで慣なれるしかない。悪い気はしないのだし。

「んじゃ、おやすみ。明日も学校だから早く寝ねろよ」

「はい！」

　元気のいい返事に見送られて廊ろう下かに出る。すると、すぐに別の声に名前を呼ばれた。

「神かん田だ君？　いないの？」

　呼んでいたのは七なな海みだ。

「どうした？」

　伊い織おりの部屋を出ると、脱だつ衣い所じよのドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせた七海と出くわした。胸むねにバスタオルを巻まいているだけの刺し激げき的てきなお姿すがただ。湯上がりで火ほ照てった七海の肩かたには汗あせの滴しずくが浮うかび、長い髪かみの毛からは水が滴したたり落ちている。湯気も立ち上っていて、なんだか妙みように色っぽい。

　目が合った瞬しゆん間かん、お互たがい思考停止に陥おちいること約三秒。

　天てん敵てきを見つけた野生動物のように、七海がさっと脱衣所に身を隠かくした。

「か、神田君に声をかけても返事がないから、気になって呼んだだけなの！」

　よくわからないが、ドアの向こうから言い訳わけが飛んできた。

「あ、あっちに行けって言ったのは、青あお山やまだろ……」

「だ、だから、神田君が悪いとは言ってないでしょ……」

　拗すねたようなふてくされたような声だ。

　それに被かぶせて、美み咲さきの謎なぞの歌も聞こえてくる。反はん響きようしているところを見ると、美咲はまだ浴室にいるようだ。ましろはどうしているのだろうか。

「ちゃんと台詞せりふの練習はしたの？」

　ドア越ごしに七海が話しかけてきた。

「したぞ。たぶん、大だい丈じよう夫ぶだ」

　さっきは上う手まくいった。

「やけに自信満々だね」

「おう。さっきまでの俺おれと同じだとは思わないでくれ」

「あんま、期待はしないでおくね」

「そこはしようぜ」

「じゃあ、早速成果を見せて。どうぞ」

　ふうっと息を吐はき出してから、空そら太たは覚えてしまった冒ぼう頭とうの台詞を口にした。

「『きゅっ、急に話があるって……な、ななな、なんだ？』」

　第一声から思い切り声が裏うら返がえっている。少しもまともに言えていない。

「……」

「……」

　やってしまった。

「いや、違ちがうんだ！」

「まだ何も言ってませんけど」

　七なな海みの声は完全に呆あきれムードだ。しかも、よそよそしい。

「さっきあさひと練習したときは、普ふ通つうに言えたんだよ。それはもうすらすらと」

「ふ〜ん、だったら、今はどうしてダメなの？」

　追つい及きゆうの手は緩ゆるまない。

「そ、それは……青あお山やまだからではないかと」

「私がいけないんだ。へ〜」

「そういう意味じゃなくてだな」

「じゃあ、どういう意味？」

「そ、それは、つまり……」

「つまり？」

「演えん技ぎだとはわかっているんだけど、このシーン、ほんとに青山に告白されてるみたいな気分で、すげえ照れるんだよ！」

「ええっ!?　な、なにゆーてんの!!」

「だから、演技なのはわかってるって言っただろ！」

「せ、せやね」

「……」

「……」

　鏡を見なくても自分が真っ赤に染そまっている自覚があった。顔が熱い。耳が熱い。首くび筋すじが熱い……。汗あせがどっと噴ふき出してきた。

「あ、あのさ、神かん田だ君……」

「な、なんだ？」

「恥はずかしいってことは、嫌いやではないってことかな？」

「え？」

「ちょっとは、その……意い識しきしてるってこと？」

　消えそうなか細い声だった。

「お、おお、おう」

「……」

「……」

「も、もう一度、練習しよっ！」

　動どう揺ようを振ふり払はらうように、七海が声を張はる。

「そ、そうだな。じゃ、じゃあ、はじめからな」

　そう合図した瞬しゆん間かん、脱だつ衣い所じよのドアが内側から勢いきおいよく開いた。

「うおっ」

　出てきたのはパジャマ姿すがたのましろだ。

「あ、ちょっと、ましろ！　私まだ着き替がえ中だから！」

　うっかり中に視し線せんをやると、パジャマのズボンをはく途と中ちゆうの七なな海みの素す足あしが飛び込こんできた。空そら太たの方から、慌あわててドアを閉しめる。

「おい、椎しい名な！　俺おれが酷ひどい目にあっただろ」

「空太、うれしそうよ」

「か、神かん田だ君!?」

「ち、違ちがう！　うれしくなくないわけではないけれども、見たくなくないわけでもないのだけれども……って、俺はさっきから何を言ってるんだろうね！」

　台詞せりふ練習でのおかしな雰ふん囲い気きをもろに引きずってしまっている。

「神田君。もう何も言わないで！」

「ごめん！　ほんとごめん！」

「わ、わかったから！」

「空太がその気なら、わたしにも考えがあるわ」

「ちょっと待て。俺のその気とはどの気だ？」

「その気よ」

「だから、どの気？」

「わたしにも考えがあるわ」

「あれ？　俺の疑ぎ問もんを無む視しして、話を進めようとしてる？」

「……」

　無言の不満をましろがぶつけてくる。

「わかったわかった。『その気』については、もういい。で、考えがあるって、お前はどうする気だ？」

「作戦を練るわ」

「これから考えるんじゃねえか！」

「神田君！　ドアの前にいられると着替えにくいから、部屋に戻もどって！」

「へいへい……」

「その前に、空太、髪かみ乾かわかして」

　むっとした感じのまま、ましろがドライヤーを差し出してくる。

「それが人にものを頼たのむ態たい度どか！」

　そんな中、なおも美み咲さきはご機き嫌げんな様子で歌を歌っている。

　こうして、三年生になって最初の夜は、ドタバタと更ふけていくのだった。




　だが、事じ件けんはまだ終わりではなかった。

　深夜二時。空そら太たは絹きぬを裂さくような悲鳴を耳にして目を覚ますことになる。

「ぎゃああああああああああ！」

「うおっ！　何事だ！」

　ベッドから飛び起きて廊ろう下かに出ると、腰こしを抜ぬかした伊い織おりが廊下の壁かべに寄よりかかって、足をばたばたとさせていた。

「ど、どうした？」

「そ、空太先せん輩ぱい！　で、出ました！　出ちゃったんです！」

「もらしたのか」

「それは発はつ射しや寸すん前ぜんでなんとか我が慢まんして……って、そうじゃなくて！　あ、あ、あの部屋！　あの部屋なんですってば！」

　伊織が１０２号室のドアを震ふるえる指で示しめす。

「お、女のお化けが出たんです！　す〜って部屋に入っていって、うわああ！」

「……」

「ほ、ほんとですよ！　俺おれ、この目でしかと見たんですから！」

　よほどこわかったのか、空太の腰に伊織がすがり付いてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心しろ」

「空太先輩！」

　さらに強く、伊織が抱だきついてきた。

「伊織が見たのはお化けじゃない。１０２号室の住人……俺と同じ三年の赤あか坂さか龍りゆう之の介すけだ」

「へ？」

「ちなみに、男だからな」

「惚ほれそうになるほどに綺き麗れいな顔をしていたのに!?」

「ああ、事実だ」

「世界は広いんですね！」

　納なつ得とくの仕方は変わっているけど、とりあえずわかってくれたようでなによりだ。

「ちょっと、なんの騒さわぎよ」

　話が終わったところで、管理人室から寝ねぼけた顔の千ち尋ひろが出てきた。

「ぎゃああああああああ！　妖よう怪かいまゆげなし！」

「神かん田だ、本気でぶっ飛ばすわよ」

　こうして、今度こそ、夜は更けていくのだった。




　四月八日。

　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように書かれている。


　──１０３号室に音楽科の一年生、姫ひめ宮みや伊い織おりが入にゆう寮りようしました。書記・神かん田だ空そら太た

　──新しい住人も加わり、さくら荘での楽しい日々が、また今日からスタートしたのだと、しみじみ思う空太様だったのです……。追記・メイドちゃん

　──妙みようなナレーションを付けるのはやめてくれるかな！　本当にその通りだから、ものすごく恥はずかしいんですけど！　追記・神田空太






　　　　５




　週が明けた月曜日……四月十一日は新しん入にゆう生せい歓かん迎げい会かいが行われ、学校内は賑にぎやかな雰ふん囲い気きに包まれた。

　同日より、各部活の勧かん誘ゆう活かつ動どうも本ほん格かく化かし、いよいよ新年度らしい風が吹ふき込こんできている。

　授じゆ業ぎようの方も十二日の火曜日からスタートした。

　いきなりの六時間。まだ春休みモードから抜ぬけ切らない体には結けつ構こうハードだ。

　午後になると多くの生徒が集中力を切らし、睡すい眠みん学がく習しゆうに移い行こうしていた。

　空太が起きていられたのは、授業をそっちのけで、これから作ろうと思っているシューティングゲームの仕様をノートに書いていたからだ。空太ひとりでも作れるように、規き模ぼはなるべく小さく、それでいて最さい低てい限げん遊べるものを目指す。三つほどアイディアは浮うかんでいた。画面レイアウトのイメージがノートに書かれている。縦たてスクロール型のオーソドックスなやつに、対戦っぽいやつ、それとパズル色の強いやつの三パターンだ。

　面白そうなのは、パズル色の強いやつだけど、最初は欲よく張ばらずにオーソドックスなやつにした方がいいかもしれない。作れなければ意味がないのだし……。

　そんなことを考えていると、授業中にもかかわらず、突とつ然ぜん教室のドアが廊ろう下かの方から開いた。

　居い眠ねむりをしていたクラスメイトも驚おどろいて肩かたをびくつかせている。

　クラス中の視し線せんは、当然のようにドア口に立つ来らい訪ほう者しやに注がれた。

「げっ」

　真っ先に声を出したのは空太だった。

「あら、椎しい名なさん、どうしたの？」

　平然とした様子で小春が話しかけている。

「忘わすれ物よ」

　ましろはもっと堂々としている。

「そうなんだぁ。何を忘れたのかしら？」

「空太」

「俺おれ!?」

　今度はクラスメイトの視し線せんが空そら太たに集中する。隣となりの座ざ席せきの七なな海みは、小さくため息を吐ついていた。

「どういうこと？」

「忘わすれ物が神かん田だってなんだよ？」

「あのふたり怪あやしくない？」

　などという囁ささやき声も聞こえてくる。

　そんな中、マイペースを貫つらぬく小こ春はるが、

「じゃあ、持っていっちゃっていいわよぉ」

　と無む責せき任にんな発言をした。

「いやいやいや、いいわけないでしょ、先生！」

「大だい丈じよう夫ぶよぉ。どうせ神田君は私の授じゆ業ぎようなんて子こ守もり唄うたくらいにしか思っていないんだから」

「確たしかにそうですけど、それとこれとは話が別で……」

「いいから来て」

　非ひ常じよう識しきな教きよう師しに常識の授業をしようとする空太の腕うでを、ましろが引っ張ぱっていく。
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「あ、ちょっと待て、椎しい名な！　まだ話が」

「もうついたわ」

「では、邪じや魔ま者ものがいなくなったところで授じゆ業ぎようを再さい開かいします」

「まだいますけど！」

　心からの叫さけびも虚むなしく、空そら太たがドアを通り抜ぬける際さいには、

「ごゆっくり〜」

　とか小こ春はるに言われ、手まで振ふられてしまった。

　ドアを閉しめ、しばしの間、ましろと並ならんで廊ろう下かにぽつんと立ち尽つくす。

「ほんとダメだな。あの先生は……」

　すると、教室の中からは、

「ねえねえ、あのふたりって付き合っているの？」

　とか言う、授業とは何の関係もない小春の声が聞こえてきたのだった。

「せめて、授業をしろ！」

　もちろん、空太の魂たましいの叫びも届とどきはしない。




　ましろに連れていかれたのは、別べつ棟むねにある美び術じゆつ室しつだった。

　ドアを開けて入るなり、中にいた四人の生徒から一いつ斉せいに視し線せんの集しゆう中ちゆう砲ほう火かを浴びた。男女が半々ずつ。女子のひとりは、空太も面識がある深ふか谷や志し穂ほだ。ここにいない生徒は、別の場所で絵を描かいているんだろうか。

　そんな疑ぎ問もんを抱いだいていると、志穂が絵筆を持ったまま手を振ふってきた。案の定、絵の具が周囲に飛び散っている。

「うわあっ、なんてこと！」

　とか言いながら、志穂は慌あわてていた。

「何をやってんだか……」

　いや、それは空太の方だ。授業を抜け出して、何をしているんだろうか……。

「椎しい名な、そろそろ説明してもらおうか。なんで美術室なんだよ」

「美術科、課題、人物画」

「どうして片かた言ことになる？　……って、人物画!?」

　その言葉からイメージできるのは嫌いやな未来。出で揃そろった情じよう報ほうから推すい察さつするに、答えはひとつしかなかった。

「まさか俺おれがモデル？」

「そうよ」

「まじか」

「まじよ」

「断ことわる」

「断るわ」

「俺おれが断ことわるのを!?」

「そうよ」

　透すき通った瞳ひとみで、ましろが無言の圧あつ力りよくを空そら太たに加えてくる。

　こうなるともうおしまいだ。交こう渉しようの余よ地ちなどない。ましろの心は決まっていて、その心にましろはどこまでも忠ちゆう実じつだから……。空太が逃にげたところで、何度でも教室に迎むかえにやってくるだろう。

　ならば、さっさとモデルを引き受けて、用事を済すませてしまった方が早い気がする。ましろなら絵を一枚描かくのに、それほど時間は必要としないはずだ。

「……わかった。で、どうすればいいんだ？」

「脱ぬいで」

「ヌードなの!?」

「違ちがうわ」

「だったら、脱ぐ必要ないだろ！」

「ノリよ」

「ノリツッコミならぬノリボケか！　変な会話スキルを身につけるな！」

「その辺にいて」

　窓まど際ぎわにイーゼルを立てたましろが、教室のど真ん中を絵筆で示しめした。

「できれば、もう少し控ひかえめな場所にしてもらえませんか？」

　先ほどから、周囲の視し線せんが気になって仕方がない。ちらちらと見られている。志し穂ほにいたっては、自分の絵を放ほう棄きして体ごとこちらへと向けてきている始末だ。

「なら、そっち」

　今度は、机つくえの上をましろが示した。

「……教室のど真ん中で我が慢まんします」

　控ひかえめな態たい度どで、空太はましろが指定した辺りに立った。

「これでいいのか？」

「いいわ」

「ポーズとかは？」

「いらない」

「それは朗ろう報ほうだ」

　ましろがイーゼルにカンバスをセットする。

「俺はいつまでここに突つっ立っていればいいんだ？」

「一ヵ月くらいね」

「そんなに!?　いつも描かくのにそんな時間かけてたか？」

　長くても二週間程てい度どだった気がする。

「今回は本気を出すわ」

　その言葉に、聞き耳を立てていたましろのクラスメイトたちが愕がく然ぜんとしている。あれだけ描かけて、まだ本気じゃなかったのかと……そんなことを思っているのかもしれない。

「今までも本気だったよな!?　お前、手ぇ抜ぬくとかできないもんな？」

　なんで、空そら太たがフォローをしなければいけないのだろうか。

「超ちよう本ほん気きを出すわ」

「意地っ張ぱりな小学生みたいなことを言うな」

「高校生よ」

「真顔で言うな！　冗じよう談だんだから！　てか、俺おれは仙せん人にんじゃないから、一ヵ月も微び動どうだにせず、ここに立っていられる自信はないんだけど、それはどうしようか？」

「別に動いてもいいわ」

「あ、そうなの……」

「座すわってもいい」

「いっそ、写真とかじゃダメなのか？」

「それはダメ」

　即そく答とうだった。

「大変残念なお知らせだな」

「空太は生が一番」

「別の表ひよう現げん方ほう法ほうはなかったのか……」

「空太の生が一番？」

「より悪くなった気がするぞ！」

　何を想そう像ぞうしたのかは知らないが、「ナマ」と反はん芻すうした志し穂ほがぽっと顔を赤くしている。

「生はやっぱり活いきがいいわ」

「新しん鮮せんな魚のような扱あつかいだな、おい！」

「……」

「急に黙だまって、作業に集中しないでくれ……お前のご学友の視し線せんが痛いたいよ。心に痛いんだよ、ほんとさ」

　ましろは道具の入った木箱の中から木炭を取り出して、手で感かん触しよくを確たしかめているようだった。

「ま、いいんだけどさ」

「ねえねえ、神かん田だ君」

　脱だつ力りよくした空太に、志穂が身を寄よせて耳打ちをしてきた。

「なんですか？」

　つられて空太も小声になる。それでも、美び術じゆつ室しつはものすごく静かだから、ふたりの声は、他のクラスメイトにも届とどいているだろう。聞き耳を立てられているのも気け配はいでわかる。

「椎しい名なさんと付き合ってるの？」

「……」

　前も聞かれた質しつ問もんだったから、思わず失礼な目で志し穂ほを見てしまった。

「あ、バカの子を見る目だ」

「だって、それ前に答えたよね？」

「え〜、だって、あれから時は流れたわけだし、こう、ふたりが急きゆう接せつ近きんしちゃうような出来事とかハプニングがあったりしてもおかしくないと思わない？」

「思わない」

「まだ付き合ってないわ」

　てっきり聞いていないんだと思ったのに、ましろがそう答えた。

「おっ！　『まだ』ってことは、もしやこれからですか!?」

　志穂の目は星空のように輝かがやいている。

「おい、椎名、意味深なことを言うな」

「……」

　だが、ましろは再ふたたび意い識しきを絵に戻もどしてしまったらしく、空そら太たの声は届とどいていない。

「お前、それ、絶ぜつ対たいにわざとだろ！」

　おかげで、志穂を含ふくむ四人の生徒の視し線せんは、またしても空太へと集中し、次の言葉を要求してくる。そんな状じよう況きように置かれた空太の口からもれたのは、「はあ〜」という盛せい大だいなため息だけだった。

　その直後、教室のドアが開いて、千ち尋ひろが中に入ってきた。

　すぐに空太の存そん在ざいには気づいたようで、ちらりと横目に映うつしている。

「あんた、なにやってんの？」

「絵のモデルのようです」

　詳くわしくはましろに聞くようにと視線を投げかける。

「あ、そ」

　だけど、千尋はもう興きよう味みをなくしたようで、隅すみっこに置かれた丸まる椅い子すに座すわると、大口を開けて豪ごう快かいにあくびをしていた。

「千尋先生、『授じゆ業ぎようはどうしたの？』とか、言うのを忘わすれてませんか？」

「堂々とサボってるんでしょ？　そんなの見ればわかるわよ。これだからさくら荘そうの問題児は困こまるわ」

「そう認にん識しきされると俺おれが困こまるんですけど！」

　サボろうと思ってサボっているわけじゃない。

「……これ、俺が悪いのかな」

「そうね」

「椎しい名なは同意しないでくれ！　てか、俺おれ、そろそろ授じゆ業ぎように戻もどっていいか？　戻るぞ？　さすがに丸々サボるのはまずいからな。絵のモデルは先生にでもやってもらえ」

　そう何気ない感じで告げると、ましろは少しむっとして、

「空そら太た、わたしに冷たいわ。七なな海みにはやさしいくせに」

　と言ってきた。

「な、なにを言い出すんだお前は」

　人前なのも手伝って、ドキッとさせられた。

「最近、この辺りがおかしいの」

　ましろが胸むねに手を当てている。

「空太を見ていると、おかしいの」

　少し困こん惑わくした瞳ひとみで空太を見ていた。

「よくわからなくて、もやもやするわ」

　ただ、ましろの表ひよう情じように苦しさは見当たらない。わずかに頬ほおを上気させて、なんだか恥はずかしがっているような感じだ。さっきとは別の意味で、空太の胸はドキッとした。前からわかっていたことだけど、今日のましろはどこかあたたかさを含ふくんでいて、一いち段だんとかわいらしかった。

「だから、絵を描かくことにしたのよ」

「……」

　ふと、空太は先日のことを思い出していた。あれは四日前……ましろが作戦を練るとかなんとか言っていた気がする。冗じよう談だんのように受け流してしまったけど、あれはどうやら本気だったらしい。今のこの状じよう況きようが考えた結果なのだろうから。

　そして、その推すい測そくが正しかったことは、このあとに続いたましろの言葉が教えてくれた。

「空太の絵を描けば、このもやもやが何かわかると思ったから」

　見事的中しても、空太はそのことを少しも誇ほこらしいとは思えなかった。思う余よ裕ゆうなど、吹ふき飛んでいた。顔が熱くなっていく。じわりと汗あせが出た。ましろが口にしたもやもやの正体に、空太は心当たりがあったから……。その気持ちに、ましろが答えを出そうとしている。空太の絵を描くことで……。ましろは言葉や表情ではなく、絵で想いを語るのだ。

「今、わたしが描きたいのは空太だけよ」

　志し穂ほを含ふくむ四人の生徒の手は綺き麗れいに止まっている。心を囚とらわれたかのように、意い識しきは空太とましろのやり取りに傾かたむけられていた。

　逃にげ場など、どこにもない。ここまで言われて、断ことわることなどできなかった。

「わかったよ。やる、やればいいんだろ」

　ましろがましろなりに前に進もうとしている。その邪じや魔まを空太にできるはずがないのだ。たとえ、それが空太にとって、大きな意味を持つことであったとしても……。

「ただし、授業中はまずいから放課後な」

　こくんと頷うなずきがひとつ。

「わかったわ」

「わかってくれてなによりだ」

「これで、わたしは、空そら太たと一線を越こえる」

　場の空気を無む視ししたましろの大だい胆たん発はつ言げんに、志し穂ほが「きゃ〜」とか言って喜んでいる。耳を塞ふさいで、体をくねくねさせていた。他の美び術じゆつ科かの生徒も、驚おどろきの声を出していた。

「お、お前は、公共の場で、なっ、なに言ってんだ！　バ、バカか！　ち、違ちがうぞ、違いますよ！　今のはそういう意味じゃないですからね！　今までのやり取りを見てれば、わかったよね!?」

　空太が必死に同意を求めたのに、美術科の生徒は揃そろいも揃って、自分の絵の作業に戻もどったふりをしていた。わざとらしく、「ここは、どうしようか」とか、「色に悩なやむのよね」とか独ひとり言を口にしている。

　これはもうさっさと退たい散さんした方がよさそうだ。

「よし、じゃあ、俺おれは授じゆ業ぎように戻るからな」

　ドア口まで付いてきたましろに見送られ、空太は足早に美術室を後にした。




　この日の放課後、美術室での発言が切っ掛かけとなり、空太は難むずかしい選せん択たくを迫せまられることになる。事じ件けんは掃そう除じ当とう番ばんが終わり、ましろと七なな海みが揃ったところで起こった。

「空太、美術室に来て」

「神かん田だ君、練習付き合ってくれる？」

「む」

「ん？」

　ましろと七海が顔を見合わせる。

「……」

「……」

　対たい峙じしたましろと七海の間には、見えない火花が散っていた。そうかと思えば、示しめし合わせたようなタイミングで、ふたり同時に空太に向き直ってきた。

「空太、どっち？」

「神田君、どうするの？」

「なんだ、この展てん開かいは……ちょ、ちょっと待て、冷静にな！」

「わたしはいつも落ち着いてるわ」

「そうだね」

「慌あわてているのは神田君でしょ」

「それもそうだね」

「あ、お兄にいちゃ〜ん」

　緊きん迫ぱくした独どく特とくの空間に、間の抜ぬけた声が割わり込こんできた。優ゆう子こだ。いつもは、また面めん倒どうくさいのがひとり……とか思うところだったが、今は助け舟ぶねに思えた。やはり、本当に追い詰つめられたときに頼たよりになるのは血の繋つながった家族らしい。

「なんの用だ、優子？」

「う、うん、ちょっと言いにくいんだけど……」

「気にせず言ってくれ、俺おれたちは血の繋がった兄妹じゃないか」

「じゃあ、言うね……お兄ちゃん、今から優子とデートして！」

「話をややこしくするな！」

　とりあえず、優子の脳のう天てんにチョップを叩たたき込んで黙だまらせる。

「痛いたいよ、お兄ちゃん！　これが愛の痛みなの!?」

「空そら太た」

「神かん田だ君」

　ましろと七なな海みが決けつ断だんしろと迫せまってくる。

「選べと言われてもだな」

　順番ではダメなのだろうか。

　そんなことを考えていると、今度はケータイが鳴った。

　──神田、メインプログラムの準じゆん備びができた

　メールは龍りゆう之の介すけからだった。

「空太」

「神田君」

「お兄ちゃん！」

　──すぐに帰って来い

「俺おれ、まさかの大人気だな！」




　四月十二日。

　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のよう書かれている。


　──これから先も、ずっと同じように俺たちの関係は続いていくんだと思っていた。けど、現げん実じつは違ちがっていて、もうこの頃ころからみんな変わりはじめていたんだ……と、空太様はあとになってから気が付くのでした。書記・メイドちゃん

　──赤あか坂さか〜！　なんで、メイドちゃんにおかしなナレーション機き能のうを追加した！　追記・神田空太

　──好こう評ひようなようで何よりだ。追記・赤坂龍之介
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　　　　１




　新学年になって約二週間、四月も下げ旬じゆんに差し掛かかった二十一日の木曜日……その昼休みに、空そら太たは担たん任にんの白しろ山やま小こ春はるから呼よび出しを食らっていた。

「それでは、神かん田だ君の個こ人じん面めん談だんをはじめます」

「よろしくお願いします」

　普ふ段だんは使われていない別べつ棟むねの一階にある空き教室。机つくえをふたつ向かい合わせにして、空太と小春は座すわっていた。

　広い教室に、小春とふたりきりなので、周囲はがらんとしている。窓まどの外からは、昼食後の運動にバスケットボールをしている生徒たちの騒さわぎ声が聞こえてきていた。

「え〜っと、神田君の第だい一いち志し望ぼうは水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのメディア学部コンテンツデザイン学科で間ま違ちがいない？」

「はい、間違いありません」

「付ふ属ぞく推すい薦せんが取れなかった場合のことは考えてる？」

「一いつ般ぱん受じゆ験けんで受けるつもりです」

「なるほど、だから第二志望は空くう欄らんなのね」

　小春は納なつ得とくしたように頷うなずくと、束になった手元の書類をぱらぱらとめくり出す。

「う〜んとね、他の生徒の志望進路も集計してみたんだけど、今の神田君の成績だと、付属推薦で合ごう格かくをもらえるかどうかは、五分五分くらいなのよね。この先、希望者が減へれば推薦を取れそうなんだけど、定員オーバーが予想される人気の学部学科を志望していた生徒で、神田君より成せい績せき優ゆう秀しゆうな子が第二志望以下……つまり、神田君の第一志望の学部学科に流れてくる可か能のう性せいも残っているから」

　こればかりは成績上位者から順に、付属推薦を取れるシステムだから仕方がない。

「とは言え、諦あきらめずに学校の勉強はしっかりやるんだよ？　一学期の成績までが付属推薦の合ごう否ひに影えい響きようするのは、知ってるでしょ？」

「はい」

「成績が上がれば、その分、有利にはなるので、居い眠ねむりとかしないようにね」

　小春の目が「特に私の授じゆ業ぎようで」と付け足してくる。

「ちなみに、受験勉強はしている？」

「いえ」

「準じゆん備びはしておくようにね。付属推薦の結果が出るのは一学期が終わったときだけど、それから受験勉強をはじめたんじゃ、間に合わないと思うよ」

「……そうですね」

「はい、これ」

　小こ春はるが机つくえ越ごしに十枚まい以上はあるコピー用紙の束を差し出してきた。空そら太たは受け取りつつ、「なんですかこれ？」と視し線せんで疑ぎ問もんを返した。

「去年のメディア学部の入試問題。一度、やっておくこと。どれくらい勉強が必要か、それでわかるはずだから」

「……」

　どうしたことだろうか。小春がちゃんと教きよう師しをしている。

「なあに、じっと見つめて？　もしかして、愛の告白とか？　一年生の頃ころからずっと好きでしたとか？　毎夜、先生を想って悶もん々もんとしているんですとか？」

　小春の戯ざれ言ごとはとりあえず無視しておく。

「先生もやればできるんですね」

「惚ほれ直しちゃった？」

「それ以前に惚れてません」

　見直してはいたのに、今ので台無しだ。

「神かん田だ君、ノリわる〜い」

　小春が甘あまったれた声を出す。

「生徒と教師の禁きん断だんの恋れん愛あいごっこくらい、軽々と付き合ってよねえ。三み鷹たか君は付き合ってくれたのにさあ」

「俺おれを夜の帝てい王おうと一いつ緒しよにしないでください……てか、個こ人じん面めん談だんは終わりですか？」

　話はあらぬ方向に全ぜん力りよく疾しつ走そうしている。

「真面目な話なんだけどさ、神田君」

　小春が表ひよう情じようを引き締しめる。別の大学を受けることも考えておけとか、そういう話だろうか。滑すべり止め的な……。でも、空太の心は決まっている。水明芸術大学以外は考えにない。

「なんですか？」

　真しん剣けんモードの小春に引っ張ぱられ、空太も声のトーンを落として聞き返した。一応、真面目に話を聞く心こころ構がまえはしておく。

「椎しい名なさんと付き合ってるの？」

「ぶっ飛ばすぞ」

　思わず、相手が教師であることを忘わすれてしまった。

「違ちがうの？　毎日、放課後に美び術じゆつ室しつでデートをしてるのに」

　あれは、絵のモデルをしているだけだ。

　十日ほどが経けい過かした今も、放課後は毎日美術室に通っている。この様子だと本当に一ヵ月くらいかかるのかもしれない。ましろが途と中ちゆう段だん階かいの絵を一切見せてくれないので、どの程てい度ど進んでいるのか、空太はまったく把は握あくしていないのだ。

　下した描がきが終わった二日目に、空そら太たがカンバスを覗のぞき込こもうとすると、

「見てはダメよ」

　と言いながら、ましろが絵の具のついた絵筆を突つき出して威い嚇かくしてきた。

「完成するまでダメ」

「鶴つるの恩おん返がえしか」

「絶ぜつ対たいに見ないと約束して」

「見たらどうなるんだ？」

「空太が寝ねている隙すきに」

「隙に？」

「ほふるわ」

「タイミングが具体的で、今夜からこわくて眠ねむれなくなりそうだよ！」

　というようなやり取りがあった。

　今までにない反はん応のうだ。超ちよう本ほん気きを出すと言っていたくらいだし、ましろが意味を持って、今回の絵を描かこうとしていることを、空太は実感せざるを得なかった。

「完成したら、見せてくれるのか？」

「そのときは、一番に見せるわ」

「じゃあ、約束な」

「うん、約束」

　今回の絵は、どんな風に仕上がるのだろうか。時間ができるとついつい考えてしまう。前にましろが描いたさくら荘そうの絵には、ましろの気持ちが溢あふれていた。それを思うと、正直、見たくないという不安な気持ちも空太の中にはあった。それと同じくらいに、見たいという期待する気持ちもある。丁度半分ずつくらい。

　だから、放課後の美び術じゆつ室しつでましろとふたりきりになると、空太の心はふたつの感かん情じようの狭はざ間まで揺ゆれ動き、体はいつも緊きん張ちようして強こわ張ばった。

　絵が完成したとき、ましろの目に自分がどう映うつっているのかが、はっきりするかもしれないのだ。

「じゃあさ、神かん田だ君」

　名前を呼よばれて、小春との話に意い識しきを戻もどす。

「なんですか？」

「青あお山やまさんと付き合ってるの？」

「ぶっ飛ばしますよ？」

　これは何の面談だ。

「よく授じゆ業ぎよう中ちゆうに、仲なか睦むつまじく筆談しているのに？」

「うっ」

　まさか気づかれているとは思わなかった。内ない容ようはだいたい「夕飯の献こん立だてを何にしようか？」とか、「冷れい蔵ぞう庫この中に何が余あまっているよ」とか、「じゃあ、帰りに商店街でお肉を買って帰ろう」とか、そんな他た愛わいのない感じだ。

　その七なな海みに関してだが、空そら太たは今も引き続き、オーディションに向けた演えん技ぎ練れん習しゆうに殆ほとんど毎日付き合っている。色々と演技の方ほう向こう性せいを模も索さくしているようだが、今のところ、七海が手て応ごたえを感じている様子はない。

　それらと同時期に、空太はゲーム制せい作さくも開始したので、ここ最近の一日のスケジュールは結けつ構こう過か密みつだったりする。

　朝、まずは起き床しよう。続けてましろの世話をして学校へ。昼間は大人おとなしく授じゆ業ぎようを受けつつ、ゲーム制作のことなどを考える。放課後は美び術じゆつ室しつでましろに頼たのまれた絵のモデルを務つとめ、さくら荘そうに帰ると夕飯の前に七海の演技練習に付き合う。そのあとは、とにかく時間が許ゆるす限かぎりゲーム制作をする。

　龍りゆう之の介すけが用意してくれたメインプログラムはものすごくシンプルでわかりやすく、空太でもすぐにゲーム制作に着手することができた。

　初日は、プレイヤーが操そう作さする自機を画面に表ひよう示じできた。たったそれだけの成果が、その日はうれしくて仕方がなかった。真っ暗な画面の真ん中に、ぽつんと映うつった自機を、しげしげと見つめていたものだ。なんたって、それは空太が表示したのだから。

　二日目には、自機をコントローラーで上下左右に動かすことができた。まだ弾たまも打てない自機を、バカみたいに動かしたものだ……。三日目には弾を撃うてるようになった。けど、最初は一発ずつしか撃てず、四日目は連れん射しやのプログラムを組むために一日中悩なやんだ。コンパイル時に吐はき出されるエラーの処しよ理りにも苦戦しまくった。五日目にはようやく連射もできるようになった。こうなってくると、ゲームの形が見えてきたような気がして、ますます楽しくなってきた。

　十日ほどが経けい過かした今では、画面を横切る敵てきに弾を当てると、爆ばく発はつしながら消しよう滅めつし、スコアがカウントされるところまで制作は進んでいる。動かして、撃って、当たって、爆発する……最さい低てい限げん必要な処理をようやく組み込めたところだ。

　そんなことを、夜は殆ほとんど寝ね落おちするまで続けている。けど、まったく苦にはなっていない。早く次を作りたくて、毎日うずうずしながら過すごしていた。そして、朝起きると、またましろの世話を焼いて、学校に行って……という繰くり返しをしている。

　はっきり言って、小春と無む駄だ話ばなしをしていられるほどヒマでもない。時間があるなら、今こん晩ばん組み込む予定の雑ざ魚こ敵てきの行動ルーチンを、帰るまでに考えておきたい。

「もう話は終わったようなので、俺おれ、戻もどりますよ？」

　返事を待たずに、もらった過か去この試験問題を持って席を立つ。

「神かん田だ君、つれな〜い」

「失礼します」

「ちなみにね、私は何の心配もなく、付ふ属ぞく推すい薦せんで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに受かったよ？」

　急にそんなことを言ってきた。

「先生は腹はらいせに、人としての格かくが俺おれより上だって遠回しに言ってるんですか？」

「うん」

　楽しそうに小こ春はるが笑っている。

　ほんと、見直して損そんをした……。

　心の底からそう思いながら、空そら太たは個こ人じん面めん談だんに使っていた教室をあとにしたのだった。




　伸のびをしながら本ほん棟とうに向けて、渡わたり廊ろう下かを進んでいく。

　途と中ちゆう、壁かべの掲けい示じ板ばんが目に留とまった。画用紙に描かかれた下へ手たくそな絵が、気になったのだ。

　クレヨンで描かれたよれよれの人物の吹ふき出しには、「問題児、さんじょう!!」と台詞せりふが書き込こまれている。

　幼よう稚ち園えん児じの悪戯いたずら書がきだろうか。でも、そんなものがどうして、ここにあるのだろう。音楽科や美び術じゆつ科かの生徒の活かつ躍やくを称たたえた記事の中で、明らかに異い彩さいを放っている。

「せめて、参上は漢字で書こうぜ」

　よく見ると、一度書こうとして、諦あきらめた形けい跡せきがある。

「あれ、空そら太た先せん輩ぱい、なにしてんすか？」

　声をかけられて振ふり向くと、楽がく譜ふを片かた手てに持った伊い織おりがいた。クラスメイトらしきふたりの男子生徒と一いつ緒しよだ。ひとりは黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた頭のよさそうな子で、もうひとりは小こ柄がらの童顔で、お坊ぼつちゃんといった雰ふん囲い気きの子だった。

「伊織、僕ぼくらは先に行っているぞ」

「遅おくれないようにしてくださいね、伊織君」

「わかってるって」

　伊織が別べつ棟むねの方に向かうクラスメイトに手を振る。黒縁眼鏡の方は振り向きもせずに軽く手を上げ、童顔の方はしばらく後ろ向きに歩いて、こちらの様子を観察していた。

　短いやり取りに過すぎなかったけど、空太はどことなく伊織とクラスメイトの関係に違い和わ感かんを覚えた。

「たった二週間で随ずい分ぶん仲良くなったんだな」

　当たり前のように下の名前で呼よび合っているし、遠えん慮りよしている感じが全然しない。

「ああ、直なお哉やと翔しようですか？　眼鏡のが武たけ里さと直哉で、ちっこいのが春日かすか部べ翔って言うんですけど、ふたりとも前からの知り合いなんですよ」

「へ？」

「つか、クラスメイトの殆ほとんどと、俺らの場合、面めん識しきあるんですけど」

「どういうことだ？」

　受験日に会ったとか、そういうことではないはずだ。

「スイコーに受かるのって、中学までにいろんなコンクールで、本選まで残ってる連中だけなんですよ。直なお哉やと翔しようにはじめて会ったのなんて、八歳さいとかそんくらいだったかな？」

　そんなことを、伊い織おりはなんでもない風に言ってきた。要するに、コンクールの常じよう連れん……それも上位の実力者同士だから面めん識しきがあるという話だ。

「毎年一回くらいずつはどこかで会ってたんで、まあ、仲はいいのかもしんないです」

「……音楽科ってすごいな」

　あまり深く考えたことはなかったが、スイコーの芸げい術じゆつ科かは、何なに気げに国内のエリートが集まっている場所なのだ。そして、伊織はそのひとりである。

　普ふ通つう科かに転科したいなどと言っている場合ではないんじゃないだろうか。

「あ、俺おれ、レッスン前に、譜ふ読よみしときたいんでもう行きますね」

　ぺこりと頭を下げてから、伊織は小走りで別べつ棟むねの方へと駆かけていった。

　その後ろ姿すがたが完全に見えなくなったところで、

「普通科に移うつりたいって言う割わりに、練習はちゃんとするんだよな、あいつ」

　と、空そら太たは誰にともなく疑ぎ問もんの言葉をかけるのだった。

　転てん科か届とどけを職しよく員いん室しつに持って行ったという話は、一種の気の迷まよいだったんじゃないだろうか。少なくとも、今の伊織の姿を見ていると、そう思える。音楽科のクラスメイトとも上う手まくやっているようだし、レッスンにもちゃんと出ているのだ。しかも、きちんと前もって準じゆん備びをするくらい真面目に……。夜も結けつ構こう遅おそくまで部屋でピアノを弾ひき続けているのを、空太は知っていた。部屋の電気が消えるのは、だいたい日付が変わってからだ。

「よくわからんな」

　空太も教室に戻もどろうと歩き出した。その途と端たん、廊ろう下かの角を曲がってきた女子生徒ともろに正面からぶつかってしまった。

「きゃっ」

「おっと」

　危あぶないと思って、がっつりその子を受け止めてしまう。

「あ、ごめん」

　慌あわててお互たがいに一歩ずつ後ろに下がる。

　そこでようやく女子生徒の顔を確かく認にんできた。見覚えのある一年生だ。入学式で、新しん入にゆう生せい代だい表ひよう挨あい拶さつをしていた……確たしか、名前は長は谷せ栞かん奈な。薄うすく縁ふちのある眼鏡めがねは知的な印象で、目元から強い意思のようなものを感じた。襟えり元もとまでしっかりと閉とじられたスイコーの制せい服ふくはよく似に合あっている。ネクタイの結び目も綺き麗れいで、スカートの丈たけも極きよく端たんに短くなく、靴くつ下したの止まっている位置も含ふくめて、どこにも隙すきが見当たらない。学校のパンフレットで紹しよう介かいされていそうな、絵に描かいたような優ゆう等とう生せいの雰ふん囲い気きがある。それこそ勝手なイメージだけど、生徒会長とか、風紀委員とかやってそうだなあと、空そら太たはぱっと見で思った。

　あえて気になる点を挙げるとすれば、逆ぎやくにその隙すきのなさが引っかかる。すらっとした体型に、綺き麗れいな顔立ちをしているせいか、正直、こうして目の前にいられると、威い圧あつ感かんがあってちょっと声をかけづらい感じがするのだ。

「気を付けてください」

　淡たん々たんとした口調。上うわ目め遣づかいの眼まな差ざしが、空太を非ひ難なんしていた。

「ごめん」

　もう一度謝あやまっておく。

「そこ、通してもらってもいいですか？」

　長は谷せ栞かん奈なの態たい度どはやわらぐことなく、なおも厳きびしいままだ。これが、素すの状じよう態たいなのかもしれない。

「ごめん」

　と言いながら、道を空ける。

「そんなに何度も謝らないでください」

　否ひ定てい的てきな言葉を口にしながらも、栞奈はお辞じ儀ぎを残して、空太の脇わきを通り過すぎた。一年生の教室がある方へ、姿し勢せいよくすたすたと歩いていく。

「ほんと、優ゆう子こと同い年とは思えないな……」

　妹の成長を願いつつ、空太も教室に戻ろうと再ふたたび歩き出す。その最初の一歩で、何かを軽く蹴けった。

　床ゆかを見ると、黒いシュシュが足元に落ちていた。

　先ほどぶつかった拍ひよう子しに、長谷栞奈が落としていったのかもしれない。そう思いながら、拾い上げる。

　ほんのりとひと肌はだのぬくもりを感じた。

「ん？」

　よく見ると、それはシュシュではないことに気が付く。

「げっ！」

　くしゅくしゅに丸まっていたのは、まぎれもなくパンツだった。黒のレース。お色気ムンムンだ。

「え？　なんで!?」

　脳のうをフル回転させて答えを導みちびき出そうとしたけど、この状況を正しく説明できる仮か説せつは何も思い浮うかばない。

　普ふ通つう、学校に脱ぬいで間もないと思われるパンツは落ちていないはずなのだ。

「なにこれ？　今、俺おれは世界に試されているのか!?」

　唯一、落としそうな人間がいるとすれば、それはましろくらいだ。

「世界は空そら太たを試さないわ」

「うわあああっ！」

　急に話しかけられて空太は文字通り飛び上がった。

「し、椎しい名な、なんでお前がここにいる」

　ここは一階。三年の教室は三階。美び術じゆつ科かが使う美術室も別べつ棟むねの三階となっている。

「空太を探さがしていた」

「本当か？」

「ことにしておく」

「さては迷まい子ごだな」

「違ちがうわ」

　三年になって教室が変わったせいで、まだ慣なれてないようだ。

「椎名」

「なに？」

　まずは最も疑うたがわしい容よう疑ぎ者しやに事じ情じよう聴ちよう取しゆをする必要がある。

「つかぬ事を聞くが」

「聞けば」

「パンツ、はいてるか？」

「……」

　ましろが首を傾かしげて考え込こむ。

「いやいや、考えるようなことじゃないだろ！」

「それもそうね」

　今度は、両りよう脇わきから両手をスカートの中に突つっ込む。

「確かく認にんするようなことでもないからね！」

「はいてるわ」

「まじでか？」

「見る？」

「よし、じゃあ、見せてもらおうか」

　あえて、強気な態たい度どに出た。いつもいつも振ふり回されてばかりではいられない。

「見せないわ」

「なら、このくだりいらなかったよね！」

　困こまったことに、第だい一いち容よう疑ぎ者しやは白の判はん定ていだ。

　ましろが空太の手の中のパンツを見ている。

「そのパンツはわたしのではないわ」

「俺おれは、学校でパンツを落とすような人間をお前以外に知らないんだけど」

「無知ね」

「じゃあ、椎しい名なはわかるのか!?」

「わたし以外の誰だれかよ」

「奇き遇ぐうだな、俺おれもそう思ってたよ……」

　なんとなく一年生の教室の方へと視し線せんを送る。

「いや、まさかな……」

　先ほどぶつかった長は谷せ栞かん奈なは、新入生代表の挨あい拶さつを任されるような優ゆう等とう生せいだ。

「ほんとに椎名じゃないんだな？」

「わたしを疑うたがうの？」

「全力でな」

「わたしのパンツ、全部見たくせに」

「事実だけど、そこだけ切り取られると完全に変へん態たいだな、俺おれ！」

　というか、パンツを力強く握にぎっている今の絵面もだいぶやばいんじゃないだろうか。誰かに見られたら、一発で高校生活が終わるかもしれない。あだ名は『変態』とか『パンツマン』で決まりだろう。

「パンツ片かた手てに、廊ろう下かではしゃいでいる神かん田だ君は、どう言い訳わけしようと、すでに変態にしか見えないよ」

「げっ、なんで青あお山やままで!?」

　ましろではあるまいし、道に迷まようこともないはずだ。

「私は、ちょっと、保ほ健けん室しつに用があって……」

　七なな海みはどこか歯切れが悪い。

「体調悪いのか？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「へ、平気……そういうのじゃないから」

　曖あい昧まいにごまかそうとする七海の雰ふん囲い気きで、何の用事だったのかを空そら太たはそれとなく察した。これは男子が苦手な例の話題だ……。

「あの日ね」

「ま、ましろ!?」

「……」

　今のは聞かなかったことにしよう。七海も、ごほんとわざとらしく咳せき払ばらいをしている。

「そ、そんなことより、神田君の持っている、それ！」

　無理やり七海が話をパンツに戻もどしてきた。

「どこから盗ぬすんできたの？」

「今、ここで拾ったんです！」

「にわかには信じられないんだけど」

「そこは信じてください。話が進まないからさ」

「わかった」

　空そら太たが悪いわけでもないのに、七なな海みにはため息を吐つかれてしまった。

「ちなみに、質しつ問もんだが……青あお山やまはどんなときに学校でパンツを脱ぬぐ？　そして、落とす？」

「今ここで思い切り引っぱたいていいってことだよね？」

　にっこりと七海が笑いかけてくる。

　背せ筋すじがぞっとした。

「ち、違ちがうぞ！　セクハラ的な意味じゃない！」

「それ以外に何があるのよ！」

「謎なぞを解とき明かしたいんだ！」

　人はなぜ学校でパンツを落とすのか……。

「神かん田だ君、それどうする気？」

「選せん択たく肢しその一。廊ろう下かで拾ったと言って職しよく員いん室しつに持っていく」

「それを聞いた先生はなんて言うと思う？」

「『観念しろ、下した着ぎ泥どろ棒ぼう！』だろうな……」

「私もそう思う」

　というわけで、職員室に持っていく案は却きやつ下かだ。

　選択肢その二は、この場に放置する……なのだが、落とし主にまったく心当たりがないわけでもないので、少々無む責せき任にんな気はした。

　長は谷せ栞かん奈なが落としていったとは、信じきれない心しん境きようではあるが……。もし、本当にそうなら、まずはスマートに事実を確たしかめ、さりげなく返してあげたいところだ。それがこの場合における最良の手しゆ段だんであり、最高の結果な気がする。お互たがいのためにも……。

　となると、ひとまず預あずかっておくしかない。

「今から俺おれは、このパンツをポケットにしまおうと思います」

　さすがに抜ぬき身で持ち歩くのは危き険けんだ。切れ味が鋭するどすぎて、ケガ人が続出しかねない。というか、空太が傷きずだらけになる。

「なので、お願いだから、椎しい名なと青山は目を瞑つぶるか、向こうを見ていてくれるかな？」

「ねえ、空太」

　呼よびかけてきたましろは、なぜだかケータイを取り出している。

「カメラ、教えて」

「なんで、今、聞いてきたの？」

「シャッターチャンス」

「やめてね、まじで！」

　パンツをポケットにしまう瞬しゆん間かんなど撮とられたら、心が壊こわれて死んでしまう。

　見れば、七なな海みもケータイのカメラを構かまえている。

「何かに使えるかもしれないから」

「俺おれを脅きよう迫はくする気!?」

「空そら太た、カメラの使い方」

　ましろが肘ひじを引っ張ぱってきた。

「自分の首を自分で締しめるバカがどこにいる」

「ましろ、ここを押おすのよ」

「だ〜！　教えるな、青あお山やま！」

　パシャッとシャッターが切られた。

「撮とれたわ」

　目的と違ちがう空太のアップになったはずなのに、ことのほか、ましろはうれしそうだった。

「空太、ほら」

　ケータイのディスプレイをましろが見せてくる。慌あわてた様子の空太が写っていた。かなりかっこ悪い写真だ。

「画面にしたい」

「待ち受けのこと？」

　聞かれた七海が聞き返すと、ましろが無言で頷うなずく。

「それは、ここで設せつ定ていできるから」

「ありがと、七なな海み」

　どうやら空太の写真を待ち受け画面にされてしまったらしい。ましろはケータイを上着のポケットにしまうと、しばらく大切そうに上から手を重ねていた。

「神かん田だ君、こっち向いて」

「ん？」

　横を向いた瞬しゆん間かん、七海にも写真を撮られた。

「俺は動物園のパンダじゃないぞ」

「パンダほど人気ないしね」

「だったら撮るな！」

　それでふたりとも満足したのか、パンツをポケットにしまう決けつ定てい的てき瞬しゆん間かんを写真に収おさめるのだけは勘かん弁べんしてくれた。

　ただし、根本的な問題はなにひとつ解かい決けつしていない。今もパンツはここに存そん在ざいしているのだから……。

「……落としたのって、本当にさっきの子なのかな？」

　その可か能のう性せいは、考えれば考えるほどありえないような気がした。




　　　　２




　学校の廊ろう下かでパンツを拾うという衝しよう撃げき的てきな出来事に遭そう遇ぐうした翌よく日じつ、空そら太たはあさひの猫ねこパンチを食らって起き床しようし、ましろ、七なな海みと一いつ緒しよにいつも通り登校した。

　ただ、いつも通りだったのは、下げ駄た箱ばこを開けるまでだった。

　上うわ履ばきの上に、見み慣なれない淡あわいピンク色の封ふう筒とうが置かれている。『神かん田だ空太様へ』と、女の子のかわいらしい文字で書いてあった。

　これは夢ゆめだろうか。

　現げん実じつ感かんのないまま、手に取って裏うら面めんを確かく認にんする。差出人の名前はない。

　とりあえず、読んでみないことにははじまらない。そう思い、ハートマークのシールを剥はがして、丁てい寧ねいに封ふうを開けた。

　中からはメッセージカードが出てきた。

　──放課後、屋上に来てください

　これはつまりあれだろうか。

「ラブレターね」

　驚おどろいて顔を上げると、空太を挟はさむようにましろと七海が立っていた。ふたりの目はメッセージカードに釘くぎ付づけだ。

「これは、きっとあれだ」

「どれ？」

「優ゆう子この悪戯いたずらじゃないか？」

　口に出してみると、その可か能のう性せいが一番高いような気がしてきた。

「その割わりには、神田君はうれしそうですね」

「青あお山やまさんは、機き嫌げんが悪そうですね」

「別に……神田君が誰だれからラブレターをもらおうと、私には関係ないし……」

　少しも関係ないという雰ふん囲い気きではない。

　ましろの方はと言うと、じっと空太を見み据すえたまま、ちょっとずつ顔を近づけてきている。無言の圧あつ力りよくというやつだ。

「あ、お兄にいちゃん！」

　そこへ、都合よく優子がやってきた。けど、空太たちの視し線せんは優子ではなく、そのすぐ後ろへと送られた。昨日、空太が廊ろう下かでぶつかった長は谷せ栞かん奈ながいたのだ。

　優子は空気を察してくれたらしく、

「私の部屋トモの栞奈ちゃんだよ。クラスも一緒なのだ！」

　と誇ほこらしげに紹しよう介かいしてくれた。入学式の当日に自じ慢まんしていた頼たよれる部屋トモとは、彼かの女じよのことだったらしい。

「栞かん奈なちゃんはね、入学式で代だい表ひよう挨あい拶さつをした秀しゆう才さいなんだよ」

「知ってるよ、俺おれらも聞いたから」

　入学式には出席しているのだ。

「はじめまして、長は谷せ栞奈です」

　少し距きよ離りを置いたまま、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてくる。

「あ、うん、昨日も会ったけど、はじめまして」

「あれ？　そうなの、お兄にいちゃん、栞奈ちゃん？」

　優ゆう子こが空そら太たと栞奈を見み比くらべている。

「すいません、そうでしたっけ？」

　栞奈が怪け訝げんな顔をする。

「まあ、ちょっとぶつかっただけだしね」

　思い出してくれるかもしれないと思い、一いち応おう、ぶつかったことをアピールしておく。

「すいません」

　それでも、栞奈から返ってきたのは同じ答えだった。

「変なお兄ちゃん……あっ！　さては、栞奈ちゃんがかわいいからって、ナンパをしようとしていたんだな！　『あれ、お嬢じようさん、どこかでお会いしたことありませんでしたっけ？』、『いえ、はじめましてだと思いますけど』、『ああ、これは失礼。昨さく晩ばん、夢ゆめの中でお会いしただけでしたね』ってな具合に！」

「なんだ、その吐はき気がするほどの歯の浮ういた台詞せりふは……」

　どこでそんな言葉を覚えたんだか……。

「それ、手紙ですか？」

　栞奈が空太の持ち物に気づいたらしい。

「え!?　お兄ちゃんにラブレター!?」

「優子、白しら々じらしいわ」

「優子ちゃんじゃないの？」

　ましろと七海が早さつ速そく追つい及きゆうする。

「違ちがうよ！　でも、その手があったか！」

「いや、ないぞ」

　優子の反はん応のうは嘘うそをついている感じではない。バカなので嘘をついていたらすぐにわかる。だとすると、差出人探さがしは振ふり出しだ。

「神かん田ださんのお兄さんは、モテるんですね」

　さして興きよう味みなどなさそうに、栞奈が言い放つ。空太を見る目もちょっと冷たい感じがした。

「神田さん、もう行きましょう。遅ち刻こくをするわ。先せん輩ぱい方がた、お先に失礼します」

「あ、待ってよ、栞かん奈なちゃん！　それと『優ゆう子こ』でいいんだって！」

　すたすたと歩き出した栞奈を追いかけて、優子も一年生の教室の方へと行ってしまう。

　残されたのは、空そら太た、ましろ、七なな海みの三人。

　視し線せんは再ふたたびラブレターに集中している。

「も、もしもだよ、神かん田だ君」

「な、なんだ？」

　七海の緊きん張ちようした声に、空太の心も同調してしまった。

「それが、ラブレターだとして」

「だとして？」

「屋上に行ったらさ」

「行ったら？」

「かわいい女の子が待っていたとします」

「はい」

「そうしたらさ……その、あの……神田君は」

　言おうとしているようだけど、続きの言葉はなかなか出てこない。

「神田君は……」

「付き合うの？」

　七海が躊躇ためらった言葉を、ましろがはっきりとぶつけてきた。

「じ、実じつ際さいに、告白をされたわけじゃないから、それはわからないだろ……。相手が誰だれかも知らないんだしさ」

「そんなことは聞いてないわ」

「じゃあ、か、仮かりに俺おれが付き合うとかなったら、どうなんだ？」

　半分くらいは自分自身に投げかけた疑ぎ問もんでもあった。

「困こまるわ」

　空太が答えを導みちびき出す前に、ましろが宣せん言げんするように言ってくる。

「わ、私も……困る、かな。うかうかはしてられない」

　ましろに続いて、七海も小声で何か呟つぶやいていた。

「この状態に、俺が困っているよ……」

　そこで、ＨＲの開始を告げる鐘かねが鳴った。
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「『放課後』というのは、一体、何時までが放課後なんだろうな」

　言葉は空に溶とけていく。

　屋上のベンチに腰こしを下ろし、空そら太たは青空を横切る雲に問いかけていた。だけど、北海道の形に似にた春の薄うすい雲は何も答えてくれない。

　仕方がないので自分で考えてみる。

　午後の四時くらいまでだろうか。五時くらいまでだろうか。それとも夜よる寝ねるまでが放課後だったりするのだろうか。

　ここにやってきて待つこと三十分。

　空太は今け朝さ下げ駄た箱ばこに入れられていた手紙の指し示じ通どおり、律りち儀ぎに屋上にやってきていた。なのに、それらしき人物の姿すがたはない。あとから来る気け配はいもなかった。

　三十分も待つと、あるひとつの結けつ論ろんに行きつく。

「誰だれかの悪戯いたずらだったのかな」

　まあ、そうならそれでいい。今日一日を、そわそわした気持ちで過すごすはめにはなったけど、実じつ際さい、誰も現あらわれなかったことに、空太はほっとしていた。

　手紙をくれるような人物に、正直心当たりはない。だから、こんな風に呼よび出されると、うれしさよりも困こん惑わくの方が勝ってしまうのだ。それに、空太には気になっている相手がいる。その気持ちに今は蓋ふたをし続けているとは言え、誰かがこの気持ちに割わり込こんできて、話がややこしくなるのを歓かん迎げいする気にはなれなかった。

　ケータイの時計が丁度四時を示しめしたところで、空太はベンチから立ち上がった。

「帰るか」

　気分を入れ換かえるために、あえて独ひとり言を口にする。

　鞄かばんを肩かたにかけて、校こう舎しやの中に戻もどろうとドアを開ける。すると、空太が引いたドアと一いつ緒しよに、なぜだか伊い織おりと深ふか谷や志し穂ほのふたりが倒たおれ込こんできた。ふたりして、「ぐええ」とか言っている。

　ドア口には、ぽつんと立ち尽つくしたましろと、ましろの手を引いて逃にげ出そうとしている体たい勢せいの七なな海みの姿もあった。

「なにしてんだ、お前たちは」

「見学に来たのよ」

　真っ先に答えたのはましろだ。選せん手しゆ宣せん誓せいでもするかのように発言に迷まよいがない。

「正直に言えば、許ゆるされるとでも思ったか！」

「見学ではないわ」

「今さら、嘘うそをついても遅おそいわ！」

「こ、これは違ちがうの神かん田だ君……」

　ばつが悪そうに七海がちらちらと見てくる。

「どう違うんだ？」

「うっ……違くないです」

　それはそうだろう。この状じよう況きようで、覗のぞき見以外に何があると言うのだ。

「つか、なぜ伊い織おりと深ふか谷やさんまでいる？」

　倒たおれたままの伊織と志穂に手を貸かして、まずは立ち上がらせる。

「俺おれは、空そら太た先せん輩ぱいがラブレターをもらったという情じよう報ほうを聞きつけたので」

　ましろと七なな海みに視し線せんを送ると、ふたりともわざとらしくあらぬ方を見ていた。

「後学のために、空太先輩の雄ゆう姿しをこの目に焼き付けようと思った次第です！」

「それは悪かったな。期待に応こたえられなくてさ」

　脱だつ力りよくしながら、空太は志穂に目をやった。

「私は、今け朝さから椎しい名なさんの様子がおかしいのが気になっておりまして」

「椎名が？　そうなのか？」

　ましろに直ちよく接せつ聞いてみる。

「わたしにおかしい日はないわ」

「だろうな。いつもおかしいもんな」

「そんなことないよ。ぼ〜っと窓まどの外を見てたり、バームクーヘンをもさもさと食べたり、黙もく々もくと絵を描かいたりしてたし」

「……それ、いつもの椎名じゃね？」

「あれ？　そうかな？　でも、違ちがったんだよ、ほんとにほんと！　美び術じゆつ科か一同、気になっていたんだよ。なんかこう、憂うれいがある感じだったし」

「憂い……ね」

　一いち応おう、事じ態たいの成り行きを、気にしてくれていたということだろうか。今朝も、空太が手紙の相手と付き合ったら、困こまると口にしていたくらいだし。喜んでいいのかは、ちょっと悩なやむところではあるけど……。

「志穂、変なこと言わないで」

「あれあれ、椎名さん照れてる？」

「わたしは照れたことないわ」

　という割わりには、珍めずらしくましろの視線は下に向かっている。

「あ、いけない！　私、個こ人じん面めん談だんがあるんだった！　ごめん、もう行くね！」

　志穂は慌あわてた様子で階かい段だんを駆かけ下りていく。おさげ風の髪かみがふわふわと揺ゆれていた。それもすぐに見えなくなる。

「騒さわがしいな……」

「でも、意外とおっぱいは大きかったですよ」

　拳こぶしを握にぎった伊織はうれしそうだ。さっき倒れたときに、志穂の下した敷じきになっていたから、背せ中なかでその感かん触しよくを味わうことができたのだろう。

「伊織」

「なんですか？」

「そういう感想は、少なくとも女子の前では言わない方がいいと思うぞ。かわいい彼かの女じよを作って、バラ色の高校生活にしたいと、今でも願っているのならな」

　ましろはいつも通りだけど、七なな海みの目つきが「これはない」と痛つう烈れつに語っている。

　鞄かばんを一度かけ直し、空そら太たは階かい段だんを下りていく。

「神かん田だ君、もう待たなくていいの？」

　すぐに追いかけてきた七海が聞いてきた。ましろと伊い織おりもついてくる。

「いいよ、四時なら待った方だと思うし」

　十分だろう。

「そういや、椎しい名な、今日も美び術じゆつ室しつに行った方がいいんだよな？」

「今日はいいわ」

「あ、そうなの？」

　絵のモデルもしないといけないと思い、四時を目め処どに待つのを止めたのだが……。

「帰って表紙を描かく」

「ん？　また雑ざつ誌しの表紙やるのか？」

　ましろが連れん載さい中ちゆうの漫まん画がは、先月号で表紙と巻かん頭とうカラーを飾かざったばかりだ。

「単行本」

「ああ、そろそろ出るのか」

　連載がスタートしたのが去年の十一月。今月号を含ふくめると六ヵ月分の原げん稿こうが溜たまっていることになる。単行本の話が聞こえてきてもおかしくない時期だ。

　ましろは着実に漫画家としての道を切り開いている。一歩一歩が大きくて、見ようとしなくても目に映うつる。また、空太との距きよ離りは開いてしまった。けど、もうそれに右う往おう左さ往おうしたりはしない。結局、自分にできることをやるしかない。それに、今やっているゲーム制せい作さくは本当に楽しいから気持ちは前向きでいられた。着実に前へと進んでいる実感があった。自分の足で歩いているんだと思えた。

「あ、俺おれ、練習室行くんで、ここで」

　二階まで下りてきたところで、最さい後こう尾びを歩いていた伊織が立ち止まった。

　放課後は毎日遅おそくまでピアノ練習室に残っている。さくら荘そうに帰ってくるのは、だいたいいつも日が暮くれてからだ。

「がんばるな」

「コンクールの予選が近いんですよ。この時期が一番、気分最悪です。あ〜、ほんとやだ。やめたい……」

　後半は殆ほとんど独ひとり言だった。その伊織の目が、階段の脇わきにある掲けい示じ板ばんを見ていた。

　貼はられていたのはピアノコンクールのお知らせだ。

　五月三日。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの音楽ホール。『一いつ般ぱん公こう開かいあり』と書いてある。どうやら、伊織が口にしたコンクールとはこれのことらしい。

「一いつ般ぱん公こう開かいありってことは、俺おれたちも見に行けるのか？」

「行けますけど……って、来る気ですか!?　やめてくださいよ、絶ぜつ対たいに！　まじにまじで！　知り合いが見に来てるとか、超ちよう絶ぜつ緊きん張ちようしますから！　ほんとですよ、約束ですよ？」

　一気にまくし立てると、伊い織おりは逃にげ出すように渡わたり廊ろう下かを別べつ棟むねの方へと走り去ってしまった。ピアノ練習室があるのはその先だ。

「見に来るなって言われると、どうして人は行きたくなるんだろうね」

　ぽつりと七なな海みがもらす。

「青あお山やまって意外と性せい格かく悪いな」

「そういう神かん田だ君も、顔がにやけているよ」

「こっそり見に行くなら、行ってもいいのかと思ってさ」

「それね」

　ましろも同意してきた。

　五月三日の約束代わりに、空太と七海が笑い声を上げた。




　学校を出た空太たちは、主に伊織のコンクールの話をしながら、寄より道などはせずにさくら荘そうへと帰った。話しているうちに、だんだんとコンクール当日のことが楽しみになってきて、帰りつく頃ころには、ラブレターをもらったことなどすっかり忘わすれていた。

「ただいま〜」

　空太に続いて、ましろと七海も帰りの挨あい拶さつをする。残念ながら返事はない。誰だれもいないのだから仕方がない。実じつ際さいのところは、１０２号室に龍りゆう之の介すけがいるはずなのだが……。「おかえり」と顔を出すような龍之介ではない。そんなのは龍之介ではないのだ。

　玄げん関かんでましろ、七海とは別れ、二階に向かうふたりを見送ることなく、空太は自室である１０１号室に向かう。

　何の警けい戒かいもなくドアを開けた。普ふ通つう、自分の部屋なら誰だってそうするはずだ。

　この日ばかりは、そのことを少しだけ空太は後こう悔かいした。

　異い変へんに気づいたのは、部屋に足を踏ふみ入れ、ドアを後ろ手に閉しめたあとだった。

　空気が違ちがう。何か違うにおいが混まざっているとまず感じた。今け朝さ出かけたときよりも部屋が荒あれている。荒らされている。しまっておいたはずの衣服が、ましろの部屋のように散さん乱らんしていたのだ。けど、それはいい。そこまでは最悪我が慢まんができる展てん開かいだった。

　なにより目を引いたのは、空太の部屋を絶ぜつ賛さん物色中だったひとりの女子生徒。猫ねこが伸のびをするような体たい勢せいで、ベッドの下を覗のぞき込こんでいる。

　そして、今、顔を上げた女子生徒と目が合ってしまった。眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみが、驚おどろきに揺ゆらいでいる。見覚えのある顔。スイコーの制せい服ふくを着た少女は、長は谷せ栞かん奈なだった。

「なにこれ、こわっ！」

　空そら太たの最初の反はん応のうはそれだった。

　ある日、家に帰ったら、綺き麗れいな容よう姿しの少女が部屋で待っていました……。話だけ聞くと、うらやましくも思えるシチュエーションなのかもしれない。だが、さして親しくもない相手が、実じつ際さいに部屋へと上がりこんでいる場面に遭そう遇ぐうしたとき、人類が真っ先に感じるのは純じゆん粋すいな恐きよう怖ふだった。

「どうして、もう帰ってきたのよ!?」

　栞かん奈なの方は驚おどろきを空太にぶつけてきた。この世の理り不ふ尽じんを呪のろうような声だった。それから、ゆっくりと立ち上がる。

　今のは一体どういう意味だろうか。まるで空太が遅おそくなることを知っていたかのような発言に聞こえた。

　いや、今はそんな細かいところを気にしている場合じゃない。

　この状じよう況きようを正せい確かくに把は握あくする必要がある。

　部屋の様子を再さい度ど見回す。荒あらされた部屋。まるで何かを探さがしていたかのような栞奈の行動……。さらに空太と栞奈の少ない接せつ点てんを照らし合わせてみる。一番印象に強く残っているのは、昨日ぶつかったときのこと……。

　まさかと思いつつも、おのずとひとつの単語が頭に思い浮うかんだ。

「パンツ？」

「……っ！」

　思い切って声をかけると、栞奈は一度びくっと体を震ふるわせた。すぐに顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。でも、それもわずかな時間で、今度は顔がん面めん蒼そう白はくになっていく。

　栞奈の反はん応のうがすべてを物語っていた。

　最有力な容よう疑ぎ者しやとして名前をあげておきながら、やはり、栞奈が持ち主のはずがないと空太は思っていたのに……。

　本当に、空太が拾ったパンツの持ち主は、栞奈だったらしい。

　しばらく身動きを取らなかった栞奈だったが、急に慌あわてた様子できょろきょろと室内を見回しはじめた。かと思うと、机つくえの上に置かれた分ぶ厚あつい英和辞典に手を伸のばす。空太に近づいてくると同時に、英和辞典を両手で頭上に振ふり上げた。

「だ〜！　なんだ、いきなり！」

「知られた以上は、あなたを生きてこの部屋から出すわけにはいきません」

「ここ、俺おれの部屋なんだけど!?　あでっ！」

　突つっ込こんでいる最中に、振り下ろされた英和辞典が脳のう天てんに直ちよく撃げきした。

　重たい一撃に脳が揺ゆさぶられる。目の前がくらくらした。立っていられずに、空太は両手で頭を抱かかえて床ゆかにうずくまる。

　猫ねこが心配そうに「にゃ〜」と鳴いた気がする。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　誰だれかがやさしい言葉をかけてきた。半分目を開けると、そこには空そら太たをこんな目にあわせた張ちよう本ほん人にんがいた。

「頭を強く打ったんですか？」

「やった本人が冷静に質しつ問もんしないでくれるかな！」

「わ、私、気が動転して……」

　それは、まあ、見ればわかる。先ほどから栞かん奈なの視し線せんは全然定まっておらず、これ以上ないくらいに不安定だ。

「あのさ」

　安心させるつもりで、極力穏おだやかに声をかけた。

「な、なんですか？」

　空太を見下ろす目は、冷静な色合いを取り戻もどしつつある。

「この頭の痛いたみに免めんじて、わけを聞かせてもらっていいか？」

　結局、何がなんだかさっぱりわかっていない。これではどうしようもない。というか、こわすぎる。

「それは……」

　栞奈は少し照れたような、躊躇ためらったような仕草で、視線を大きく逸そらした。

「ちょっと待っててくれる？　お茶でも入れてくるから」

　これは、一息入れた方がいいだろう。そう思って、空太は返事を待たずに部屋を出た。




　電気ケトルでお湯を沸わかし、お茶とお茶ちや菓が子し、それと洗せん面めん所じよに干ほしてあったパンツを持って、空太は部屋に戻った。

「どうぞ」

「どうも」

　栞奈にはベッドの上に座すわってもらう。その正面に空太も座る。緊きん張ちようのせいか、ふたりして正せい座ざで向き合うことになってしまった。

　空太の膝ひざの上では、あさひが丸くなっている。その背せ中なかを撫なでながら、空太は話を切り出した。

「最初に確かく認にんなんだけどさ……このパンツは本当に長は谷せさんが？」

　黒いパンツをまずは栞奈に返しておく。

「私のです」

　受け取るなり、栞奈はパンツを鞄かばんにしまう。一秒でも早く、人目に触ふれないようにしたいという感じだった。
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　もうわかっていることだけど、改めて言葉にされるとかなり衝しよう撃げき的てきだ。

「それで、長は谷せさんは……」

「名字で呼ぶのはやめてくれますか？　今の名字は嫌きらいなんです」

　まるで、別の名字があったような言い方だが、今はその話をしている場合でもない。

「じゃあ、栞かん奈な……さん？」

「……」

　今度はダメとは言ってこない。話を進めてもよさそうだ。

「で、今日、栞奈さんは落とし物をこっそり取り返しに来たと」

「はい……」

　栞奈は空そら太たと視し線せんを合わせようとはせず、ふたりの間に置かれたお茶ちや菓が子しを、じっと見み据すえている。

「さっき言ってた、『なんで、もう帰ってきたの!?』っていうのは、どういう意味だ？」

「下げ駄た箱ばこの手紙です」

「ああ、なるほど」

　空太を手紙で呼よび出して、時間を稼かせぐ算さん段だんだったということか。あのあと、わざわざ優ゆう子こと一いつ緒しよに姿すがたを見せたのは、きちんと空太が手紙を見たかどうかの確かく認にんと、アリバイ作りのためだったのかもしれない。

「じゃあ、ここからが本題なんだが……昨日、俺おれとぶつかったのは覚えてるんだよね？」

「はい」

「それで、あのときに大事なものを落としたんだと、あとで気づいた？」

「教室に戻もどってすぐです。引き返すと、もうあなたが拾っていました。私のこと、疑うたがっているようだったので……」

　迷まよわずに空そら太たの部屋にやってきたのはそういうことか。

　目的は証しよう拠この隠いん滅めつだ。さっさとパンツを取り返して、栞かん奈なが落としたという事実も、空太が拾ったという事実も、なかったことにしようとしたのだ。

　証拠がなければ、仮かりに空太が追つい及きゆうしたとしても、「そんなことは知らない」としらを切れる。常じよう識しき的てきに考えて、脱ぬいだパンツを学校で落とした……なんていう話は、確たしかな証拠でもなければ、誰だれも信じてはくれないはず。

　だから、パンツさえ奪だつ還かんすれば安心できる。そう考えたわけだ。

　それにしても、部屋に忍しのび込こんでパンツを奪還しようとは、随ずい分ぶんと思い切った行動に出たものだ。いや、それだけ追い詰つめられていたと取るべきなのだろうか。たぶん、そうだ。

　残る疑問はあと少し。話は核かく心しんに近づいている。

　あのとき、栞奈のスカートの中は、どうなっていたのか。

「落としたってことは……たぶん、はいてなかったんだよな？」

　単に着き替がえのパンツを落としただけなら、証拠の隠滅などする必要はない。少々、女子としては無む防ぼう備びすぎると思うが、うっかりで許ゆるされる。けど、空太が拾ったのはひと肌はだのぬくもりが残っていたパンツであり、栞奈が泥どろ棒ぼうまがいのことをしてまで奪還しようとしたパンツだ。となれば、とんでもない秘ひ密みつが隠かくされていないと逆ぎやくにおかしい。

「そうです……」

　空太の目の前で、栞奈はゆっくりと頷うなずいた。

　今度こそ、本当に恐おそろしい事実の確かく認にんが取れてしまった。

「あのさ……俺が知らないだけで、最近、女子の間で流は行やっているとか？」

「女の子をどういう目で見ているんですか？」

　怒おこられてしまった。

「だよね……」

　この間、ずっと栞奈は俯うつむいたままで、一度も空太と目を合わせようとはしなかった。まあ、その方が空太としても話しやすくて助かる。

「理由を聞いてもいいかな？」

　果たして、人はどんな事じ情じようがあれば、学校でノーパンになるのだろう。去年の今いま頃ごろ、ましろがパンツをはき忘わすれて登校するという事じ件けんはあったが、あれとはだいぶ事情が違ちがう気がする。たぶん、栞奈は学校で脱ぬいだのだろうから……。それも、自覚した上で、自発的に。

　しかし、そう考えると、ますます理由など見当もつかない。栞かん奈なのきっちりしたイメージとは、やっていることがかけ離はなれすぎている。

「……」

　栞奈は相変わらず下を向いたまま、脇わきにあった鞄かばんに手を伸のばした。中から一いつ冊さつの本を取り出して、お茶ちや菓が子しの横に丁てい寧ねいな手つきで置いた。薄うすめのハードカバー。タイトルは『シンデレラの日曜日』と書いてある。

「これは？」

　と疑ぎ問もんを口にしている途と中ちゆうで、その必要はなくなってしまった。

　著ちよ者しや名めいに気になる名前が記しるされている。

　──由ゆ比いヶが浜はまかんな

　名字は違うし、名前はひらがなだけど、『かんな』は共通している。今の話の流れで、無関係ということはあるまい。

「名字は両親が離り婚こんして、再さい婚こんする前のものです」

　先回りして、栞奈が教えてくれた。今の名字を嫌きらいだと言ったのは、どうやらその辺が原げん因いんのようだ。

「ということは、これは栞奈さんが書いた本なのか」

　目を伏ふせるように栞奈が頷く。

「中学の頃ころに賞をいただいてデビューしました」

「へえ、すごいな」

　本を手に取ってぱらぱらとページをめくる。当然だけど、活字、活字でまた活字だ。

「すごくなどありません。運がよかっただけです」

「どうしてそう思うんだ？」

「今、二作目を執しつ筆ぴつ中ちゆうなんですが、それが、まったく進んでいなくて……」

　膝ひざの上に置いた両手を、栞奈がぎゅっと握にぎっている。唇くちびるは悔くやしそうに歪ゆがんでいく。

「書きたいとは思っています。書かないといけないと……。だけど、何も進まないんです。何度プロットを提てい出しゆつしても、担たん当とう編へん集しゆうの方は難むずかしい顔をするばかりで」

「そうか」

　栞奈のしゃべりの間を埋うめるために、空そら太たは相あい槌づちを打った。

「前はどうやって書いたのかも、今はわからない……。毎日が息苦しい。物語を考えているとめまいがする。……それでも、書きたい、書かないといけない、私には……もうそれしかない」

　よく見れば、意い志しの強そうな目元に疲つかれが出ている。もしかしたら、夜もあまり眠ねむれていないのかもしれないと思った。思い悩なやむと寝ねつきがものすごく悪くなるし、眠りも浅くなる。そういう経けい験けんは空太もしてきた。

「そうして、息苦しさを我が慢まんしているうちに、無む性しように苛いら々いらしてきて、全部、無茶苦茶にしてしまいたくなって……最初は、派は手でな下着をつけて学校に行く程てい度どだったんです」

　空そら太たの拾ったパンツも、かなり色っぽい感じではあった。きっちりしていて、どちらかと言えば、地味な印象がある栞かん奈なが身に着けていたと思うと、今さらのようにドキッとさせられる代物だ。私、脱ぬぐとすごいんですよ的な妄もう想そうを抱いだいてしまいそうだ。

「下着一いち枚まい変えただけで、周囲の視し線せんがまるで違ちがう気がしました。執しつ筆ぴつが進まない苛いら立だちも、そのときだけは忘わすれることができたんです。忘れることが、できていたんです。だけど……それだけでは、だんだんと物足りなくなってきて、私……」

　そこで、はじめて栞奈が空太を見た。様子を窺うかがうような上うわ目め遣づかいで……。その頬ほおはほのかに赤く染そまっている。

「今度は脱いでみたと？」

「……はい」

　聞いている空太も戸と惑まどうような話だ。しゃべっている当人の心の動どう揺ようは、きっと計り知れないものがある。その証しよう拠こに、栞奈の唇くちびるはかすかに震ふるえている。

「えっと、つまり今の話は……ストレスってことでいいのかな？」

「……そうだと思います」

「発散するために、パンツを脱いで授じゆ業ぎようを受けた？」

「……はい」

「……」

　これはすごいことになった。

「聞いたのはあなたです。そんなに引かないでもらえますか」

　精せい一いつ杯ぱい強がった瞳ひとみで、栞奈が睨にらんできた。

「あ、いや、うん……そんなに引いていない、と思う。まあ、誰だれだって一度くらい魔まが差すってことはあるんじゃないか？　ほら、家族が誰もいないからって、家で素すっ裸ぱだかになる感じ？　うん、あると思うんだ」

　陽気にフォローしたつもりだったけど、栞奈は困こまった感じで俯うつむいた。

「……」

　これは地じ雷らいを踏ふんだかもしれない。

「もしかして、昨日がはじめてじゃなかった？」

　こくんと栞奈が頷うなずく。耳まで真っ赤だ。

「二回目かな？」

「三回目くらいです……」

　あえて挑いどむような目で栞奈が言ってきた。だからこそ、それが嘘うその申告だと空太にも見み破やぶることができた。

「本当は？」

「六回目です」

「スイコーに入学してから？」

「はい……」

　二日に一度くらいのペースになる……。

　思わず、口をあんぐりと開けてしまった。間ま違ちがいなく今日までの人生の中で、ナンバーワンをぶっちぎるカミングアウトだ。さくら荘そうで個こ性せい的てきな面々に囲まれて生活してきた空そら太たですら、さすがにこれは許きよ容ようできない……。なんかもう、とにかくびっくりだ。

「そんな顔、失礼です。聞いたのは、あなたの方なのに」

　栞かん奈なは虚きよ勢せいを張はった瞳ひとみで、空太を威い嚇かくしてきた。

「ごめんね。どんな顔が適てき切せつなのか、わかんなくてさ……」

　自然と乾かわいた笑みがこぼれた。人間というのは限げん界かいを超こえると笑うしかなくなるらしい。はじめて、ましろの生せい活かつ破は綻たん者しやぶりを見たときも、相当驚おどろいたものだが、変わり者の世界には、まだまだ上には上がいるらしい。

「とにかくだ。また誰だれかにばれるとまずいから、もうしないようにな」

「……」

　素す直なおな返事が聞けると思ったのに、栞奈はまた視し線せんを逸そらして黙だまり込こんだ。

「ここで『はい』と言ってくれたら、丸く収おさまると思うんだけど」

「……下着を脱ぬいで授じゆ業ぎようを受けるのが異い常じようだということは、私も理り解かいしています。できることなら今すぐやめたいんです。自分でやめられるのなら、もうとっくにやめています！　だけど、わかっていてもやめられないから……その、しているんじゃないですか」

　最後は殆ほとんど聞き取れないほどの小声になっていた。なるほど、ごもっともな意見だ。栞奈は自分のやっていることがおかしいとわかっている。今すぐやめたいとも思っている。だけど、理性よりも過か剰じようなストレスが今は勝っている……ということなのだろうか。

「何か別のストレス発散方法はないのか？　友達と遊びに行くとかさ」

「友達はいません」

「ああ、まだ入学して間もないもんな」

「そういう意味ではなくて……中学のときもいませんでした」

　やけに強く断だん定ていされ、スイコーでならできるよとも言えなかった。

「優ゆう子こは？」

「いい子だと思います」

　求めているのとは違う答えが返ってきた。

「色々と迷めい惑わくをかけると思うけど、仲良くしてやってね。いや、もう迷惑をかけてるか。でも、悪いやつではないからさ」

「……」

　何なに気げないつもりで言った言葉に、栞かん奈なは不思議そうな視し線せんをぶつけてきた。

「なに？」

「そういう家族想いの恥はずかしい発言をする人が珍めずらしかっただけです」

「褒ほめ言葉でいいのかな？」

「話、逸それてますけど、いいんですか？」

　その質しつ問もんには答えてくれなかった。

「よくないね」

　ストレスの発散方法を変えるのではなくて、ストレスの原げん因いんの方を克こく服ふくするべきかもしれない。問題の根本はそこにあるわけだから。

「本を書けるようになれば、その……あれは、大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」

「だと思います」

　とは言え、小説の執しつ筆ぴつに関しては、空そら太たがどうこうできる問題でもない。せいぜい、脚きやく本ほん家かを目指している仁じんに、物語の作り方を聞いてみるくらいだろうか。でも、栞奈は賞を取ってデビューをしている。いわば、もうプロなのだ。仁に相談していいものなのかどうか……。

　明るい出口が見当たらない。

「問題の解かい決けつにはならない気がするんだけどさ」

「なんですか？」

「今度から脱ぬぎたくなったときは、まず俺おれに相談してみるというのはどうだろうか」

「大声を出しますよ」

　なにやら、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見られている。元々の温度が低い分、冷やかな視し線せんの威い力りよくは七なな海み以上だ。

「誤ご解かいをしないでね。君がいつノーパンなのかを知りたいわけじゃなくて、とりあえず、誰だれかに話せば気が紛まぎれるかと思ってさ。事じ情じようが事情なので、誰かに相談とかできないだろ？」

　友達もいない。できないと言い切ったくらいだ。仮かりに友達ができても、カミングアウトするのは簡かん単たんじゃない。

「それは……確たしかに、あなたの言う通りですね」

　少し栞奈が考え込こむ。すぐにどこか不満を含ふくんだ視線を空太に向けてきた。

「仕方がないので、そうしてみます」

　背せに腹はらは代えられないといったところだろう。この際さい、それで十分だ。

「じゃあ、これで解決だな」

　そう思ったのに、栞奈は表ひよう情じようを緩ゆるめない。真しん剣けんな顔で空太をじっと見てくる。

「なに？」

「話はまだ終わっていません」

「その心は？」

「私は、私の秘ひ密みつをあなたが誰だれかに話すのではないかと危き惧ぐしています」

　わざとそうしたのだろうけど、英文を直ちよく訳やくしたような言い方だ。

「言わないよ」

「そんな口約束だけでは、安心できません」

　毅き然ぜんとした栞かん奈なの態たい度どに、空そら太たは心の中でひとつ納なつ得とくをしていた。栞奈が途と中ちゆうで逃にげ出すこともなく、事じ情じようを全部話してくれたのは、辞書で殴なぐったお詫わびでもなければ、不ふ法ほう侵しん入にゆうがばれて観念したからでもない。確かく信しんが持てる口止めの約束をするまでは、もはや帰れないという心しん境きようだったのだろう。限げん界かいまで追い詰つめられた分、覚かく悟ごも決まっているようだ。

「どうすれば納得してくれるんだ？」

　誓せい約やく書しよでも書けと言うのだろうか。

「あなたの……人に知られたら死んでしまいたくなるような秘ひ密みつを、ひとつ教えてください」

　なにかすごいことを言ってきた。

「……俺おれが誰かに栞奈さんの秘密をばらしたら、私もばらすぞってことにしたいと？」

「恥はじの抑よく止し力りよくです」

「そんな言葉、はじめて聞いたな！」

　栞奈は正せい座ざを崩くずさずに相変わらず真しん剣けんな目を向けてくる。けど、瞳ひとみがわずかに揺ゆれているところを見ると、胸きよう中ちゆうは不安でいっぱいなのかもしれない。クラスメイトにでも知られたら、二度と学校には行けなくなるようなネタなのだ。不安で当然だ。

　それに、ここはさくら荘そうの１０１号室。空太の部屋であり完全にアウェイだ。その上、空太は三年生で、栞奈はまだ一年生。それだけでも神しん経けいが磨すり減へるはず……。

　不ふ憫びんに思ったというわけではないが、栞奈が納得して安心できるなら、空太は秘密のひとつやふたつ、話してもいいかという気になっていた。

「う〜ん、秘密ねえ」

　けど、考えてもなかなか破は壊かい力りよくのある秘密など出てこない。

「ないんですか？」

「栞奈さんと同レベルの弱みとなると……なかなかね」

　というか、栞奈と同じくらいの秘密を持っている人間が、果たしてこの世界に何人存そん在ざいしているんだろうか。

　こんなことなら、昨日、パンツをポケットに入れる決けつ定てい的てき瞬しゆん間かんを、ましろと七なな海みに写真に収おさめておいてもらえばよかった。まあ、そのパンツの持ち主が栞奈である以上、その写真には彼かの女じよの秘密もついて回ることになるが……。

「ないなら、なにか別の、そうね……あなた、付き合っている人はいませんよね？」

　顔を上げた栞奈が失礼なことを言ってくる。

「どうして、そう思うんだ？」

「いるんですか？」

「いません」

「今、私に見栄を張はる必要がありました？」

「ありません」

「はあ……」

　と、栞かん奈なが盛せい大だいなため息を吐つく。だいぶ、緊きん張ちようもほぐれてきているようだ。

「では、あなたの好きな人の名前を教えてください」

「は？」

「片かた思おもいをしている人くらいいますよね？」

「うん、まあ」

「スイコーの生徒ですか？」

「うん、まあ」

　なんだろうか、気き恥はずかしいこの感じ。「好きな人いるの？」なんて言う会話をするのなんていつ以来だろうか。思い出せたのは去年の秋……文化祭の最終日に七なな海みとしたのが最後だ。

「それを聞いたら、大人おとなしく帰ります」

　現げん時じ点てんで、すでに大人しくはないと思ったが、それは胸むねの中にしまっておいた。

　──好きな人は？

　そう聞かれて思い浮うかぶ名前はひとつある。

　だけど、いざ口にしようとすると、照れくさいとかそういう感かん情じようとは別に、わずかな躊躇ためらいを空そら太たは感じた。

「……」

　好きは好きなのだろうけど、今すぐ付き合って彼かれ氏し彼かの女じよになりたいと思っているかと言うと、そうでもない気がする。最初は一ひと目め惚ぼれみたいなことからスタートして、彼女のことを知っていくうちに憧あこがれのような感情も芽生えて強くなった。言ってしまえば、今は大きな目標として、彼女のことを追いかけている意味合いが強い。だから、栞奈の質しつ問もんに躊躇ったのだ。

「早くしてください」

　とは言え、空太が言わないと本当に栞奈は帰らないという態たい度どだ。

　迷まよった挙あげ句く、空太は、

「……ずっと気になっている女子の名前でもいいかな？」

　と切り出した。

「それを片思いと世せ間けん一いつ般ぱんでは言うと思います」

「ならいいんだな」

　小さく栞奈が頷うなずく。

「ちょっと耳を貸かしてくれる？」

　面と向かって宣せん言げんするのはさすがに照れる。

　一いつ瞬しゆん考えた素そ振ぶりは見せたけど、栞かん奈なは「どうぞ」と言いながら横を向いた。

「んじゃ、失礼して」

　膝ひざの上のあさひを抱だき上げ、空そら太たは身を乗り出すと、栞奈の耳にその名を囁ささやいた。

「……」

「……」

　用が済すむと、再ふたたび正せい座ざに戻もどる。あさひも膝の上に戻した。

　栞奈も正面に向き直っている。

「余よ計けいな詮せん索さくとか、感想はなしでお願いします」

　顔が焼けるように熱い。

　そこへ、

「神かん田だ君、そろそろ練習に付き合ってほしいんだけ……ど？」

　と声をかけながら七なな海みが部屋にやってきた。

　ベッドの上で正座して向き合う空太と栞奈を見て、目をぱちくりさせている。

「これは、どういう状じよう態たい？」

「空太」

　さらに、ましろまでやってきた。

　ましろの視し線せんも、空太と栞奈を交こう互ごに行き来する。

「誰だれよ、その女」

「一年生の長は谷せ栞奈さんだ。今け朝さ会ったから知ってるだろ！」

「そうね」

「だったら、何で聞いてきた？」

「空太にとって誰？」

「難むずかしい質問だな……」

　パンツを落とした人と拾った人だろうか。それとも、お互たがいの恥はじを知っている運命共同体なのだろうか。

「彼かの女じよは、落とし物を受け取りにきただけだ」

「パンツね」

　そのましろの発言に、

「え？」

　と栞奈がぎょっとする。すぐさま鋭えい利りな刃は物もののような視線で空太を切り付けてきた。

「それは言わないとさっき約束したばかりなのに！」

「拾ったときに一いつ緒しよにいたから、椎しい名なと青あお山やまはパンツのこと知っているんだよ」

「嘘うそです！　あのときあなたはひとりでした。もうばらします。あなたが好きな人は……！」

「だ〜、ちょっと待て！」

　口を塞ふさぐように、空そら太たは栞かん奈なをベッドに押おし倒たおす。

「か、神かん田だ君、なにしてるのよ！」

　はたと我われに返る。

「ご、ごめん！」

　謝あやまりながら、栞奈を引っ張ぱり起こす。びっくりしたのか栞奈は軽い放ほう心しん状じよう態たいだ。

「本当に、椎しい名なと青あお山やまが知っているのは不ふ可か抗こう力りよくなんだ。君とぶつかったあと、すぐにふたりとあの場所で会ったんだよ。俺おれがパンツを拾ったことを知ってるんだ。これは本当。大だい丈じよう夫ぶ、このふたりならちゃんとわかってくれるし、絶ぜつ対たいに誰だれにも言わないから。な？」

　ましろと七なな海みに同意を求める。すぐにふたりともその通りだと頷うなずいてくれた。それを見て、とりあえず、栞奈も口を噤つぐんで、成り行きを見守ることにしたようだ。

　ただ、それで空太に安息が訪おとずれたかと言うと、もちろん、そんなことはない。

「空太の好きな人？」

「それ、なんの話？」

　一番聞き逃のがしてほしかったところに、ましろと七海が食いついてきた。

「いや、それはだな……」

「私の秘ひ密みつを黙だまっていてもらうために、この人の秘密をひとつ教えてもらったんです」

「恥はじの抑よく止し力りよくね」

　言ったのはましろだ。

「それ、流は行やってたのか？　知らないのは俺だけ？」

「じゃあ、神田君の秘密っていうのが、神田君の好きな人ってことで……つまり、長は谷せさんは神田君の好きな人を聞いたんだ？」

　言葉を選ぶように七海が尋たずねている。

「はい」

「誰？」

　ましろが問答無用で質しつ問もんした。

「聞くな！　言ったら恥の大戦争が勃ぼつ発ぱつして、世界が滅ほろんでしまうかもしれないんだぞ！」

「だけど、私の秘密を、すでにおふたりが知っているのなら、あなたの好きな人をここで言っても、問題はない気がします」

　淡たん々たんと栞奈が正せい論ろんを口にする。確たしかに、それで平等だろう。だけど、それをされると非ひ常じように困こまる。名前をあげた相手が、この場にいるのだから。

「すいません、勘かん弁べんしてもらっていいですか？」

　大真面目に空太は頭を下げた。

「冗じよう談だんです」

「真顔で言うのはやめてくれる？　あと、くれぐれも視し線せんには注意してね！」

　下へ手たをすると、栞かん奈なが誰だれを見たかによって、秘ひ密みつが暴あばかれてしまう。

「それ、墓ぼ穴けつを掘ほっていますけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？」

　言ったあとで気づいた。今のは完全にアウトだ。この場所に、その相手がいるのだと、自分で打ち明けてしまったようなものだ。

　つまり、ましろか七なな海みの二に択たく。

　先に七海と目が合った。

「……」

「……」

　お互たがいに無言。だけど、七海は、今の栞奈の指し摘てきの意味を理り解かいしたという顔をしている。驚おどろきと、困こん惑わく、それに動どう揺ようが瞳ひとみを揺ゆらしていた。

　空そら太たの背せ中なかに、じわっと汗あせがにじんだ。

　救いだったのは、ましろの反はん応のうだ。少し首を傾かしげて考え込こんでいた。

「私の聞いた秘密の価か値ちを上げてくれてありがとうございます。これで、安心しました」

「俺おれは不安で夜も眠ねむれなくなりそうだよ……」

「それでは、今日は帰ります。それとも、部屋の片かた付づけを手伝った方がいいですか？」

「どうぞ、おかえりください」

「あ、ちょっと」

　七なな海みの制せい止しを聞かず、栞奈は鞄かばんを持って軽やかに立ち上がる。

「お邪じや魔ましました」

　ドア口で振ふり返ると礼れい儀ぎ正しくぺこりと頭を下げてきた。

「気をつけて帰るんだぞ……」

　そう搾しぼり出すのでやっとだった。

「……」

「……」

　ましろと七海の視線が痛いたい。ぐさぐさと刺ささってきている。

「さ、さ〜て、青あお山やまは演えん技ぎの練習だっけ？　椎しい名なはバームクーヘンか？」

　無理やり明るく振る舞まって、空気の入れ換かえを試みる。

「……」

「……」

　だが、当然のことながら、失敗に終わった。

　その後も、しばらくの間、ふたりからの視線による同どう時じ攻こう撃げきは、止むことがないのだった。




　　　　４




　栞かん奈なが帰ったあと、帰宅した伊い織おりを交えて、空そら太たはましろ、七なな海みと一いつ緒しよに夕食を取った。会話は殆ほとんどなく、視し線せんだけが空太に突つき刺ささっていて、事じ情じようを知らない伊織でも、何か感じることはあったらしい。

「今日は、カニ食ってるときみたいに静かですかね。あ、もしかして、あれですか？　俺おれがエレファント女子にしか興きよう味みがないんで、怒おこってるんですか？」

「なんだ、そのエレファント女子って。エレガントの間ま違ちがいか？」

「胸むねがエレファントな女子ですよ」

　伊織とそんな会話を繰くり広げても、少しも空気はよくならなかった。

　夕食が済すむと、空太は栞奈に荒あらされた部屋の片かた付づけに着手した。

「手伝おうか？」

　と言ってきてくれた七海のご厚こう意いは、気持ちだけありがたく頂ちよう戴だいして、丁てい重ちようにお断ことわりした。すでにペラペラになっている神しん経けいを、これ以上、摩ま耗もうさせるわけにはいかない。

　部屋が元に戻もどると、ゲーム制せい作さくを開始した。

　ただ、この日ばかりは少しも気分が乗らず、頭の半分くらいを、好きだ嫌きらいだのふわふわした感かん情じようが占しめていた。

　あの日……クリスマスイブの夜に、閉しめたはずの気持ちの蓋ふたは、知らぬ間に随ずい分ぶんと緩ゆるくなっていたらしい。

　無理に続けても成果が出ないと思った空太は、ゲーム制作を中ちゆう断だんし、パソコンとゲーム機の電でん源げんを落とすと、風ふ呂ろに向かった。

　丁度、伊織と入れ違いで体を温める。

　一風呂浴びれば、気分も変わると思ったが、今日はダメだった。

　タオルで頭をごしごしと拭ふきながら部屋に戻ると、ベッドの縁ふちに浅く腰こしかけて、七海が待っていた。パジャマ姿すがたで、髪かみも下ろしている。それに、今は眼鏡めがねだ。

「げっ」

「人の顔を見るなり、その反はん応のうは傷きず付つくんだけど」

「心当たりはあるだろ」

　自分の部屋なのに、入るのに勇気がいる。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう聞かないから」

「本当だろうな」

　警けい戒かいしながら部屋の敷しき居いを跨またぎ、空太は七海と並んでベッドに腰を下ろした。

「だって、聞く必要なんてないし」

　横目に映うつした七なな海みは、真っ直ぐ前を見ていた。その視し界かいに収おさまっているのは、去年の秋にましろと美み咲さきが描かいた壁へき画がだ。だけど、七海がその絵を見ているとは思えなかった。もっと、遠く……時間でも距きよ離りでもない遠くを見ているように、空そら太たの目には映うつっていた。

「聞かなくてもわかってる」

　ぽつりと七海が呟つぶやく。

「そうか……」

　空太も静かに答えた。

「最初から、わかってた」

　なんてことはない。こうしてはっきりと言われてしまえば、今さら心が慌あわてることもなかった。ふわふわしていた気持ちも、七海の言葉を聞いて、しっかりと地に足をつけている。

「それを言うために、待ってたのか？」

「ううん。今のはついでの話」

　それにしては随ずい分ぶんと大きな話題を持ってきたと思う。本題はもっと重要ということだろうか。思わず、身み構がまえてしまう。

「さっきね、美咲先せん輩ぱいが部屋にきて、オーディションの日につ程ていを教えてくれたの」

「いつだ？」

「五月三日。私の時間は午後五時からだって。場所は大学の録音スタジオを予約したって言ってた」

　残された日数は十日ほど。

「それでね、その話を聞いたら急に落ち着かなくなっちゃって……練習、一回通しで、付き合ってくれない？」

「わかった。そういうことなら喜んでやるよ」

　机つくえに置いた台本に手を伸のばす。毎日のように繰くり返してきたから、もう殆ほとんど覚えてしまっているのだが……。台詞せりふもそれほどたくさんあるわけじゃない。今回の美咲の作品は、映えい像ぞうだけで演えん出しゆつしているシーンが多いから、フィルムは四十分くらいあっても、台詞の練習だけをすると、十五分程てい度どで事足りる。

　手ぶらでやってきたところを見ると、七海はもう全部覚えてしまっているのだろう。

「『急に話があるって……なんだ？』」

　もう何度も口にした冒ぼう頭とうの台詞からはじめる。

「『うん、結けつ構こう、重要な話……かな』」

　ヒロインからの告白のシーン。

　登場人物は、空太の演じる彼かれ氏しと、七海の演じる彼かの女じよしか出てこない。少なくとも台詞はこのふたりにしかない。

　幼おさななじみのふたりは、高校三年生になった頃ころに、ヒロインからの告白で付き合い出す。幸せな日々。楽しい毎日。一いつ緒しよに登校して、授じゆ業ぎよう中ちゆうに目が合って、ふたりでお弁べん当とうを食べ、並ならんで下校する。時々、隣となり町まちまで買い物に行ったり、遊園地でデートをする。観かん覧らん車しやに乗ってキスをする。驚おどろくような展てん開かいはないけど、ひとつひとつの感かん情じよう描びよう写しやにとても味があって、親しみを覚えるのだ。こんな高校生活もいいなあと思ってしまう。

　その中ちゆう盤ばん、遊園地のデートシーンが終わったところで、

「う〜ん、これでいいのかなあ」

　と七なな海みが役を放ほう棄きして呻うめき声を出した。

「今の演えん技ぎはよかったと思うぞ」

　感情がよく出ていた。観覧車でのキスシーンは、正直、毎回ドキドキする。七海の口から、「ねえ、キスしよっか」と言われるのは、なんかもうたまらない気持ちにさせられる。

「うん……だけど、美み咲さき先せん輩ぱいは素すの感じがほしいって言ってたでしょ？」

「ああ」

「今のは嘘うそっぽくない？　わざとらしいというか……」

「それは、まあ、そうだったかもしれない」

　演技をしているのは、はっきりとわかる感じだ。でも、それは普ふ段だんの七海を空そら太たがよく知っているからなんじゃないだろうか。

「難むずかしいなあ、あえて演技をしないのって……」

「俺おれは演技するのが難しいぞ……」

「最初の頃ころよりは、上手になったと思うよ。なんか、もう笑えない感じだし」

「そりゃ、どうも」

　空太のことはどうでもいいのだ。オーディションを受けるのは七海なのだから。

「ヒロインはたぶんこんな気持ちなんだろうなって思いながらやってはいるけど……やっぱり想そう像ぞうでしかないんだよね。私、彼氏がいたことなんてないし、遊園地でデートしたこともないから、わかってないんだと思う」

「そうか」

「う〜ん」

「じゃあ、どうするか……」

　何か解かい決けつ策さくはないものかと、ふたりして考え込こむ。

「……」

「……」

　少しして、上うわ目め遣づかいの七海と目が合った。何か思いついたような顔をしている。空太の頭の中にも、ひとつのアイディアが浮うかんでいた。

「……」

「……」

　でも、それを口にしていいものなのか、空そら太たは迷まよっていた。演えん技ぎの練習のためとは言え、『空太の気持ちをわかっている』と言った七なな海みにかけてもいい言葉なのか……。

「あのね、神かん田だ君」

　そんな中、七海の方から切り出してきた。

「遊園地でデートをしませんか？」

　何かの役を演じているかのような、どこかわざとらしい口調だ。

「どうして敬けい語ごになりますか？」

「神田君もなっていますよ」

「そうですね……」

　お互たがい、喉のどの奥おくでくすりと笑った。

「明後日あさつての日曜日でいいか？」

　今度は空太の方から声をかける。

「その日は、一日バイトのシフトだから、二十九日じゃダメかな？」

　ゴールデンウィークの初日。特に予定はない。

「いいよ」

「決まりだね」

「あ、でも、俺おれが相手じゃ、演技の参考にはならないかな」

　とっさに続いた言葉は単なる照れ隠かくしだ。その自覚が空太の中にはあった。同時に、今これを言えば、七海が茶化してこの場の空気をほぐしてくれると思っていた。そう確かく信しんしていた。今までも、なんとなくこういう雰ふん囲い気きになったときには、そうだったから。

　けれど、今日は少し違ちがっていた。

「……」

　七海はまず口を噤つぐみ、視し線せんを上げて真っ直ぐに空太を見てきた。少しばかり怒おこっているようにも見える真しん剣けんな表ひよう情じようだった。瞳ひとみだけは揺ゆれていて、不安と寂さびしさを空太に訴うつたえかけてきている。

「本当に、そう思ってる？」

　その一言には、胸むねの中を掴つかまれた感じがした。お互いに向き合うことを避さけてきた感情に、七海が手を伸のばしてきた。そこから目を背そむけることを七海の眼まな差ざしは許ゆるしてくれない。

「参考になるよ」

「……」

「神田君だから、とても参考になります」

「そうか……」

　声が掠かすれる。

「うん」

　返事のあとで、七なな海みがすっと立ち上がった。

「今日も練習付き合ってくれてありがとう。途と中ちゆうだけど、もう大だい丈じよう夫ぶ。わ、私、部屋に戻もどるね」

　早口に言うと、七海は少し小走りになって、空そら太たの部屋を出て行った。

　足音は遠ざかり、二階へと上がっていく。

　放心気味の空太は、もう見えなくなった七海の後ろ姿すがたを、それでもしばらくの間、瞬まばたきもせずに見送っていた。

　──今のはなんだったのだろう

　疑ぎ問もんが頭をかすめる。けど、その疑問は無意味だ。

　空太は答えを知っている。

「……」

　目を閉とじながら、背せ中なかからベッドに倒たおれ込こんだ。

　寝ねていた猫ねこたちが驚おどろいて文もん句くを言ってくる。

　その声は、空太の耳には入っていても、頭の中までは届とどかない。

　意い識しきを外に向けるだけの余よ裕ゆうなどなかった。

　この春……新しい季節がやってきて、三年目の高校生活がスタートした。

　さくら荘そうには、空太がいて、ましろがいて、七海がいて、龍りゆう之の介すけがいて、メイドちゃんがいて、千ち尋ひろがいる。そこに、早くも一年生の伊い織おりが加わり、この一年間、また色々なことを、さくら荘の仲間と経けい験けんしていくんだと思っていた。笑いながら、ときには泣きながら……。卒業までこんな時間を過すごしていくんだと、勝手に思い込んでいた。変わらずに今の関係が続いていくことに、疑問を持たずにいた。

「……」

　いや、本当にそうだろうか。違ちがう気がした。とっくにわかっていたはずだ。同じように見える毎日も、実は少しずつ違ってきていることくらい……。

　平へい穏おんな日にち常じように溺おぼれて、忘わすれてしまっていただけなんだ。

　めぐる季節が街の色を変えるのと同じように、時の流れは人の関係も変えていく。昨日と今日の違いは殆ほとんどないから、その変化を見み過すごしてしまう。自分自身の心しん境きようの変化にすら、気づかないことだってあるのだから……。

　だけど、小さな変化は徐じよ々じよに積もり積もって、ある日、突とつ然ぜんその姿すがたを現あらわすのだ。ましろが空太の絵を描かきたいと言い出したように……。

　七海との関係も、いつのまにか、変わりはじめていたのだ。いつの頃ころからだったのだろう。

「……それを考えるのは無意味か」

　天てん井じように投げた声は、空太のもとへそのまま返ってきた。

　確たしかなのは、空太と七海が過ごした、今日という日があったということ。

　もう昨日には戻もどれないということ。

　そのふたつを、空そら太たは深く深く実感していた。
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　四月二十四日の日曜日……この日、空そら太たはさくら荘そうから一歩も外に出ることなく、朝からずっと机つくえに噛かじり付いて、ゲーム制せい作さくを進めていた。

　時じ刻こくはあと五分で午後九時になる。

　──自分にもシューティングゲームの初歩的なプログラムは組める

　作業開始から十日ほどでそう実感した空太は、昨日から最終的な仕様を模も索さくしていた。

　最初は、完成させることを第一に、オーソドックスな縦たてスクロールのシューティングゲームを作ろうと思っていたのだが、雑ざ魚こ敵てきのパターンをふたつほど作った時点で、

「これ、地味すぎてつまんなくね？」

　と自分で気がつき、方ほう向こう転てん換かんをした方がいいと判はん断だんしたのだ。

　選んだのは、一対一の対戦型シューティング。３Ｄ表ひよう示じされたポリゴンの機体を後ろから見た画が面めん構こう成せいで、いわゆるサードパーソンシューティング……ＴＰＳに分類されるであろうゲーム内ない容ようだ。まあ、縦たて軸じくは使っていないので、見た目だけのなんちゃって３Ｄで、実じつ際さいの計算は２Ｄなのだが……。

　ルールは単たん純じゆん。決められたフィールドの中で撃うち合い、先に相手のエネルギーをゼロにした方が勝ち。

　武ぶ器きは三種類用意する。ひとつ目は、連れん射しやは可か能のうだけど威い力りよくの低いショット。ふたつ目は、連射ができず弾だん速そくも遅おそい代わりに威力の高いミサイル。三つ目は、一ゲームに三度しか使えないボム。ボムは自機の正面にしばらく爆ばく発はつが残り、敵の弾たまをかき消す役やく割わりも果たす。もちろん、敵を巻まき込こめばダメージも与あたえられるし、目くらましにもなる……予定だ。

　今日一日作業して組み込めたのは、ひとつ目のショットまで。

　殆ほとんどの時間を敵ＣＰＵの思考ルーチンを作るのに費やしていた。その成果は十分にあって、日が暮くれた頃ころには、ちゃんとこっちを狙ねらって攻こう撃げきをしてくるようになった。

　おかげでゲームっぽくなった。それがうれしくて、空太は飽あきずにここ一時間ほど途と中ちゆう段だん階かいのゲームで遊んでいた。

　あとは、体力ゲージを設せつ定ていして、勝敗の判はん定ていを出せるようにすれば、一連の流れは完成する。もちろん、残りふたつの攻こう撃げき手しゆ段だん……ミサイルとボムを盛もり込む必要はあるが、それを高いハードルだとは感じていなかった。

　制作は意外なほど順調だ。

　もっと作業する時間があればなおいいのにと思える。

　日曜日はフルで一日使えるが、平日はそうはいかない。

　龍りゆう之の介すけが学校を豪ごう快かいにサボる気持ちが、ちょっとだけわかったような気がした。だからと言って、真ま似ねをしようとは思わないが……。

　このペースならあと一週間ほどで、形になるだろう。

　空そら太たはコントローラーを置くと、体を後ろに反らしながら思い切り伸のびをした。

　肩かたがばきばきと鳴っている。ずっと座すわっていたせいだ。

「あ〜」

　集中力が途と切ぎれるとそんな声がもれた。

　ベッドに仰あお向むけに倒たおれる。

　胸むねの中は充じゆう実じつ感かんで満たされていた。今日はやるだけやった。そういう実感がある。

　背せ中なかに何か当たっているのに気づき、腰こしを軽く浮うかして引っ張ぱり出した。手に掴つかんでいたのは一いつ冊さつのハードカバー。一昨日おとといに長は谷せ栞かん奈なが置いていったもので、その日のうちに、空太は読み終えていた。寝ねる前に興きよう味み本ほん位いで開いただけだったけど、読み出すとやめるタイミングがなくて、気が付くと最後のページにたどり着いていた。

　その余よ韻いんは、今も体に残っている。印象的な物語だった。けど、二作目が書けないと栞奈は苦しんでいる。

「聞くだけ聞いてみるか」

　空太は思い立つと、側にあったケータイに手を伸のばした。アドレス帳から、ちょっと懐なつかしさを感じる名前を呼よび出し、コールボタンを押おす。不思議と少し緊きん張ちようした。

「どうした？」

　受話器から聞こえてきたのは、三月にスイコーを卒業した三み鷹たか仁じんの声。

「最近、どうかと思いまして」

「合コンの誘さそいを断ことわりまくってたら、付き合い悪いって評ひよう判ばんになって、入学早々孤こ独どくな四年間になりそうで震ふるえたよ」

「はあ」

「でも、結けつ婚こんして嫁よめがいるって話をしたら、みんな、面白がって寄よってくるようになった。今では色物扱いで困ってるって感じか」

「なんすか、その話は」

「俺おれの近きん況きようだよ。聞いてきたのは空太だろ？　しっかりしてくれよ」

　まあ、それはその通りなのだが……。

「で、何か悩み事か？」

「物語ってどうやって作るんですか？」

　そのつもりで電話をしたので、早々に本題を切り出した。

「なんだ？　ゲームにシナリオでも必要になったのか？」

「そのときは自分で書こうなんて考えずに、迷まよわず仁さんに頼たのみますよ」

「そのときは期待に応こたえられるよう、精しよう進じんしとくよ」

　仁じんらしい返答に安心する。

「実は、数日前に、小説家の新入生と知り合ったんですけど、二作目が書けないって、だいぶ悩なやんでいたので」

「小説家ってことは、もうデビューしてるのか？」

　わずかに驚おどろきが声に乗っている。

「はい。本も出てます」

「んで、空そら太たはそのかわいい女の子のために、一ひと肌はだ脱ぬごうというわけか」

「俺おれの記憶が正しければ、かわいいとも、女の子だとも、言ってないと思いましたけど？」

「違ちがうのか？」

「まあ、かわいい女の子なんですが」

「相変わらず、人の面めん倒どう見みはいいのな」

「そんなんじゃないですよ。たまたま話を聞けそうな仁さんという知り合いがいたから、聞くだけ聞いてみようと思った程てい度どです」

「自分のことは、ちゃんとやってるのか？」

「ゲーム制せい作さくは、赤あか坂さかのおかげもあって順調です。今、めちゃくちゃ楽しいですから」

　今もＴＶには、制作中のゲーム画面が表ひよう示じされている。敵てきＣＰＵが動かないプレイヤー機を一いつ生しよう懸けん命めい攻こう撃げきしていた。

「そりゃあ、頼たのもしいねえ。んで、その子の名前は？」

「え？」

「小説家のかわいい後こう輩はいの話だよ。振ふってきたのは空太だろ」

　そうだった。楽しいゲーム制作の話になって、思わず忘わすれるところだった。

「由ゆ比いヶが浜はまかんなです。『かんな』はひらがなの『かんな』」

「ああ、それなら知ってるぞ。『シンデレラの日曜日』って作品で新人賞取った子だろ？　俺も読んだよ」

「あ、そうなんですか？」

　だったら、話をしやすいかもしれない。

「十四歳さいでデビューだからな。当時、ちょっと話題になってたんだよ。評ひよう判ばんもよかったようだしさ」

　空太が知らなかったのは、普ふ段だん漫まん画がしか読まないからだ。

「ふ〜ん、彼かの女じよ、スイコーに入学したのか。世間は狭せまいねえ」

　芸大の付ふ属ぞく高こう校こうという部分が、そうした人間を集めるのだろうか。

「で、空太はましろちゃんと青あお山やまさんを差し置いて、その子に狙ねらいを定めたわけだ」

　仁の軽口は相変わらずだ。

「違います」

「その違ちがうは、何に対しての違うだ？　『その子に狙ねらいを定めたわけだ』か？」

「そうですよ」

「んじゃ、『ましろちゃんと青あお山やまさんを差し置いて』は、訂てい正せいしなくていいんだな？」

「……」

「否ひ定ていしないってことは、ふたりと何かあったか？」

　さすがに仁じんは鋭するどい。過か去こに六人の女じよ性せいと一度に付き合っていた男だ。色々とどうかと思うが、生まれてこの方、彼かの女じよがいたことがない空そら太たが太た刀ち打うちできる相手じゃない。

「その話は、まあ、いいんですよ。あんまりよくないんですけど、いいんです」

「なんだそりゃあ」

　電話の向こうで仁が笑っている。

「話を戻もどしますよ？」

「小説家の下級生が、二作目を書けなくて悩なやんでいる話だっけ？」

「そうです」

「ま、確たしかにあの作風だと、次は悩みそうな気はするな」

「どういう意味ですか？」

「空太は読んだのか？」

「はい、一昨日おとといの晩ばんに」

　ジャンルは現げん代だいもの。主人公は中学二年生の女の子。今時珍めずらしいおさげ髪がみに、眼鏡めがねをかけた、どちらかと言えば地味な子だ。

　学校でも目立つことはなく、かと言って、浮ういているというわけでもない。休み時間に話をするクラスメイトはいるし、毎日、一いつ緒しよにお弁べん当とうを食べる友達グループもある。

　グループのひとりが笑えば、みんなも笑う。「なにそれ、超ちようおかしい」と言って、手を叩たたく。そんな日常を過すごしている。

　だけど、彼女の心は笑ってなんかいない。友達はいるけど、なんでも悩なやみを打ち明けられるような、親しい友人はいない……少し踏ふみ込こむと、そうした側面も持っているのが、主人公の女の子だ。

　学校も楽しいとは思っていない。友達から来たメールにはすぐに返信をしないといけないという空気も嫌きらいだと書いてあった。頭ではバカバカしいと感じている。友達とか言っても、結局、上うわ辺べだけの関係。アドレス交こう換かんという赤外線でだけ繋つながった関係。本当にバカバカしい。だけど、現げん実じつには誰だれよりも早く彼女はメールを返すことを心がけている。昼休みにひとりでお弁当を食べるのは嫌いやだから。

　そうやって、彼女は消極的にコミュニティを守っている。猛もう烈れつな息苦しさを感じながらも、たった一度のミスが命取りになることを知っているから。誰だれかに、「あの子、調子乗ってる」と言われたら、グループにはもういられなくなるのだ。

　その緊きん張ちよう感かんと閉へい塞そく感かんを、誰だれもがおかしいとは感じている。彼かの女じよだけではなく、グループのみんなも、クラスのみんなも、ひしひしと感じているのだ。だけど、誰も殻からを破やぶろうとはしない。好きではないけど、調和は調和。

　──平和を乱みだそうとするものに世界は容よう赦しやをしない

　クラスの誰もが知っているこの世の常じよう識しき。だから、みんな暗あん黙もくのルールを守るのだ。

　彼女は、そのことを『誰も得をしない我が慢まん大たい会かいだ』と作中で語っていた。

　そんなある日の日曜日、鬱うつ積せきした気分を晴らすため、彼女は目め一いつ杯ぱいのおしゃれをして、普ふ段だんは殆ほとんどいかない隣となり町まちへと出かけていく。

　髪かみは真っ直ぐに下ろし、眼鏡めがねもやめてコンタクトに。軽くメイクもする。買うだけ買って一度もはいていなかったきわどい丈たけのミニスカートをはく。背せ伸のびをして買ったブーツを合わせると、不思議と気持ちは大きくなった。

　かかとを鳴らしながら、颯さつ爽そうと隣町を歩く。たったそれだけで世界は違ちがう色に見えた。普段は男子に見向きもされていない彼女だったが、この日は強く周囲の視し線せんを感じる。すれ違いざまに、見られているのがわかる。振ふり向いているのも気け配はいでわかるほどだ。ふたり組の高校生が、「今の子、かわいくなかった？」と話題にしているのも、耳に入ってきた。

　学校で感じていた閉塞感は、すっかり忘わすれることができた。息苦しさもない。景色は美しく、空は高く見えた。優ゆう越えつ感かんと開放感。この街には、彼女を縛しばり付けるルールはない。

　その日を境さかいに、彼女は毎週のようにおしゃれをして、日曜日は隣町へと出かけるようになる。ファッション雑ざつ誌しで紹しよう介かいされたショップで店員とおしゃべりをして、いつもなら緊張して並ならべない人気のクレープ屋さんにも堂々と挑ちよう戦せんする。

　何度も行っているうちに、隣町に友達もできる。その子は、ケータイを持っていなくて、煩わずらわしいメールのやり取りもしなくてよかった。日曜日限げん定ていの友達。その友達にはなんでも話すことができた。学校での不満や、恋こいの悩なやみ、両親の離り婚こんのこと……。母親の再さい婚こんのこと……。家にも学校にも居い場ば所しよがないと感じていること……。

　そうした日曜日の様子は、途と中ちゆうから、現げん実じつなのか、夢ゆめなのか、区別がつかないような巧たくみな表ひよう現げんで描びよう写しやされていく。どんな結末が待ち受けているのか、空太はドキドキしながら最後のページを迎むかえた。

　終わりは唐とう突とつにやってきた。

　親友と呼よべる友達もできた。彼女が今を最高だと思った瞬しゆん間かんのことだった。

　彼女はふと目を覚ます。

　視し界かいに映うつったのは、見み慣なれない白い天てん井じよう。

　白衣の男性が話しかけてきて、そこが病院だとわかる。なんでも、彼女は学校で突とつ然ぜん倒たおれ、病院に運ばれてきたらしい。

　医者はストレス性せいのものだとか、何か難むずかしいことを言っているけど、彼女には理り解かいできない。さっきまでは、隣となり町まちで友達と楽しいおしゃべりをしていたはずなのに……。

　同じ戸と惑まどいを、読み手の空そら太たも感じた。だけど、どういうことだろうと、疑ぎ問もんを抱いだいたまま物語は終わってしまう。

　一体、どこまでが現げん実じつで、どこからが夢ゆめだったのだろうか。

　気になってページを戻もどって読み返してみたが、明めい確かくにわかるような描びよう写しやは空太には見つけられなかった。

　それが強きよう烈れつな後味の悪さとして喉のどの奥おくに引っかかり、読後はものすごく落ち着かない気持ちにさせられた。

　二日が経たった今は、

　──現実はそんなもの

　と、栞かん奈なに言われたような気がしている。

「感想は？」

　仁じんが簡かん潔けつに聞いてきた。

「面白かったんですけど、嫌いやな感じがしました。仁さんの感想は？」

「作られた話じゃないって感じがしたな」

「どういう意味ですか？」

「そうだなあ……小説を書こうと思ってから考えた話じゃなくて、元々、自分の中にあった物語を、小説という形で吐はき出したって言えばいいのかな」

「ああ、なるほど」

　仁の言いたいことは、わかる気がした。学校という空間の閉へい塞そく感かんの描写や、友達との関係のドライなところはエグいと感じたくらいだ。

　それに、「友達はいません」と言い切った栞奈とすでに面めん識しきがあるせいか、彼かの女じよの実体験が多分に含ふくまれていると感じずにはいられなかった。

　両親の離り婚こんと、その後の母親との生活。さらに、再さい婚こんして新しい父親ができたという描写もそうだ。文中に、「新しい名字は好きじゃない」という、ヒロインの想いが綴つづられている箇か所しよがあって、どうしても「今の名字は嫌きらいなんです」と言っていた栞奈の面おも影かげがちらついた。

　読み進めている途と中ちゆうから、女の子のイメージは栞奈の姿すがたになっていたほどだ。栞奈の中学時代を、覗のぞき見しているような後ろめたさが空太にはあった。だからこそ、余よ計けいに嫌な感じがしたのかもしれない。

「二作目が書けないってのは、今度は自分の中にないものを、白紙から作ろうとしているからなんじゃないのか？　何も考えずに書いた一作目と、同じやり方が通用しないのは当然だと思うぞ」

「じゃあ、どうすれば書けるようになりますかね？」

「ひとつは無理に書こうとせずに、また自分の中に吐き出したい感かん情じようが溜たまるのを待つ」

「いや、あんまり待っていられないんですよ、これが……」

　書けないストレスが、かなり過か激げきな方向に出ているわけだし。放っておいたら、そのうち絶ぜつ対たいに大変なことになる。

「編へん集しゆうに急かされてるのか？」

「プロットを提てい出しゆつしても、首を捻ひねられるとは言ってましたね」

「なら、そうだな。ものすごく初歩的なところだけ言うぞ」

「あ、ちょっと待ってください。紙に書くんで」

　慌あわてて机つくえに移い動どうする。ペンと紙を用意。

「わざわざメモるほどのものじゃないから、期待はするなよ？」

「準じゆん備びオッケーです」

「基き本ほん的てきに、物語なんて骨ほね組ぐみだけにしたら、意外とシンプルなんだよ。どんな主人公が、どんな世界や場所で、どんな人物や出来事と出会い、どんなことをして、どんなことを感じて、最終的にどんな風になったのか……プロットにしたらこんなもんだ」

　仁じんがゆっくりしゃべってくれたので、十分にメモを取ることはできた。

「たとえば、『シンデレラの日曜日』の場合だと、そうだな……。学校にも、家庭にも自分の居い場ば所しよを見つけられず、日々窮きゆう屈くつな思いをしていた中学二年生の女の子が、ある日、誰だれも自分のことを知らない隣となり町まちに出かけて行き、何のしがらみもない人々に触ふれ、何でも話せる隣となり町まち限げん定ていの友達に出会い、安心できる居場所を見つけ、希望を見出していく物語……ってところか」

「なるほど」

「あの結末を読むと、どんなに上手に目を背そむけても、息苦しい現げん実じつは今もそこにあるって感じだったけどな。夢ゆめは覚めるものって言いたかったのかね？」

　言われてみると、確たしかに、あの終わり方は、そう読める気がした。

「あとは、その物語を通して、読者に何を感じてほしいのか。どう受け取ってほしいのかを、書き手が認にん識しきしておくことが重要かな。考えて書く場合は」

「テーマってことですか？」

「便利な言葉を使うとそうなるな。ただ、今言ったのは、もちろん、物語全体を通してもそうだけど、登場人物ひとりひとりの印象にも当てはまる話だよ」

「はあ」

「じゃあ、『空気を読めないバカ』がひとりいたとするだろ？」

　なんとなく、頭の中に伊い織おりをイメージしてしまった。

「そいつをどう印象付けたいかで、描かき方なんて変わってくるからな。言葉通り、『ろくでもないやつ』と思わせたいのか、読んでいるうちに『憎にくめない愛すべきバカ』として演えん出しゆつしたいのかってことだ。空気を読まずバカをやって、周囲に迷めい惑わくをかけて他人を不幸にするようなやつじゃ、ちょっと困こまりもんだけどさ……逆ぎやくに、自分の損そん得とくなんて関係なく、無自覚に周囲を巻まき込こんで、結果みんなを幸せにしちまうやつだったら、不思議と憎にくめないやつって感じがするだろ？」

　同じスタート地点でも、前者と後者では、確たしかにまるで印象が違ちがう。

「今度、彼かの女じよに話してみます」

「こんな程てい度どでいいなら、簡かん単たんにまとめたテキストがあるから、あとで送っておいてやるよ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

「ま、役に立つ保ほ証しようはしないぞ」

　とか言っているうちに、起動させたままのパソコンにメールが届とどいている。仁じんからだ。早速送ってくれたらしい。わざわざ、送ったと言わないところが、実に仁らしかった。

「んで、空そら太たの恋れん愛あい相そう談だんは受けなくてもいいのか？」

「それは、自分でどうにかします」

「おっ、男だね」

　わざとらしく大げさな反はん応のうだ。絶ぜつ対たいにバカにしている。

「ダメそうだったら、改めて相談します」

「強がるなら、最後までかっこつけておけよ」

　けたけたと仁が笑っている。

「そうすると、かっこ悪いことになるじゃないですか」

「恋愛なんて恥はじをかいてなんぼだよ。最終的には素すっ裸ぱだかになるんだからな」

「心も体も？」

　言ってて、ちょっと恥はずかしい。

「ま、現げん実じつ問もん題だい、体が先じゃないか」

「生々しいというか、夢ゆめがないというか……」

　話を続けていると、部屋のドアが勝手に開いた。自分の部屋のような顔で、ましろが入ってくる。何か用事だろうか。

「あ、すいません。こっちから連れん絡らくしておいてあれなんですけど、なんか椎しい名なが来たんで」

「そりゃあ、卒業した先せん輩ぱいの相手をしている場合じゃないわな」

　からかってきた仁のことは無む視しする。

「じゃあ、また」

「ああ」

　電話を切る。

　ましろはベッドの上に座すわって、つけっぱなしのＴＶとゲーム機のコントローラーを見み比くらべていた。

「遊んでみるか？」

「……」

　無言のましろにコントローラーを持たせてみる。一通り操そう作さを説明する。ここまで、無む反はん応のう。

「じゃあ、行くぞ」

　一度リセットして、パソコンの方から途と中ちゆうまで作ったゲームを実行する。

　ましろがおぼつかない感じでコントローラーを操作すると、画面の中の機体も不安定な動きをしていた。ショットを敵てきとは正反対の方向に撃うっている。

「空そら太た」

「なんだ」

「つまらないわ」

「うん、今の操作で楽しかったら、びっくりだ！」

　それに、まだ制せい作さく途と中ちゆうなので、評ひよう価かの方は勘かん弁べんしてほしい。

「クソゲーね」

「どこで覚えた、そんな言葉!?」

「メイドちゃんが教えてくれた」

「お前ら仲良かったのか……」

　一体、どんな会話が繰くり広げられているのだろうか。

「メイドちゃん言ってたわ」

「なんて？」

「空太がクソゲー作ってるって」

「狙ねらって作ってるわけじゃないからね！」

　あとでメイドちゃんには抗こう議ぎのメールを入れておこう。

「それはそうと椎しい名な」

「なに？」

「漫まん画がを描かくことに、ストレスを感じたりはしないか？」

「ストレス？」

「思ったようにいかなくて苛いら々いらしたり、むしゃくしゃしたり、何も思い浮うかばなくて焦あせったりとか、そんな感じの」

「あるわ」

　もしかしたら、ないのかもしれないと思っていたが、ましろの返事は肯こう定ていだった。

「そんなときはどんな気分になる？」

「無む性しように」

「無性に？」

「空太を」

「俺おれを!?」

「いじめたくなる」

「やめてね」

「いじめている」

「もうやってたのかよ！」

　どうやら、知らず知らずのうちに、ましろのストレス発散に付き合わされていたらしい。時々、変なことを言ってくるのが、実はそれだったのだろうか。

「最近の空そら太たは調子に乗ってるわ」

「なんで、急に俺おれは罵ば倒とうされたんですか？」

「なんか、ダメね」

「漠ばく然ぜんとしたダメ出しだな！」

「全然なってない」

「なにこれ？　なにがはじまったの!?」

「話にならないわ」

「ヘルプ！」

「ぱっとしない」

「ほんとになに!?」

　今までにないパターンに、本気で戸と惑まどってしまう。

　満足したのか、ましろはぱたりと黙だまった。

「……」

「……」

　何かを待つように空太の様子を窺うかがっている。

「どう？」

「って、なにが!?」

「わたしにドキドキした？」

「苛いら々いらしたな！」

「……失敗ね」

　口元に手を当てて、なにやら考え込こんでいる。

「一体、何を企たくらんでいたんだ？」

「リタが言ってたわ」

「その登場人物が出てきた時点で、嫌いやな予感しかしないのはなぜだろうね」

「ふたりはマンネリ気味」

「俺と椎しい名なが？」

「乾かん季き」

「雨季もあったのか？」

「だから、空太につれなくするのです」

　ちょっとだけいつもと違ちがった口調だ。

「まさかと思うが、今のはリタの真ま似ねか？」

「そっくりね」

「よくそのクオリティで自信満々にやってきたな！」

「というわけよ」

「いや、まったく意味がわかりません」

　これはリタに聞いた方が早そうだ。

　空そら太たはケータイを取ると、リタのアドレスにメールを打った。

　イギリスとの時差は約九時間。向こうはお昼のはずだ。

　──椎しい名なに何を吹ふき込こんだ？

　少し待って返事は来た。


　──恋こいの基き本ほんテクニックのひとつを教えただけですよ？

　──詳くわしく聞こうか

　──彼かれにとって、いつも側にいるのが当たり前になっているあなた。そんなあなたが、彼を振ふり向かせるには、一度、距きよ離りを取って、『私がいつまでもあなたの側にいると思ったら大おお間ま違ちがいよ！』ということを、しっかりと彼にアピールするのが一番！　あなたを失い、胸むねにぽっかりと穴あなが空いたような気持ちになった彼に、今度はあなたが追いかけられる番ね！

　──記事を丸写ししたような文面だな

　──記事の丸写しですから

　──そうだと思ったよ！

　──散々冷たくされたのですから、そろそろ龍りゆう之の介すけは私にやさしくしてくれてもいいと思いませんか？

　──なんの話？

　──私と龍之介の恋の話です

　──それは、赤あか坂さか本人としてくれるかな

　──龍之介に伝えてください。『私にメールをくれないと、他の男の人とデートしてしまいますよ。私の大事なものを誰だれかにあげてしまいますよ。私は本気ですよ』って



　リタも恋の基本テクニックを実じつ践せん中ちゆうらしい。

　とりあえず、頼まれた通り、龍之介にリタのメールを転送しておく。

　──リタが、こんなこと言ってたぞ

　即そく時じ、返信が来た。メイドちゃんかと思ったのに、文面は龍之介だ。

　──それは朗ろう報ほうだ、と伝えておいてくれ

　とてもじゃないけど、リタがかわいそう過すぎて言えない。リタと龍之介の恋こい模も様ようは今日も順調に進しん展てんがないようだ。まあ、けど、空太の知りたいことはわかったので、これでよしとすることにした。

　ふとケータイから顔を上げると、用事が済すんだからなのか、ましろが部屋を出て行こうとしている。

「ちょっと待て！　俺おれに文もん句くのひとつやふたつ言わせろ！　ストレス溜たまるから！」

　仕方がないと言った様子で、ましろが振ふり向いた。

「だって」

「だってじゃない！」

「空そら太た、七なな海みとデートするくせに」

　まったく構かまえていなかったところに、ましろが深く切り込こんできた。たったの一いち撃げきが致ち命めい傷しようとなった。

　別に隠かくすことでもないと思って、待ち合わせの場所や時間を昨日の夕食後にダイニングで決めたのがまずかった。

　ましろがリタに相談したのは、そのことが原げん因いんなのだろうか。

「あれは、演えん技ぎの参考にするためだぞ」

「……」

　じっと、ましろが見つめてくる。

「な、なんですか？」

「空太には好きな人がいる」

　今度は、栞かん奈ながやってきたときの話の続きらしい。

「そりゃあ、まあ、いるだろ、普ふ通つうは」

　一いつ般ぱん論ろんで逃にげようとした空太に、さらにましろが追い討うちをかけてきた。

「好きな人がいて、七海とデートする」

「へ、変な勘かんぐりはよせ」

　そういうのとは違ちがうと、はっきり言えないのがもどかしい。栞奈がきたときに、ましろは空太の掘ほった墓ぼ穴けつの意味には、気づいていない様子だったけど、今も気づいていないという保ほ証しようはどこにもないのだ。リタに相談した際さいに、リタが気づいて、ましろに事実を教えている可か能のう性せいもある。

　ましろか七海。あの日、空太はそのどちらかが好きだと間かん接せつ的に打ち明けてしまったようなものなのだ。

　ここで、七海は違うと強く否ひ定ていしようものなら、消去法でましろが好きと言っていることになる。そんな告白はさすがに酷ひどすぎる。

「ふ〜ん」

「なんだその珍めずらしい反はん応のうは」

「空太には好きな人がいて……」

「またか！」

「七なな海みとデートする」

「このデートは演えん技ぎの参考という名目です！　それ以上でも以下でもありません！」

「空そら太たには好きな人がいて……」

「もうこの話はやめませんか？」

「七海にやさしい」

「お前、俺おれをどうしたいんだよ？」

　どう見ても、完全に疑うたがわれている。

「空太には好きな人がいて」

「まだ続けるの!?」

「七海にも好きな人がいて」

「まあ、そりゃあ、いるだろうさ」

「わたしにも好きな人がいるわ」

　かすかに、ましろの頬ほおが朱に染そまっている気がする。じっと見み据すえていないとわからない程てい度どに、瞳ひとみも揺ゆらいでいるように思えた。

「……」

　ましろに好きな人がいる。

　はっきりと言葉にされたのは、はじめてのような気がする。

「これは、三角関数ね」

「おしい！」

「三角関係ね」

「正せい解かいだけど、面と向かって言うのはやめてくれるかな！」

「どうして？」

「俺のガラスのハートが砕くだけ散りそうだからです！」

　もうこれは間ま違ちがいない。ましろは殆ほとんど把は握あくしている。空太、ましろ、七海の三人の関係図が、今どういう風になっているのかを。

「丁度よかったわ」

「三角関係が丁度いいなんて状じよう況きようが、人生の中にあるのか？」

「綾あや乃のが言ってたわ」

　それはましろの担たん当とう編へん集しゆうさんの名前だ。飯いい田だ綾乃。

「ほう、なんて？」

「そろそろ三角関係ね」

「リアルの話じゃないと思うんだ、それ！　頭に『椎しい名なさんの作品に今後必要なのは』ってついてなかった？」

「ついてたわ」

「だったら、大事な部分だから省しよう略りやくしないでください！　肝きもが冷えたわ！　……てか、だいたい、お前は三角関係の意味、わかってるのか？」

　そこはちょっと怪あやしいと思う。なんたって、ましろだ。

「わかってるわ」

　ましろは自信満々だ。というか、ましろはいつだって自信満々だ。

「本当だろうな。言ってみなさい」

「嫌いやよ」

「わかってないだろ！」

「言うと、空そら太たが困こまるもの」

「……」

　がつんと脳のう天てんを叩たたかれたような衝しよう撃げきだった。言葉も出てこない。

「それでも言う？」

「いや、いいです……」

　これは、もはや待ったなしの状じよう態たいなのかもしれない。空太はそう感じていた。

　いつか考えなければならないときは必ずやってくる。

　いつか決めなければならないときは必ずやってくる。

　たとえ、準じゆん備びが整っていなくても、現げん実じつは容よう赦しやなく迫ってくることを、空太はもう知っていた。この一年間で、しっかりと学んできた。経けい験けんしてきた。

　完全じゃなくても、万全じゃなくても、迷まよいながらでも……選せん択たくしなければならないときは必ず訪おとずれる。人生とはそんな風にできているのだ。

　空太にできるのは、許ゆるされた時間の中で悩なやみ抜ぬいて、答えを出すことだけだ。

　そして、ましろが空太の絵を描かいている以上、その時間もそれほど長くは残されていないと、空太は感じていた。




　　　　２




　翌よく日じつの月曜日、空太は昼休みになると鞄かばんを持って立ち上がった。

「ましろのところ？」

　横の席の七海が話しかけてくる。

「いや、ちょっと野や暮ぼ用よう」

「なにそれ？」

　強く追つい及きゆうもされなかったので、空太は曖あい昧まいに答えて教室を出た。

　階かい段だんを下りて一年生の教室に向かう。優ゆう子こは三組だと言っていたので、一いつ緒しよのクラスである長は谷せ栞かん奈なも同じ教室にいるはずだ。

　違ちがう学年の廊ろう下かを歩くのは、三年生になっても少し緊きん張ちようする。一年のときは、空そら太たもこの一階の教室を使っていたはずなのに。

　三組の教室を覗のぞき込こむ。前の方の机つくえで友達とお弁べん当とうを広げている優ゆう子こはいたけど、肝かん心じんの栞奈の姿すがたはない。

　引き返そうとしたところで、優子と目が合ってしまった。

「あ！　お兄にいちゃ〜ん！」

「あのバカ……」

　大きな声で呼よぶものだから、めちゃくちゃ目立っている。その優子は、席を離はなれて空太のところまで駆かけてきた……と思ったら、敷しき居いに躓つまずいてずっこけた。

　顔面を強打している。見ている方が痛いたい。

　おかげで、ますます注目されている。

「一いつ緒しよにお弁当を食べる？」

「食べない」

　おでこと鼻の頭を赤くした優子を一いつ蹴しゆうする。

「だったら、何のために来たのさ！」

「栞奈さんは？」

「購こう買ばいに行くって言って……戻もどってきてない!?　どうしよう、遭そう難なんだ！」

「たぶん、騒さわがしい優子と昼飯を食うのが嫌いやなんだろ」

「それはないよ〜」

　疑うたがうことを知らないとは恐おそろしいものだ。

「じゃあ、俺はこれで。優子には用はない」

「わ、私だってないんだから！」

　よくわからない妹の強がりは背せ中なかで聞いて、空太はさっさと歩き出した。

　一いち応おう、購買の方を覗いてみる。パンの出しゆつ張ちよう販はん売ばいに群むらがっている生徒の中に、栞奈の姿は見当たらない。というか、栞奈の性せい格かく上じよう、たぶん、あの群むれの中には突つっ込まないだろう。

　あと、栞奈が行きそうな場所。

「……」

　ダメ元で屋上に行くことにした。

　廊下に戻もどって階段を上る。一階からだと屋上が遠い。

　ドアの前に来る頃ころには、すっかり息が上がっていた。

　屋上に出る。

　晴れた空が空太を出で迎むかえた。心地いい風が吹ふいている。

　このくらいの季節が、暑くも寒くもなくて丁度いい。

　入り口から一番遠い奥おくのベンチに栞かん奈なを見つけた。

　空そら太たには背せ中なかを向けた形で、フェンスの向こうを向いている。

　声はかけずに近づいて、空太はひとり分の隙すき間まを空けて、栞奈の隣となりに座すわった。

　気け配はいに気づいた栞奈は、警けい戒かいした面おも持もちだ。

「あなたですか」

「隣、いいかな？」

「隣のベンチなら空あいてますよ」

　栞奈の視し線せんは空太を通り過すぎて、ひとつ先のベンチを見ている。

　遠回しに、あっちに行けと言っているようだ。

　空太は気づいていないふりをして、鞄かばんから出した弁べん当とう箱ばこを広げた。少しも感動がないのは、今け朝さ、六時に起きて自分で作った弁当だからだ。

　アスパラの肉にく巻まきを口に放り込こむ。味には満足だ。

「執しつ筆ぴつの調子はどう？」

「空気を読めない人だったんですね」

「本当に迷めい惑わくだったら、栞奈さんは自分が隣のベンチに移い動どうしたんじゃないかと思って」

「……」

　無言で栞奈が立ち上がる。けど、そこから一歩も動こうとはしない。少し間があって、栞奈はまた元の場所に座り直した。ここで隣のベンチに移動したら、空太の言葉を認みとめているようで嫌いやだったのかもしれない。

「ひとりで昼食を取ったらいけないんですか？」

「俺おれ、悪いなんて言ったっけ？」

「……かわいそうだから、座ったんじゃないんですか？」

「俺もひとりなのに？」

「……」

「ひとりが気になるなら、教室に戻もどって優子と食べればいいのに」

「……」

　今度はだんまりだ。

　これは早々に話題を変えた方がいいかもしれない。

　そう思った矢先に、

「人の多いところは苦手なんです」

　と栞奈の方から言ってきた。

　もさもさと栞奈がサンドウィッチを食べている。

「あの」

「なに？」

「あまり食べているところをじっと見ないでください。恥はずかしいので」

　少しもそんな風には見えない。でも、視し線せんを合わせてこないので、本当に恥ずかしいのかもしれないと思った。

「ごめん」

　謝あやまってから空そら太たもコロッケを箸はしで掴つかんだ。

「調子は、よくないです」

　小さな声で何か言ってきた。

「ん？」

「あなたが聞いたんですよ。『執しつ筆ぴつの調子はどう』と」

　そうだった。

「よくないってことは、進んでない？」

　栞かん奈なが首を縦たてに振ふる。

　まあ、事じ情じようを知ったのが三日前だ。大きな前進を望むのが間ま違ちがっている。

「土日は、時間があってダメです。執筆のことばかり考えていたせいか、すごく苛いら々いらして……今日は、余よ裕ゆうがないのでここにいるんです」

　続けて、いつもはあなたの妹がしつこく誘さそってくるから、教室で昼食を取っていると言い訳わけするように付け足してきた。

「じゃあ、今はストレスが溜たまっている状じよう態たいというわけか？」

「はい」

　空太の視し線せんは吸すい寄よせられるように、栞奈のスカートへと向かう。特に、裾すそのあたりが気になって仕方がない。

「言っておきますけど、今ははいてますよ」

「それはよかった」

「いやらしい目で、見ないでください」

「そんな目はしてないだろ！」

　風でも吹ふいたらえらいことになると思って、はらはらしているだけだ。ご飯を箸で掴んで口に運ぶ。

「栞奈さんは、どうして小説家になろうと思ったんだ？」

「なろうと思ってなったわけじゃありません」

「そうなのか？」

　うっかりなれるものとも思えないのだが……。

「あれは……『シンデレラの日曜日』は、日記のようなものでしたから」

「小説なのに？」

「なんとなくはじめたんです。学校はつまらなくて、友達付き合いも息が詰つまるし、そういうことをどこかに吐はき出したかったのかもしれません」

「それで、日記か……」

「はい。最初はただ書いているだけで満足していました。文章を綴つづっているときだけは、そのことに没ぼつ頭とうできたので、日々の不満を忘わすれることができたんです。学校のこと、友達とのこと、あと家族のことなんかも……」

「そっか」

「だけど、しばらく続けているうちに、今度は嫌いや気けが差してきました。どのページにもいいことが書いてないので、読み返すと気分が悪くて。それで、最初は、悪ふざけのつもりだったんですけど、日記に嘘うそを書いたんです」

「嘘？」

「おしゃれをして、知り合いが誰だれもいない街に出かけて、とても楽しい時間を過すごしました、と」

「……」

「それから、少しずつ嘘を織おり交ぜているうちに、気づいたらもう日記じゃなくなっていました。時間が経たつに連れて、嘘の方が多くなっていたと思います。でも、元々は憂うさ晴らしにはじめたことだったので、別にどうでもよかったんですけど」

　仁じんの言っていた通りだ。『シンデレラの日曜日』は、小説を書こうと思って生み出された作品じゃない。栞かん奈なの日にち常じようがベースになっていて、そこに、彼かの女じよの嘘が混まざっている。それも、ただの嘘じゃない。栞奈の願望だったからこそ、読み手の心に残る作品に仕上がった。事実としては嘘だけど、心しん情じようとしては本当のことだったから。

「そんなときに、たまたま、ＴＶの特集で、最近は数多くの小説の新人賞があることを知ったんです」

「で、興きよう味みが出て応おう募ぼした？」

　栞奈が軽く目で頷うなずく。

「賞を取れると思ったとか、取りたいと思ったとか、そういう前向きな動機があったわけではないんです。ただ、これを読んだ人がどう思うのかに、少しだけ興味がありました。元は日記なので、近くにいる人には、絶ぜつ対たいに見せられませんから」

「そしたら、見事受賞したわけか」

　こういうのも才さい能のうと言うのだろう。やろうと思ってやったわけではなく、やったらできてしまった……そういう感じ。

「おかしいですよね。あの頃ころは、書くことが楽しかった。苛いら々いらした気持ちを書くことで忘れられていたのに……」

　それが、今は逆ぎやく転てんしている。書くことが栞奈を苦しめている。

　仕事にするとは、そういう側面も持っているのだと思う。やりたいという気持ちのすぐ側に、やらなきゃいけないという義ぎ務むも寄より添そっている。それがプレッシャーになることもある。楽しかったはずのことが、楽しくなくなる……今の栞かん奈なはまさにそうだ。

「なろうと思ってなったわけじゃなくても、今は小説を書き続けたいと思ってるんだよな？」

　興きよう味みも未練もなくて、ただ辛つらいだけなのなら、やめるという選せん択たく肢しもあるはずだ。けど、今のところ、栞奈からそうした意思は感じない。

「答える前に、私からもひとついいですか？」

「なに？」

「……もしかして、読みました？」

　空そら太たの態たい度どに何か思うところでもあったのか、栞奈はそう聞いてきた。訝いぶかしげな表ひよう情じようで、様子を窺うかがってきている。

「ああ、読んだよ」

「そ、それは先に言ってください！」

　慌あわてたような怒おこったような声。

「読んだとわかっていれば、日記だったなんて言わなかったのに……」

「小説として面白かったよ」

「わざとらしいフォローはいりません」

　不ふ機き嫌げんな様子で、栞奈はパックのお茶をストローで飲んでいる。

「さっきの質しつ問もんですけど……続けたいというか、私には、続けるしかないんです」

　自ら暗くら闇やみに足を踏ふみ入れるような悲ひ壮そう感かんが栞奈にはあった。

　そう言えば、先週、空太の部屋に不ふ法ほう侵しん入にゆうしてきたときにも、似にたようなことを言っていた。

「読んだのなら、もう隠かくす必要もないですね……。本に書いた通りです。中学一年のときに両親が離り婚こんして、しばらくは母とふたりで暮くらしていました。でも、一年も経たたずに、母が再さい婚こんすることになって、新しい父親ができたんです」

　確たしかに、それは空太が本で読んだ通りの話だった。

「今さら、その人をお父さんと呼よぶのも違い和わ感かんがありました。三人でいると、お互たがいに気を遣つかって家の中がぎこちない空気になるんです。それに耐たえられなくて、高校は寮りようのあるスイコーに決めました。本を書いて印いん税ぜいをもらっていれば、家の方にも負ふ担たんを掛かけずに済すむし、極力関わらずにいられるので……だから、最さい低てい限げん、普ふ通つうに就しゆう職しよくしてお金を稼かせげるようになるまでは、書かないといけないんです」

　正直、話を聞いていて、いい気持ちはしなかったし、栞奈の選んだ解かい決けつ策さくに、賛さん成せいする気にもなれなかった。結局、何も解決はしていないから。

「余よ計けいなお世話だと思うけどさ」

「なら、言わないでください」

　ぴしゃりと、栞奈がシャットアウトしてくる。

　それでも、空そら太たは箸はしを動かしながら、最後まで言い切った。

「一度、ご両親とはきちんと話をした方がいいと思うぞ」

「私の話、聞いていましたか？　本当に、余よ計けいなお世話です」

「だから、そう前置きしただろ？」

「私は言わないでくださいと言いました」

「わかった。じゃあ、もう言わない。今日はこれを渡わたそうと思ってきたんだ」

　本来の目的を果たすために、空太は鞄かばんから取り出した数すう枚まいのコピー用紙を、栞かん奈なに差し出した。

「なんですか？」

　警けい戒かいした面おも持もちだ。

「三月に卒業した人で、今、大阪の芸大に通ってる先せん輩ぱいがいるんだ。その人、脚きやく本ほんの勉強をしてるから、ちょっと話を聞いてみたんだよ」

　とりあえずという感じで、栞奈がコピー用紙を受け取る。プリントアウトしてあるのは、昨日、仁じんが送ってくれた物語の作り方の初歩をまとめたものだ。

　栞奈は大人しく内ない容ように目を通していた。一枚……また一枚とめくっていく。途と中ちゆうからはサンドウィッチを食べるのも忘わすれて、時々、そうかと納なつ得とくしたように呟つぶやいていた。

　読み終わったのか、栞奈がちらりと横目で見てきた。

　その目は、数日前に知り合ったばかりなのに、どうしてと語っている気がした。

「事じ情じようを聞いたから、かな？」

　真面目に答えたつもりなのに、栞奈は目を細め、警けい戒かい心しんを強めた顔をする。

「何か、明めい確かくな理由があった方がいいなら、そうだなあ……顔見知りの下級生、それも、妹の友達の女の子が、今、ノーパンで授じゆ業ぎようを受けているかもしれないと思うと、少し落ち着かない気分になるからっていうのは、どう？」

「本当のことを言ってください」

「ごめん、ものすごく落ち着かないです」

　栞奈が聞きたがっている言葉とは違ちがうとわかっていながら、空太はそう答えた。

「……」

　ますます栞奈が難むずかしい表ひよう情じようになる。

「変な人ですね。さくら荘そうに住んでいるだけのことはあります」

「その評ひよう価かはいただけないな。俺おれ、さくら荘では一いつ般ぱん人じん代だい表ひようだと思うぞ」

「基き準じゆんがさくら荘になっている時点で、普ふ通つうではないと思います」

「……そう言われるとそうだな。あれ？　俺って変なの？」

　いやいや、そんなことはないはずだ。変という言葉は、ましろや美み咲さき、龍りゆう之の介すけのような人間に対して使うのが正しい。

「すいません」

「いや、別に謝あやまってもらうほどのことじゃないけど」

「そうではなくて……先ほどまでの私の態たい度どは、あまりよくなかったと思うので」

「自分のことが上う手まく行ってないときに、他人になんて気ぃ遣つかってらんないもんな」

　余よ裕ゆうがなければ、空そら太ただってそうなる。ピリピリもするし、周囲に当たることもある。そんなのは全然普ふ通つうだ。

　逆ぎやくに、何かひとつでも充じゆう実じつしていれば、気持ちは軽くなる。今、空太が栞かん奈なを前にして、穏おだやかでいられるのは、ゲーム制せい作さくが順調に進んでいるおかげだ。

「怒おこってないんですか？」

「余計なお世話だと言われるんじゃないかと、びくびくはしてた」

　なんというか、栞奈にはバリアのようなものを感じていたから。

「ほんとに変な人ですね……。でも、いいんですか？　私に協力しても」

　まるでそれが空太のマイナスになると言っているような口調だった。

「小説を書けるようになって、私のストレスがなくなれば、その……私は、学校でそういうことをしなくなるんですよ？」

「俺おれ、変へん態たいだと思われてる？」

「そうではなくて、私の弱みがなくなれば、一方的に私があなたの弱みを握にぎっているという状じよう態たいになります」

「ああ、そういうことか」

　問題がないとは言えないかもしれない。けど、たぶん、たいした問題じゃないと思えた。

「いいよ、別に。俺の弱みも、有ゆう効こう期き限げんはあるからさ」

　今となっては、さほど長くは持たない気がしている。ましろの絵が完成した時点で、何かが変わってしまう気はしていたから……。栞奈とはこれでイーブンなんじゃないだろうか。

　そんな話をしていると、突とつ然ぜん、背はい後ごから、

「空太」

　と声をかけられた。

「うおっ！」

　振ふり向くと、ぽつんとましろが立っている。その視し線せんが、ベンチに並ならんで座すわった空太と栞奈の間を、二度往おう復ふくした。かと思うと、ましろは人ひとり分の隙すき間ましかなかったふたりの間に、割わり込こむように座ってきた。ちょっと圧あつ迫ぱく感かんがある。

「なにこれ、電車の座席みたいになってるんだけど？」

「……」

　ましろからの応おう答とうはない。持っていた弁べん当とう箱ばこを開いて、黙もく々もくと食べはじめている。中身は全部空太の弁当と同じだ。そのことに、栞奈は気づいた様子だった。

「ひとつ聞いてもいいですか？」

　栞かん奈なの意味深な視し線せんが、空そら太たとましろの間を行き来する。

「ダメだな」

「おふたりはどういうご関係なんですか？」

「俺おれ、ダメって言ったよね？」

「すいません。好こう奇き心しんが理り性せいを上回りました」

「しれっと嘘うそを言うんじゃない！　ろくな大人おとなにならないぞ！」

「わたしと空太は、恋こい人びと以上友達未満よ」

　答えたのはましろだ。でも、何かおかしい。

「それを言うなら、友達以上恋人未満だろ！」

「なるほど、わかりました」

　勝手に栞奈が納なつ得とくしている。その認にん識しきは正しておきたいところだったけど、

「そうなの？」

　と、ましろが聞いてきたので、機会を失ってしまった。

「では、邪じや魔ま者ものの私は失礼します」

　すっと栞奈が立ち上がる。

「気を遣つかうのやめてくれるか？」

「もう食べ終わっただけです」

　空になったビニール袋を、空太に見せてきた。

「そうですか」

「あの……」

「ん？」

「これ、わざわざありがとうございました」

　栞奈がコピー用紙をわかるように掲かかげる。

「仁じんさんにお礼言っておくよ」

　一度、お辞じ儀ぎをしてから、栞奈はすたすたと校こう舎しやの中へと戻もどっていった。

「で、椎しい名なはなにしに来たんだ？」

「志し穂ほが教えてくれたわ」

「何を？」

「空太が屋上で女と会ってるって」

「ほう、それでか、なにやらさっきから視線を感じるのは！」

　振ふり向いて姿すがたを探さがすと、北側のベンチの陰かげにしゃがみ込んだ志穂を見つけた。「あ、やばっ」と、ここまで聞こえる声を上げながら、ばたばたと校舎の中に逃にげ込こんでいく。

「空太」

「今度は何を言って俺おれを困こまらせるんだ？」

「コロッケ、おいしいわ」

「そうか。だが、俺のはやらんぞ」

「なんで？」

「俺のだからだよ！」

「わたしが育たなくてもいいの？」

「お前は、女子としては十分育っているだろ」

　身長で言えば、平へい均きん以い上じようはある。七なな海みよりも大きい。

「胸むねは？」

「今、俺、すごいこと聞かれてるよね？」

「育たなくていいの？」

「だ〜、わかったよ、俺のコロッケも食え！　ただし、俺は伊い織おりと違ちがって、別にそこを重じゆう要よう視しするわけではないからな！　いいか？　わかってるな？」

「……」

　空そら太たの熱ねつ弁べんを、コロッケを頬ほお張ばるましろが聞いているはずもない。無言でもぐもぐと口を動かしている。そして、それを飲み込こむと、ましろは弁べん当とう箱ばこを閉とじて、突とつ然ぜん立ち上がった。

「うお、なんだ？」

「空太、いくわよ」

「さも、当然と言った顔をしているところ悪いけど、どこに!?」

「美び術じゆつ室しつ」




　残りの弁当を急いで胃い袋ぶくろに収おさめ、空太はましろに連れられて美術室にやってきていた。

　ましろは黙もく々もくとイーゼルを立て、カンバスを置き、画材を用意している。

「昼休みもやらないと、終わらないような絵なのか？」

「七海には負けられない」

「それ、俺の質しつ問もんに対する答えか？」

　再さい度ど尋ねたときには、もうましろは全ぜん神しん経けいを絵筆の先に集中させてしまっていた。

「いつ見ても、すげえ瞬しゆん発ぱつ力りよくだな……」

　オンとオフのスイッチでもついているのだろうか。そう疑うたがいたくなるほどだ。

　しばらくは大人おとなしくモデルをしていた空太だったが、十五分もすると耐たえられなくなってきて、とりあえずましろに話しかけてみた。

「なあ、椎しい名な」

「……」

　返事はない。

　それでも、ひとつ聞いておこうと思っていたことを思い出し、空そら太たは気にせずましろに尋たずねた。

「大学はどうするんだ？」

「いかないわ」

　即そく答とうだった。

　ましろの視し線せんは、絵を捉とらえているし、絵筆を持つ手も止まっていない。

「漫まん画がを描かく」

　予想していた通りの答えだ。だから、空太は今さら驚おどろきはしなかったし、動どう揺ようすることもなかった。ただ、今のさくら荘そうでの生活が、今年一年で本当に終わるんだということを、このときに強く実感した。

　卒業すれば、ばらばらになる。それぞれの道を歩んでいく。ましろの一言が、曖あい昧まいだったイメージを、より確かく実じつなものに引き寄よせたのだ。

「ちなみに、卒業後の生活はどうするつもりだ？」

「漫画を描く」

「俺おれの聞き方が悪かったな。どこに誰だれと住んで、誰に面めん倒どうを見てもらうんだ？」

　今までのように、さくら荘で空太が世話をするわけにはいかない。

　なのに、ましろは平然とした様子で、

「空太の部屋に」

「え？」

「空太と一いつ緒しよに住んで」

「はい？」

「空太に面倒見てもらうわ」

　と、のたまった。

「ちょっと待て！」

「待たないわ」

「いやいや、待て待て、そこは待て！　自分が何を言ったのか、よく考えてみようか？　それがいいと思うぞ、俺は！　若い男女がひとつ屋根の下で一緒に暮くらすとか、まずいからね！」

「今も一緒よ」

「さくら荘は学がく生せい寮りようで、他にも赤あか坂さかとか、青あお山やまもいるだろ！　ふたりきりじゃないから！　大人おとなである千ち尋ひろ先生もいるんだし、それとこれとは話が別だ！」

「嫌いやなの？」

「感かん情じようの問題じゃなくて、モラルの問題なんだよ！　だ、だって、お前、そ、それって、つまり、あのさ……ど、同どう棲せいってことだろ!?」

　自分で言っておいて、空太は『同棲』という響ひびきに顔を真っ赤にした。思わず、部屋を借りて、ましろとふたりで暮くらしている未来の景色を想そう像ぞうしてしまう。なぜだか、ましろはエプロンをつけてキッチンに立っていた。絶ぜつ対たいにありえないし、若じやつ干かん、イメージに『新しん婚こん』のキーワードが混まざってしまっている。

「どうせいっちゅうねん！」

　自分の妄もう想そうに素す早ばやくツッコミを入れる。

「同どう棲せい中ちゆうね」

「違ちがうわ！　奇き跡せき的てきな言葉遊びとか、ここで繰くり出すのはやめてね、ほんと！」

「わたしと住むの、嫌いやなの？」

「だ、だから、嫌とかじゃなくて！」

「嫌よ嫌よも好きのうち？」

「もっと違くて！　一いつ緒しよに暮らすとか、そういうのは、恋こい人びと同どう士しがするものだろ！」

　力説すると、ましろがじっと空そら太たを見み据すえてきた。

「……」

　透とう明めいな瞳ひとみは、いつ見ても綺き麗れいだ。

「な、なんだよ」

　沈ちん黙もくに耐たえ切れず、促うながすように言っていた。

「なら、恋人になる？」

「は？」

　感覚が現げん実じつから一いつ瞬しゆんにして遠のいていった。異い国こくの言葉を耳にしたような感覚……。

「空太とわたし」

「……」

「恋人になる？」

　これは、きっとあれだ。いつもの素すっ頓とん狂きようなましろの発言だ。突とつ然ぜん、とんでもないワードを放り込こんでくるのは今にはじまったことじゃない。だから、言葉通りの意味として受け取ると痛いたい目を見る。そう思った。そう思って、バカを言うなと口にしようとした。けど、空太が口を開く前に、

「恋人同士は手を繋つなぐわ」

　と、ましろの方から求めていない説明をしてきた。

「デートをして、キスをして、エッチをするのよ」

「そ、それを俺おれと椎しい名ながするのか!?」

「……」

　空太の決死の返答に、ましろが考え込むように首を傾かしげた。すぐに何か思い当たったのか、口を「あ」の形に開いている。カンバスの陰かげから顔を覗のぞかせていたましろは、見る見る赤くなっていった。まるで、無自覚に告げた言葉の意味に、今さら気づいたかのように……。

「し、椎しい名な？」

　名前を呼よぶと、ましろは動物が巣す穴あなに戻もどるように、素す早ばやくカンバスの陰かげに身を隠かくした。おかげで表ひよう情じようは見えなくなってしまう。

「お、おい、お、お前っ！　じ、自分が何を言ったか、わ、わかってるのか!?」

　はっきりとそうだと認にん識しきできるましろの照れた反はん応のうに、空そら太たまで急きゆう激げきに恥はずかしくなってきた。ドキドキが収おさまらない。それどころか、どんどん鼓こ動どうは高鳴っていく。

「お、お前、だ、だって、あのな！」

　上う手まくしゃべることもできなくなっている。

　そんな空太の様子を、カンバスの陰から目元まで出したましろが覗のぞいてくる。でも、空太と目が合うと、またすぐに引っ込こんでしまった。

「じょ、冗じよう談だんよ」

　そして、消えてしまいそうな声でそう言ってきた。ましろが言葉をつっかえるのは珍めずらしい。はじめて聞いたかもしれない。わかりやすく動どう揺ようが声こわ音ねに乗っていた。

　カンバスが邪じや魔まで、今、ましろがどんな顔をしていたのかはわからない。たとえ見えたとしても、フリーズした空太の脳のうでは、何も考えられなかっただろう。

　その後、チャイムが鳴るまで、ふたりに会話はなかった。ふわふわとした空気が、ただただ漂ただよっていた。




　　　　３




　ゴールデンウィークがはじまるまでの残り三日間は、昼間は学校で授じゆ業ぎようを受け、放課後は美び術じゆつ室しつでましろの絵のモデルをし、帰き宅たく後ごはゲーム作りに明け暮くれているうちにあっさりと過すぎて行った。

　デートの約束をして以来、七なな海みはあまり演えん技ぎの練習に付き合ってほしいとは言ってこなくなっていた。だから、約束当日の朝を迎むかえたとき、本当に遊園地へ行くのか、空太は少し不安を感じていた。けど、朝食時にダイニングで七海と顔を合わせると、

「じゃあ、三時に駅で待ち合わせね」

　と言ってきたので、やっぱりデートはするのかと、空太はおかしな納なつ得とくをした。

　待ち合わせ時間が遅おそめなのは、午前中から昼ひる過すぎまでは七海のバイトがあるからだ。ずっと続けているアイスクリーム屋さんのバイト。デートはシフトを上がったあとになる。

　空太は出かけるまでの間、可か能のうな限かぎり、ゲームのバランス調整に勤いそしんだ。盛もり込もうと思っていた仕様は、昨日の朝の段だん階かいで終わっている。ゲームを起動させると、まずはタイトル画面が表示され、『ひとりで遊ぶ』か、『ふたりで遊ぶ』かを選ぶようになっている。『ひとりで遊ぶ』を選ぶと、敵てきＣＰＵと戦せん闘とう開かい始し。どちらかのエネルギーがゼロになるまで戦って、勝ち負けの判はん定ていが出るようになっている。そして、またタイトル画面に戻もどるという、基き本ほんのループは出来上がっていた。

　『ふたりで遊ぶ』を選んだ場合は、画面が縦たてに二に分ぶん割かつされ、どちらも人が操そう作さして対戦できるようにしてある。昨さく晩ばん、部屋に乱らん入にゆうしてきた美み咲さきと、散々遊んで、それなりの手て応ごたえは掴つかんでいた。開発者のくせに、美咲には一度も勝てなかったのだが……。

「なんで、美咲先せん輩ぱいは初見でそんなにうまいんですか！」

「こーはいくんは、このゲームのコツがわかってないな！」

「俺おれが作ったのにね！」

　そんな有様だった。

　今け朝さからは、ゲームとして面おも白しろくなるように、ショットの性せい能のうや機体の移い動どう速そく度どをいじって様子を見ている。一番大変なのが、敵てきＣＰＵの強さの調整だ。これに関しては、どこを終わりにすればいいのか、正直、わからないでいる。弱すぎては張はり合いがないし、強すぎてはストレスだけが溜たまる。

　そんなことを時間ぎりぎりまで続け、空そら太たは着き替がえてからさくら荘そうを出た。その際さい、誰だれにも会わなかった。伊い織おりは空太よりも先に学校のピアノ練習室に行くと言って出ていったし、龍りゆう之の介すけは部屋から出てくる気け配はいすらない。ましろも同じで、漫まん画がを描かくのに集中しているのか、二階からは物音ひとつしなかった。




　電車を乗り継つぐこと約一時間。空太は海にほど近い待ち合わせの駅に到とう着ちやくした。

　さすがにゴールデンウィーク初日とあって、行楽地には人が集まっている。

　電車を降おりても、スムーズには歩けなかった。前の人に続いて、切きつ符ぷを通してなんとか改札を抜ぬける。

　すると、先に来ていた七なな海みとすぐに目が合った。十メートルほど離はなれた柱の前に立っている。不思議なことに、人ひと混ごみの中で、七海の姿すがただけはしっかりと識しき別べつすることが空太にはできていた。

　軽く微笑ほほえんだ七海が、近づいていく空太に小さく手を振ふってくる。けど、すぐに、七海はきょろきょろとして、周囲を気にしだした。思わず、手を振ってしまった自分に恥はずかしくなったのかもしれない。

「悪い、待たせたか？」

「ううん、時間はほら」

　七海が天てん井じようからぶら下がった駅の時計を指差す。まだ約束の時間の五分前だ。

「神かん田だ君は意外と律りち儀ぎだよね」

　楽しそうに笑う七海は、上は淡あわい黄色の長なが袖そでブラウスで、下はデニムのスカート。黒のレギンスをはいていて、足元は動きやすそうなスニーカーだ。女の子らしいポーチを、肩かたから斜ななめに提さげているので、最近すくすくと成長しているらしい胸むな元もとのラインが気になってしまう。空そら太たは露ろ骨こつに目がいかないように注意した。髪かみはいつものポニーテールだった。

　空太の視し線せんが上に向いたことに七なな海みは気づいたらしく、

「ジェットコースターとか乗るとき、髪はまとめておかないと大変だから」

　と言ってきた。

　そのあとで、

「おろした方がよかった？」

　と、しおらしく聞いてくる。

「クリスマスのときのイメージがあったから、なんとなく見てただけだよ。今のままで、もちろんいいと思うぞ」

「あの日のこと、覚えているんだ」

「赤いコートに、ふわふわしたスカートだったよな？」

　編あみ込こみ模も様ようのセーターを着て、ブーツをはいていたと思う。

　今日は四月二十九日だから、あれから四ヵ月が経たったのだ。

　ふと、空そら太たはひとつ大事なことを思い出していた。

「そう言えば、あの日さ、青あお山やまと約束したよな？」

「それも、まだ覚えてたんだ」

「今、思い出した」

　──二月のオーディションが終わったら、聞いてほしい話があるの

　正せい確かくな言い回しは忘わすれてしまったけど、そういうことだったはずだ。

　約束がうやむやになっていたのは、その後、さくら荘そうの取り壊こわし問題が浮ふ上じようしたり、美み咲さきと仁じんの卒業式が迫っていたり、肝かん心じんのオーディションの結果が不ふ合ごう格かくだったりと、大きなイベントが重なってしまったせいだ。落ち着いて、話をできる状じよう況きようではなかった。

「じゃあ、今度こそオーディションが終わったら話すね」

「わかった」

「覚かく悟ごしておくように」

　ちょっとわざとらしく、そんなことを言ってきた。

「あ、ほら、もう行こう！　遊ぶ時間なくなっちゃうよ」

　跳はねるような足取りの七海と並んで、空太も歩き出す。自然と気持ちは軽くなっていた。




「運がいいのか、悪いのか……」

　三十分後、空太と七海は、ジェットコースターの最前列のシートに座すわっていた。

　なぜ、こうなったのかは簡かん単たんだ。

　遊園地に着くなり、

「何から乗る？」

　と聞いた空そら太たに、

「あれ」

　と七なな海みが短く答えたからだ。

　理由の方も実に単たん純じゆん明めい快かい。美み咲さきが絶ぜつ賛さん制せい作さく中ちゆうのアニメの台本がそうなっているからだ。

　がたんがたんとカウントダウンの音を鳴らしながら、ジェットコースターはレールを少しずつ上っていく。

　この猶ゆう予よ期き間かんが一番心しん臓ぞうに悪い。頂ちよう上じように着いたら、落ちて、曲がって、回されてと、酷ひどい目にあわされるのがわかっているのに、逃にげ出すこともできないのだ。

　じわじわと人の心を追い詰つめていく悪あく魔まの乗り物としか思えない。

「神かん田だ君、表ひよう情じようが硬かたいよ」

「青あお山やまもな」

「さては、こわいんだ」

「青山こそ」

「『だったら、勝負しよっか』」

　七海が台本の台詞せりふを織おり交ぜてきた。

「『受けて立とう』」

　空太も乗っかった。

「『先に悲鳴を上げた方が負けね』」

「『負けた方がアイスおごりな』」

「『では、いざ尋じん常じように』」

「『勝負だ』」

　そこでジェットコースターは山の頂上に到とう着ちやくした。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。高鳴る鼓こ動どう。緊きん張ちよう感かんはマックスを迎むかえる。

　直後、再ふたたびジェットコースターは動き出した。股またの下から駆かけ上がってくる浮ふ遊ゆう感かんに続いて、恐きよう怖ふが込み上げてきた。そこまで角度はついていないのかもしれないけど、先頭のシートに座すわった空太にとっては、いきなり真っ逆さかさまに落ちていくのと同じだった。

「ぎゃあああああ〜！」

「きゃあああああ〜！」

　ふたりは同時に、台本通りの悲鳴を上げた。まさに迫はく真しんの演えん技ぎだった。




「あ〜、目ぇ回った……」

　ジェットコースターに散々もてあそばれた空太は、敷しき地ち内ないのベンチに座ってぐったりしていた。

「もう〜、そこまで台本通りにしなくてもいいのに」

　隣となりで七なな海みが呆あきれている。

　アニメの中では、受験勉強で寝ね不ぶ足そく気ぎ味みだった彼かれ氏しが、ジェットコースターで目を回すのだ。

「演えん技ぎの練習のために気を遣つかってくれるのはありがたいけどさ」

「これは天然です」

「知ってる」

　ぱたぱたと七海が手で顔を扇あおいでくれた。

　背せもたれに身を預あずけて空を見る。待ち合わせが三時と遅おそかったから、もう赤く染そまりはじめていた。大きく息を吸すって、ゆっくりと吐はき出す。

「最近、あまり寝てないでしょ？」

「まあ、そうかな」

　ゲーム制せい作さくが楽しくて、楽しすぎて寝ている時間がもったいないのだ。寝てもすぐに目が覚めてしまう。

「今け朝さも早かったようだけど……もしかして、徹てつ夜や？」

「寝たよ。二時から五時までの三時間」

「なんか、ごめん」

「なんで青あお山やまが謝あやまるんだよ」

「忙いそがしいのに時間を取らせてるね、私」

　落ち込こんだのか、七海が自分の靴くつの先をじっと見ている。

「あのさ、青山」

「なに？」

「『気持ち悪い。横になっていい？』」

　空気を入れ替かえるつもりで、空太の方から台詞せりふをぶつけた。

「『じゃあ……どうぞ』」

　ぱんぱんと七海が自分の太ももを叩たたく。

「『寝ね心地ごこちは保ほ証しようしませんが』」

　このシーンの台詞はここまでだ。あとは、彼氏が彼かの女じよに膝ひざ枕まくらをしてもらい、お互たがいに照れながらじゃれ合っている様子が映えい像ぞうだけで表ひよう現げんされていく。

「ほんとにいいよ」

　囁ささやくような声を風が運んできた。

「その……付き合ってくれたお礼と言いますか」

「あ、青山？」

「わ、私も恥はずかしいけど、ほ、ほら、もう暗くなってきているし」

　ベンチの真横には、煌こう々こうと街灯が立っている。

「彼かれ氏し彼かの女じよの勉強だと思ってさ」

「い、いや、だけどな」

　クラスメイトの女子に膝ひざ枕まくらをしてもらうというのは、精せい神しん的てきにハードルが高すぎる。手を繋つなぐとか、そんなレベルの話じゃない。

「あ、あんな、神かん田だ君」

　いつのまにか、関かん西さい弁べんになっている。

「ここまでゆーてんのやから、今さら断ことわらんといてな」

　恥はずかしさを我が慢まんする七なな海みの表ひよう情じように、空そら太たの理り性せいは完全にノックアウトされていた。いじらしい姿すがたに、全身がむず痒がゆくて仕方がない。

「それ、反はん則そくだろ……」

　しばらくは気持ちを立て直せそうにない。

「な、なにが？」

「めちゃくちゃ、刺ささってやばいんだよ」

「も、もうええから、早はようして……」

「ほ、本当にいいんだな？」

「余よ計けい、照れるやん。神田君、これ以上はじらさんといて……」

「お、おう、わかった」

　ごくりと思わず喉のどが鳴った。

　ゆっくりと、空太はレギンスに包まれた七海の膝に頭を乗せた。

　一いつ瞬しゆん、七海が全身をびくりとさせたけど、そのことを指し摘てきしているだけの余よ裕ゆうは空太にもなかった。

「い、今のはちゃうねん」

　七海は勝手に言い訳わけをしている。

「……」

「……」

　視し線せんも合わせることができず、妙みような居い心地ごこちの悪さがふたりの間に落ちていた。

「そ、その……神田君、どう？」

「ど、どうって？」

「感想と言いますか……」

「思ったより硬かたい、かな？」

　素す直なおにそう告げると、顔を真っ赤にした七海が両手を振ふり下ろしてきた。

「だ〜、ちょっと、待て！　今、俺おれ、防ぼう御ぎよ力りよく低いんで！」

「神田君がおかしなこと言うからでしょ！」

　怒おこった七海はそっぽを向いてしまう。でも、今のやり取りのおかげで、体から力が抜ぬけたのか、後頭部の感かん触しよくがやさしくなった。わずかに頭が重力に引かれて沈しずみ込こむ。レギンス越ごしの七なな海みの体温も伝わってきて、なんだか安心した。先ほどまで寄よりかかっていたベンチの背せもたれとは比くらべようもない心地よさだ。

「あ〜」

　思わず、おかしな声が出てしまう。こんな声が出るのは、風ふ呂ろに入ったときくらいだ。

「今度はなに？」

　まだ七海はご立りつ腹ぷくの様子だ。

「い、いや、なんでもない」

「もう一度殴なぐろうか？」

「やめてください……そ、その怒おこらずに聞いてくれよ？」

「神かん田だ君が失礼ことを言わなければ怒らないわよ」

「なんというか、これ、やばいです」

「どんな風に？」

「青あお山やまの膝ひざ枕まくら……気持ちよすぎる」

　正直に褒ほめたつもりなのに、やっぱり降ふってきたのは七海の拳こぶしだった。

「か、神田君、なにゆーてんの！」

「わっ、やめろ！　少しは加か減げんして！」

　身の危き険けんを感じた空そら太たはとっさに七海の腕うでを掴つかんだ。すると、途と端たんに、七海は落ち着きを取り戻もどし、恥はじらうように目を伏ふせた。頬ほおが朱色に染そまっている。

「な、殴ったりしてごめんなさい」

　微び妙みように額ひたいがずきずきしている。

「この痛いたみを受けるだけの価か値ちはあるということにしておこう」

「そ、そういうこと言わないでよ！　恥はずかしい……」

「聞いてきたのは青山だろ」

「まあ、そうだけどさ」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったのか、七海がポニーテールを解といた。

　その様子をじっと見ていると、

「なに？」

　と聞いてきた。

「こうやって、下から青山を見るのは新しん鮮せんだと思って」

　不思議と全然違ちがって見える。今は髪かみを下ろしたせいかもしれないが。

「鼻の穴あなとか見ないでよ？」

　髪かみ留どめのゴムを持った手で、七海が鼻を覆おおっている。

「すごいよな、女子って」

「なあに、急に」

　七なな海みはポニーテールにはせずに、首の後ろでまとめた髪かみをゴムで留とめ、肩かたから前に垂たらしてきた。それが空そら太たの視し界かいで揺ゆれている。猫ねこでなくても手を伸のばしたくなる光景だ。

「服とか髪型が違ちがうだけで、全然違って見える」

　今の七海は、落ち着きのあるお姉ねえさんと言った感じだ。

「神かん田だ君が、そんなこと言うとは思わなかった。目を回して、頭も回った？」

「そうかもしれない」

　自分でも、何を言っているんだろうと思う。普ふ段だんなら絶ぜつ対たいに言わなかったことだ。

　なおも、空太が呼こ吸きゆうに合わせて揺れる七海の髪を見ていると、

「触さわりたいの？」

　と聞いてきた。

「興きよう味みはあります」

　思い切って、素す直なおに答えてみる。

「じゃあ、触らせてあげない」

「なんだ、そりゃ」

「ましろのさらさらの髪かみと比くらべられるのは嫌いやだし」

「……」

　意い識しきしていなかった名前を出され、空太の心しん臓ぞうは跳はね上がった。

「今、ドキッとしたでしょ」

　どうやら、七海にまで伝わってしまったらしい。

「『なんで、椎しい名なが出てくるんだ？』って聞かないの？」

「俺おれは、随ずい分ぶんと青あお山やまに見くびられているんだな」

　茶化さずに目を見て言った。聞き返さなくても、理由はわかっている。

「……」

　今度は七海が言葉に詰つまった。

「それがわかっているくせに、神田君は今、私に付き合ってくれているんだ」

　試すような口調。でも、視線にはわずかな寂さびしさがにじんでいる。

「まだ、わかっていないこともあるし……」

　自分のことも、ましろのことも、七海のことも含ふくめて……。

「それに、俺は青山の夢ゆめが叶かなってほしいって本当に思ってるんだ。だから、協力できることはなんでもする」

「それを言われちゃったら、浮うかれてばかりもいられないね」

　この話はここで終わり、今はここまでだ。

「次は何をする？」

　気分を入れ替かえて、明るくそう聞いた。

「神かん田だ君は、激はげしいやつは無理でしょ？」

「あと少しで復ふつ活かつするぞ」

「で、また別のアトラクションで目を回して、私に膝ひざ枕まくらをしてもらおうという魂こん胆たん？　そんなに気に入ってくれたんだ」

　悪戯いたずらっぽく七なな海みが笑う。

「ち、違ちがうって！」

「その割わりには、なかなか起き上がろうとしないよね？」

　確たしかにこの心地よさは、手放しがたいものがある。

　だが、空そら太たにも意地がある。

　覚かく悟ごを決めて、むくりと起き上がった。

　気分はすっかりよくなっていた。

「よし、次、行くぞ。どこにする？」

「あれ、かな？」

　七海が消極的に指差したのは、おどろおどろしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせた西洋風の建物の屋根。いわゆるお化け屋や敷しきというやつだった。




　入り口で待つこと十分弱。

　空太と七海は、お化け屋敷の入場カウンターに通された。

「怖こわさのレベルはいかがいたしましょう」

　受付のお姉ねえさんが、周囲の雰囲気を無む視しした営えい業ぎようスマイルで聞いてきた。ここは、こういうギャップを売りにしているんだろうか。

　レベルは全部で三さん段だん階かい。

　家族連れも多く訪おとずれる施し設せつだから、選べるようにしているのかもしれない。

「神田君が選んでいいよ」

「青あお山やまは、こういうの得意な方か？」

「苦手ではないと思う」

　本当だろうか。どちらかわかりづらい反はん応のうだ。

「神田君が苦手なら、星ひとつでもいいけど」

　星が増ふえるほど怖こわくなるという仕様だ。

　正直、お化け屋敷なんて滅めつ多たにこない……というか、最後に来たのがいつかも思い出せない有あり様さまなので、自分が苦手なのか、得意なのか、空太はよくわかっていなかった。

「じゃあ、一番怖いやつで」

　ジェットコースターで目を回した失しつ態たいもある。ここで、汚お名めい返へん上じよう、名めい誉よ挽ばん回かいを狙ねらいたい。

「はい、承うけたまわりました〜！　二名様で千円になります」

　五百円ずつ出して手続きは完かん了りよう。

「では、早速、中へと進んでください」

　横にあった扉とびらが、重たい音を鳴らしながら自動で開いた。

　ふたり並ならんで通り抜ぬける。

　すると、すぐに背せ中なかで扉とびらが閉しまった。

「うおっ」

「きゃっ」

　その音に早さつ速そく驚おどろいてしまう。

　目の前には、真っ暗な道が空そら太たと七なな海みを待ち受けている。

「じゃあ、行くか」

「う、うん」

　三歩ほど進むと、何かが肘ひじの辺りを掴つかんできた。七海だ。

「青あお山やまさん？」

「こ、こわいわけじゃないんだけど、ほ、ほら、急に何かがばっと出てきたりするとびっくりするでしょ？」

「それをこわいと言うんじゃ……」

　ないか……と続けようと思っていたまさにそのとき、突とつ然ぜん、七海の背はい後ごに明かりが灯った。全身傷きずだらけの男だん性せいが視し界かいに収おさまり、空太の心は恐きよう怖ふ一いつ色しよくに染そまった。

「ぎゃあああ！」

　空太を脅おどかすと、すぐに明かりは消えて、傷だらけの男性は闇やみに消えてしまう。

「神かん田だ君、大げさ」

「い、今、後ろにいたんだよ！」

　空太の指差した方を七海が振ふり向く。だけど、もうそこには誰だれもいないのだ。

「手、繋つないであげようか？」

　と、からかうように七海が言った瞬しゆん間かん、今度は真横にさっきの傷だらけの男性が暗闇から突然現あらわれた。

「ぎゃああああああ！」

「きゃああああああ！」

　そして、またしても、すぐに姿すがたをくらませる。

「……」

「……」

　ふたりで同時に周囲を警けい戒かいする。とりあえず、さっきのやつが出てくる気け配はいはない。

「あのさ、青山」

「なあに、神かん田だ君」

「手、繋つなごうか」

「う、うん」

　その後、ふたりで何度も悲鳴を上げながら、どうにか出口にたどり着いた。生きた心地がしなかった。

「こういうところのお化け屋や敷しきは、まじで怖こわいんだな」

「うん……勉強になったね」

　ふたりの手は、最後までしっかりと握にぎられたままだった。




　洋風のお化け屋敷を出た空そら太たと七なな海みは、ゆっくりしたペースで遊園地内を巨きよ大だいな観かん覧らん車しやに向けて歩いていた。

　すっかり日も暮くれて、各アトラクションは色いろ鮮あざやかにライトアップされている。観覧車のイルミネーションもとても綺き麗れいだ。

「あれ、なんだろう」

　巨大な観覧車に続くメインの通りには、色々なシルエットのマスコットキャラクターがいた。後ろの看かん板ばんには、『ゆるキャライベント開かい催さい』と書かれている。

　観覧車をバックに、好きなゆるキャラと記念写真を撮とれるようだ。

　少し遠とお巻まきに見ていた空太と七海に、クマをモチーフにした二匹ひきのキャラクターが近づいてきた。片かた方ほうは頭にリボンが付いているので、たぶん、メスなのだろう。

　なにやら、身み振ぶり手振りで必死にアピールしてくる。

「写真を撮ってくれるって言ってるのかな？」

　うんうんと二匹のクマが頷うなずいた。まあ、実じつ際さいは、腰こしの辺りから曲がっているので、お辞じ儀ぎをしているように見えるわけだが……。

「青あお山やま、よくわかったな」

　そう言っている側で、二匹のクマはキスを見せつけてきた。ぼんやり眺ながめていた空太と七海だったが、向こうでキスをしながら写しや真しん撮さつ影えいをしているカップルがいて、しかも、クマが「さあ、どうぞ」というジェスチャーをしてきたので、一気に慌あわてた。

「いや、俺おれたちは違ちがうんです！」

「こ、恋こい人びと同どう士しじゃないの！」

　すると、二匹のクマは手を口元に当てて、「またまた〜」という反はん応のうをする。オスの方が、しっかりと繋がれた空太と七海の手を指差して、冷やかしてきた。

　同時にぱっと手を離はなす。そして、両手を振って、違う違うと再さい度どアピールした。

　無理強いはできないと思ったのか、それで二匹のクマは諦あきらめてくれた。ただ、去り際ぎわに、空太の肩かたをぽんとオスの方が意い味み深しんに叩たたいていった。

「今、俺おれ、がんばれよって言われた気がするのは気のせいかな」

　振ふり向いたオスのクマが、目の前の観かん覧らん車しやをびしっと指差す。それから空そら太たに向けて、ぐっと親指を立てた……ような気がした。手は殆ほとんど真ん丸だったから、細かいところまではよくわからないのだ。

「確たしかに、観覧車には乗るんだけどさ」

　そのつもりで、この方向に歩いてきたのだ。

「列、あそこみたいだね」

　さすがに目玉の観覧車とあって、結けつ構こう並ならんでいる。看かん板ばんを見ると、待ち時間は十五分と記しるされていた。

　下から見上げると、その大きさはより際きわ立だつ。次々に色を変えるイルミネーション。でっかい花火が目の前にあるという感じだった。

「すごいね」

「ああ」

　たぶん、数多くのカップルが、こんな会話をしながら、この待ち時間を過すごしてきたのだろう。

　列は時間と共に順調に前に進み、あと三組で空太たちの番となった。

　ひとつ前の大学生カップルの女じよ性せいが、

「あ〜、おしい！」

　と何やら悔くやしがっている。

　空太の隣となりでは、七なな海みが小さな声で、

「やった」

　と言っていた。

　スタッフの女性が前のカップルをゴンドラに乗せて送り出す。

　いよいよ、空太と七海の番だ。

「おめでとうございます、幸せのゴンドラですよ」

　やさしい感じで、話しかけてきた。

　目の前にやってきたのは、紫むらさき色いろのゴンドラ。赤や青、黄色のゴンドラは十個こずつくらいあるのに、紫色のやつはひとつしか見当たらない。

「中へ進んでください」

　先に七海を通して、あとから空太も追いかける。外から扉とびらがきっちり閉とじられた。

　動いているせいか、足元が浮ういているような感じがした。

　七海と向かい合わせになって座すわる。

　定員は八名と書かれていただけに、ゴンドラの中はかなり広い。ふたりだと隙すき間まが気になるほどだった。

　少しずつ、高度が上がっていく。一周は約十五分らしいので、一番高いところに到とう着ちやくするのはまだ先だ。

「幸せのゴンドラはね……カップルで乗れると幸せになれるとか、そういう話なの」

　空そら太たが聞く前に、目が合うと七なな海みが教えてくれた。

「そっか」

「六十分の一の確かく率りつだから、結けつ構こうすごいよね」

「そうだな」

「最近、私、ついてるのかも……神かん田だ君が絡からむと」

「俺おれ？」

「クラスも一いつ緒しよだったでしょ」

「ああ」

「それに、席も隣となりになったし」

「で、今日は幸せのゴンドラか」

「うん」

　おしゃべりをしているうちに、時計で言うところの六時をスタートしたゴンドラは、九時の位置まで来ていた。

　夜景がすごいことになっている。近くのホテルや、オフィスビル、それに街灯や遊園地のイルミネーションも含ふくめて街を綺き麗れいに飾かざり、それが一枚の絵となって視し界かいいっぱいに広がっているのだ。

「綺麗だろうとは思ってたけど、想そう像ぞう以い上じようだった……」

　ガラスに張はり付いた七海が感かん嘆たんの声を上げている。

「ああ、確たしかに綺麗なんだけど……」

　そう、ほんとにいい夜景だと思う。思うのだけど、ひとつ問題があった。

「これ、高さも想像以上で、結構こわいんですけど！」

　遠くを見ている分にはいいのだが、真下を見ると股またの下がふわふわして仕方がない。

「私もちょっとそう思うけど、いい雰ふん囲い気きなんだから我が慢まんしてよ、もう」

　七海は呆あきれたようなふてくされたような声を出す。頬ほおが少し膨ふくらんでいた。

　申し訳わけない気持ちでいっぱいだ。

「観覧車って俺、はじめて乗ったんだよ。思ってたのとちょっと違ちがうな、これ……」

　ゆったりとして、優ゆう雅がで、綺麗で、恐きよう怖ふとは無縁の乗り物だと思っていたが、そんなことはまるでなかった。途と中ちゆう下げ車しやもできない上、滞たい空くう時じ間かんが長いので人によっては絶ぜつ叫きようマシンよりも苦手なんじゃないだろうか……。

　高度はまだ上がっていく。

　時計で言うと十時を超こえたあたりだろうか。

「『隣となり、座すわってもいい？』」

　空そら太たの返事を待たずに七なな海みが立ち上がる。わずかにゴンドラが揺ゆれた。

　慎しん重ちような足取りで隣にやってくると、七海は肩かたをぴったりくっつけて空太の横に座った。

　空太の方から台詞せりふを再開する。

「『いいとは言ってないけど』」

「『よく考えたら、聞く必要なかったと思って』」

「『なんでだよ』」

「『だって、彼かれ氏しの隣は彼かの女じよのものでしょ』」

「『そりゃ、そうだ』」

　ふたりには広いけど、やっぱり狭せまいゴンドラの中で、空太と七海の声が交こう互ごに行き来を繰くり返す。

　演えん技ぎの雰ふん囲い気きに呑のまれて、空太は段だん々だんと現げん実じつとの境さかい目めを見失いかけていた。

　体重を肩に預けてきた七海を身近に感じる。さっきのやり取りは、ただの台詞の練習だったと頭ではわかっているけど、これは役だから割わり切って、七海の言葉を軽く受け流すことが空太にはできなかった。神かん田だ空太本人として、心で受け止めてしまっていた。

「『ねえ、キスしよっか』」

　だから、耳元で囁ささやかれたその台詞に、空太は本心から動どう揺ようした。頭が沸ふつ騰とうして、体が熱くなる。次は空太の台詞が続くのだけど、脳のう内ないにあったはずの台本は真っ白に飛んでいた。

「わ、ごめん、ちょっとタイム！」

「神田君？」

「悪い……今のは」

　やばかったと言おうとしたところで、隣に座った七海と目が合った。

「もしかして、本気にしちゃった？」

「バ、バカを言ってはいけないな」

「目、泳いでるよ」

　どこを見ればいいのかわからない。抜ばつ群ぐんに綺き麗れいな夜景を見ても、今はまったく心が動かなかった。

「な、なんでもない。このあとは、キスシーンの台詞だから、照れただけだ」

　そういうことにしておかないと収おさまりがつきそうになかった。

　深しん呼こ吸きゆうしようと、大きく息を吸すい込こむ。

　吐はき出す前に、もう一度七海が同じ台詞を口にした。

「ねえ、キスしよっか」

　演技をしている風ではない。

　七海が七海のまま言っている。

　そう感じた。

　冗じよう談だんだと笑い飛ばそうとしたけど、すぐにはできなかった。

　空そら太たを真っ直ぐに見つめる七なな海みの目は真しん剣けんだったから。

　周囲から音が消えた気がする。

　自分の心音だけが聞こえている。

　いや、もうひとつある。七海の心音も聞こえる気がした。

　わずかに目を潤うるませた七海が、少しだけ顔を寄よせてきた。

「あ、青あお山やま、落ち着け！　演えん技ぎのためって言ってもやりすぎだぞ！」

　とっさに我われに返って、七海の肩かたを掴つかんで距きよ離りを取る。同時に、空太はそっぽを向いた。これ以上、七海の顔を見ているのはまずい。その瞳ひとみに吸すい込こまれそうだった。夜景でも見て冷静になろう。そう自分に言い聞かせる。だけど、自分の目に何が映うつっているのか、空太は認にん識しきしていなかった。まだ、心は激はげしく動どう揺ようしたままだ。

「ごめん、神かん田だ君。さすがにやりすぎちゃったね」

　冗談だったと告げるように、七海が明るい声を出した。

「ったく、笑えないぞ、今のは……」

　空太と七海は、お互たがいの気持ちを、もうそれとなく理り解かいしているのだ。友達同士の悪ふざけでは済すまない。

「ごめん、ほんと謝あやまるから。こっち向いてよ」

　まだゴンドラの外を眺ながめていた空太だったが、ようやく少し鼓こ動どうが収おさまってきた。文もん句くを言いながら、七海を振ふり返る。

「だいたい、青山は……っ!?」

　だけど、途と中ちゆうまでしか音にならなかった。

　何かやわらかいものが、空太の唇くちびるを塞ふさいでいる。

　七海の唇だ。

　目の前にあるのは、やさしく目を閉とじた七海の顔。

　手はぎゅっと空太の胸むな元もとを掴んでいた。
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　わずか五、六秒という短い時間だったと思う。けど、体感としては、もっと長く、最低でも一分くらい時間が停止していたような感覚があった。

　いつのまにか、観覧車のゴンドラは、十二時の位置を通り過すぎている。

　空太の胸むねに当てた手を押おし込むようにして、七海の感かん触しよくは離はなれていった。

「冗談で、こんなことせーへんよ。演技の練習でも、せーへん……」

　か細い声を残して、七海は向かいの席に移い動どうする。

「……」

「……」

　お互たがい、息を吸うのも忘わすれていた。そういう静けさだった。

　先に静せい寂じやくを破やぶったのは七なな海みだ。

「神かん田だ君、私ね」

　標ひよう準じゆん語ごに戻もどっている。

「……」

「今度のオーディションが終わって一いち段だん落らくしたら、さくら荘そうを出て行くことにしたんだ」

「え？」

　気持ちの整理が何ひとつ付いていない空そら太たに、それは追い討うちの言葉となった。

「前に赤あか坂さか君が言ってたでしょ？　さくら荘はいたいからいる場所じゃない。だけど、私は『いたい』と思ってる。その気持ちに気づいちゃったから、もう出ていかないといけないと思った。さくら荘は、なんていうのかな？　私にとって、居い心地ごこちのいい甘あまえられる場所になってたんだよね」

「……」

「もう先生には話してある。ちゃんと前に一歩を踏ふみ出すために、私はさくら荘を出て行くことにしたんだよ」

「……」

「だから、私がさくら荘にいるのはあと少しの間だけ」

　驚おどろきの中に取り残された空そら太たの視し界かいには、夜景を見て「ほんと、綺き麗れい」と呟つぶやく七なな海みの横顔が映うつっていた。ただ、映っていた。
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　　　　１




　七なな海みとはじめて言葉を交わしたのは、今から二年前……まだスイコーに入学したばかりの四月半ばの頃ころだったと思う。

「神かん田だ君」

　聞き慣なれた自分の名前なのに、空そら太たは聞き慣なれないイントネーションに、きょとんとしたのをよく覚えている。

「どうしたん？」

　ＴＶでお笑い芸人が口にするのは頻ひん繁ぱんに耳にしていたけど、普ふ通つうの人が普通に話す関かん西さい弁べんに触ふれたのは生まれてはじめてだった。だから、妙みように違い和わ感かんがあったのだ。

「えっと……」

「同じクラスの青あお山やま七海です」

「ああ、青山さんね、知ってる、知ってる」

　ごまかすように言っても、七海にはバレバレだった。

「それ、おぼえてへんときの反はん応のうやん」

　そのときは、日直の日につ誌しがどうとか、短いやり取りがあっただけだ。長く会話が続いたわけでもないし、特に仲良くなったわけでもなかった。

　次に言葉を交わしたのは、それから二ヵ月ほどが経けい過かした、春と夏の間の季節。

　空太がスイコーの校門前に捨すてられていた白しろ猫ねこのひかりを拾ったときだ。ダンボール箱ごと持ち上げて、一いつ般ぱん寮りように帰ろうとしていたら声をかけられた。

「神田君」

　そのときは、標ひよう準じゆん語ごのイントネーションだった。

「えっと……青あお森もりさん？」

「それは本州の最さい北ほく端たん。私は同じクラスの青山七海です」

「そう、青山だ」

「まだ覚えられていないとは思わなかった」

「いや、覚えていたけど、名前が出てこなかったんだ」

「それを覚えてないって言うんだと思うけど？」

「今度こそ、覚えたよ」

　七海の視し線せんはダンボール箱に向かっていた。

「その猫、寮に連れて帰る気？」

「そうだけど」

「そうだけど……って、寮はペット厳げん禁きんだよ」

「そうだな。それが問題だ」

「寮りよう母ぼさんに怒おこられるよ」

「それで済すむなら、まあ、いいかな」

「いや、よくないと思うんだけど……」

　一般寮への帰り道にも、七なな海みとは猫ねこの件けんで色々と話をした。

「ルームメイトは、黙だまっててくれる人？」

「同じクラスの宮みや原はらだから平気だろ」

「楽観的だね」

「あいつは、たぶん、猫好きだ」

「犬いぬ派はだったら、どうする気？」

「猫派に寝ね返がえってもらうしかないな」

「その辺のことちゃんと考えもせずに、よく連れて帰ろうなんて思ったね」

「だって、かわいそうだろ」

　七海は驚おどろいたような呆あきれたような顔をしていたと思う。

「はあ……とりあえず、裏うらから回らない？　正面は、寮母さんがいるだろうし、見つかるとまずいでしょ」

「それは、いいアイディアだな」

「誰だれでも思いつくでしょ……」

　部屋が一階だったこともあり、その日、空そら太たは窓まどから泥どろ棒ぼうのように帰き宅たくした。

　それが切っ掛かけで、その後も猫の世話をする傍かたわら、空太は七海とよく話をするようになった。同室の宮原大だい地ちも巻まき込こんで……。

「名前は決まったの？」

「ひかりだ」

「神かん田だの初はつ恋こい相あい手ての名前らしいぞ」

「それを猫につけるのって……イタイよ、神田君」

「違ちがうわ！　宮原は適てき当とうなこと言うな！　新しん幹かん線せんの『ひかり』から取ったんだよ！」

「それはそれで、どうなんだろうね……」

「え？　ダメなの？」

　学校側にばれるまで、ひかりのことは空太、七海、大地だけの秘ひ密みつだった。




　七海とは学校からの帰り道にこんな話もした。

「神田君って、帰宅部なんだよね？　運動部かと思ってた」

「中学まではサッカーやってたから、そのせいかな」

「どうしてやめちゃったの？」

「いや、まあ、ちょっとね……ケガとかそういうんじゃないけど」

「ふ〜ん……言いたくないならいいけど」

「青あお山やまも帰き宅たく部ぶだよな？」

「うん」

「毎日、帰りが遅おそいようなこと、前に言ってたけど、あれは？」

　休日明けの月曜日ですら、朝からあくびをしていることもある。

「バイトしてるから」

「あ、そうなのか。でも、毎日？」

「その辺、まあ、ちょっとね」

　最初はその話題を避さけていた七なな海みだけど、しばらくして、声せい優ゆうを目指して養成所に通っていることや、父親に反対されていて実家を半ば飛び出してきていることを空そら太たに話してくれた。

「養成所に通ってることとか、誰だれにも言わないでよ？」

「なんで？」

「目標持って、がんばってるとか、イマドキ流は行やらないでしょ」

「そうかな？　俺おれは羨うらやましいって思うよ。俺がサッカーをやめたのって、ちゃんと本気になれる……目標っていうのかな、そういうのを見つけたいと思ったからだし」

「……ありがと」

「なにが？」

「わかんないなら、いいや」

「俺はよくないんですが？」

　ひかりの世話をしながらの七海とのそうした交流は、空太がさくら荘そうに島流しにされる一学期の終わりまで続いた。

　そこで、空太の回想も途と切ぎれた。




　薄うすく広がった雲が空を覆おおい尽つくしている。今日は、夕方から雨になると今け朝さの天てん気き予よ報ほうで言っていた。

　四月のカレンダーがめくられた五月の二日。

　ゴールデンウィーク谷間の月曜日。

　どうせなら今日も休みにしてくれたらいいのにとぼやくクラスメイトの脇わきをすり抜ぬけ、空太は昼休みになるとひとり屋上にやってきていた。

　今はベンチに仰あお向むけになって寝ね転ころがっている。

　頭の中は、ひとつのことでいっぱいだった。

　遊園地でデートをして以来、七海のことしか考えられない。朝食を食べているときも、トイレに入っているときも、湯船に浸つかっているときも、登校中も、授じゆ業ぎよう中ちゆうも、気がつくと記き憶おくの本ほん棚だなを検けん索さくして、七なな海みの姿すがたを探さがしていた。

　あんなことがあれば当然だ。

　意い識しきするなというのは無理がある。

　七海の方には目立った変化はなかった。今け朝さも普ふ通つうにダイニングで顔を合わせると、

「あ、おはよう、神かん田だ君」

　と、さわやかに声をかけられたくらいだ。

　授じゆ業ぎよう中ちゆうに何なに気げなく視し線せんが合っても、慌あわてて逸そらすのは空そら太ただけ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんか、ぼ〜っとしてるけど」

　と心配までされる始末だった。

　まるで何事もなかったかのような七海の態たい度どに、空太は余よ計けいに戸と惑まどいを感じていた。

　だからと言って、あのデートが夢ゆめだったなどとは少しも思わなかった。あのキスが幻まぼろしだったなどとは、かけらも感じていなかった。

　どんな事実や状じよう況きようよりも現げん実じつ味みを持った確たしかな感覚が、今も唇くちびるにはしっかりと残っていたから……。決して色いろ褪あせることのない記き憶おくとして刻きざまれている。夢や幻だなんて思えるはずがない。

　同時に、あれはなんだったのかと、疑ぎ問もんに思うこともなかった。

　答えはひとつしか用意されていない。一いつ択たくの問題だ。そういうこと以外には考えられない。

　──じゃあ、今度こそオーディションが終わったら話すね

　あの日、改めて交わした約束。その具体的な内ない容ようも、今となっては、だいたいの想そう像ぞうはついている。決定的な事こと柄がらが多すぎて、気のせいかもしれないなんて、能のう天てん気きに思える時期はとっくに過すぎていた。

　そして、約束の期日である七海のオーディションは、明日行われるのだ。

　だから、考えてしまう。他のすべてを差し置いて、七海のことだけを考えてしまう。

　色々な感かん情じようが空太の中にはあった。出会いの懐なつかしさ。ひかりの世話をしていた頃ころの無む邪じや気きな楽しさ。大だい地ちも含ふくめて三人で共有した秘ひ密みつには、毎日ドキドキしていた。空太がさくら荘そうに来てから接せつ点てんは減へったけど、クラスは一いつ緒しよだったから時々話はしていた。

「ひかりは元気？」

「ああ、元気だぞ」

　他た愛わいのないやり取りだったけど、不思議と思い返すことができる。

　二年生も同じクラスになって、夏には七海までさくら荘にやってきた。がんばっている姿すがたを間近で見ているうちに、自然と七海の夢ゆめを応おう援えんしたい気持ちになっていた。その努力が報むくわれてほしいと心から願うようになっていた。

　事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションに落選してしまったときのことは、まだ記憶に新しい。思い出すだけで、空太の胸むねまでずきずきと痛いたむ。あの日の七海の泣き顔は、一生忘わすれないんじゃないだろうか。悔くやしいとは、ああいうことを言うのだ。

　他にも、去年のクリスマスに一いつ緒しよに出かけたことや、年末年始は空そら太たの実家で過すごしたこと、それに、バレンタインにチョコをもらったことなんかが思い返されていく。

　そうして色々な思い出や感かん情じようが通り過すぎたあと、最終的に空太の中に残るのは、毎回のように、ちょっとの差で勝ったうれしさだった。

　だから、今置かれたこの状じよう況きように、空太は少しも息苦しさなんて感じていなかった。七なな海みのことを考えていると、心は満たされていく。そんな気持ちだった。

　考え事をしている顔を誰だれかに見られるのが嫌いやで、空太は片かた腕うでで目元を覆おおった。

　しばらくそうしていると、誰かの足音が近づいてきたような気がした。丁度、空太の頭の上あたりで、立ち止まった。

　ましろか、もしかしたら、七海だろうか。

「友達、いないんですか？」

　そのどちらでもなかった。

　目を開けると、逆さかさまになった栞かん奈なの顔があった。眼鏡めがねのレンズ越ごしに空太を見下ろしている。

「私が一緒にお弁べん当とうを食べてあげましょうか？」

「今日は、ちょっとひとりになりたい気分だったんだよ」

　七海がいる教室には、ちょっといづらいのだ。

「悩なやみ事ですか？」

「というよりは、考え事かな」

　別に、悩んでいるわけじゃない。

「進路のこととか」

「三年生だからね。それはある」

「今日の夕飯の献こん立だてとか」

「さくら荘そうは自分で作らないといけないからね。それもある」

「猫ねこのこととか」

「かわいいぞ」

「あとは……三角関係のこととか」

「……」

「素す直なおでわかりやすい人ですね」

「褒ほめてくれてありがと」

「今のは皮肉です」

　もちろん、そんなことはわかっている。でも、わざわざ言わない。栞奈も空太がわかっていることをわかっている。

「それはそうと栞奈さん」

「なんですか？」

「あまり近くに立たないでね。パンツが見えるから」

　今はぎりぎりで見えていない。太もものきわどいところまでだ。まあ、これはこれで十分刺し激げき的てきな映えい像ぞうではあるのだが……。

「大だい丈じよう夫ぶです。今は、はいてませんから」
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「なるほど、確たしかにそれならパンツは見えないね……って、おい！」

「冗じよう談だんです。ちゃんとはいてます。嘘うそだと思うのでしたら、確かく認にんしてみますか？」

「んじゃ、ぜひ」

　さっきのお返しに、空そら太たも冗談で返した。

「こんなこともあろうかと、今日は一番のお気に入りをはいてきて正せい解かいでした。空太先せん輩ぱい、さあ、どうぞ」

「……」

　栞かん奈なの発言に、何か違い和わ感かんがあった。

「真面目に考え込こまないでくれますか？　今のも冗談です」

「いや、そうじゃなくてさ……今、『空太先輩』って、言ったよね？」

「仕方がないじゃないですか。『神かん田ださん』だと、妹さんとかぶってしまいますので」

「優ゆう子こを名前で呼よべばいいと思うんだけどな」

「もう『神かん田ださん』で定着してしまった以上、今さら呼よび方を変へん更こうするのは、私にとってストレスなんです」

「まあ、いいんだけどさ。何か、用事？」

　空そら太たの姿すがたを見かけたので話しかけてきた……というのはちょっと考えにくい。

「少し先せん輩ぱいをからかおうと思いまして」

「じゃあ、もう十分だろ」

「冗じよう談だんです」

　今さらだけど、心なしか、栞かん奈なの表ひよう情じようがいつもよりやわらかい気がした。そもそも、空太をからかってくるあたりからして、なんだか浮うかれているようにも思える。こんな風に冗談を言ってくること自体、はじめてのことではないだろうか。何かいいことでもあったのかもしれない。

「プロットを提てい出しゆつしたら、担たん当とうの編へん集しゆうの方から、この方向で進めましょうと言われました」

「なるほど、そういうことか」

「何が、なるほどなんですか？」

「いい顔してるなあと思ったから」

「気持ち悪いので、そういうこと言わないでください」

「……ごめんね。いい気分のところに水を差して」

「今のも冗談なので本気に取らないでください」

「冗談はもっとわかりやすく言おうか。……でも、そっか、前進したなら何よりだよ」

「あの……ありがとうございました」

　わずかに栞奈の声が小さくなる。

「なにが？」

「あのメモのおかげです」

「仁じんさんにお礼、言っておくよ」

「私は空太先輩にお礼を言っているんです」

「確たしかに受け取ったよ。これでストレスともおさらばだな」

「はい。もう空太先輩に会うこともないと思います」

「廊ろう下かで偶ぐう然ぜんすれ違ちがったりはするだろ！」

　栞奈が口元で小さく笑う。またからかわれたらしい。気持ちが軽くなれば、栞奈でもこんな風に笑うのだ。

「そのときには、挨あい拶さつくらいしますね」

「光栄だよ」

「では、私はこれで」

「ま、何か困こまったことがあれば言ってくれ。力になれる保ほ証しようはないけど、話だけなら聞くよ」

　そこで栞奈が空太の顔をまじまじと見つめながら考え込こむ。

「なんだ？」

「もしかして、空そら太た先せん輩ぱいって、私のこと好きなんですか？」

　眉まゆ根ねを寄よせて、そんなことを聞いてきた。

「妹の友達に親切にするのは、兄として当然なの！」

「今のは少しくらい照れるのが礼れい儀ぎだと思います」

　栞かん奈なは独ひとり言のように、そうもらしたあとで、

「今度こそ失礼します」

　と言って、屋上から出て行った。

　残された空太は再ふたたび空を見る。

「プロットが通ったか……ほんと、よかったな」

　たまには平和に物事が解かい決けつしてくれないと身が持たない。

「ほんと、よかったよ」

　三分ほど目を瞑つぶって、ただ呼こ吸きゆうだけを繰くり返していると、ケータイが鳴った。

　メールの着信だ。

　件けん名めいには『空太』と書いてある。送ってきたのはましろだ。

　文面を開くと、

　──七なな海みとケンカしたの？

　と綴つづられていた。一いつ瞬しゆん、ドキッとしたけど、それだけだった。

　──してない

　短い文章で返す。

　──なら、その逆ぎやくね

　今度こそ、心しん臓ぞうが大きく跳はねた。

「逆ってなんだよ……」

　口からこぼれた気持ちとは裏うら腹はらに、空太はメールの意味を正せい確かくに理り解かいしていた。

　だからこそ、違ちがうと否ひ定ていすることもできず、わかっていないふりをして、逆ってなんだよと聞き返すこともできなかった。そんなことをすれば、藪やぶ蛇へびになる。

　──そうだよ

　開き直って、ましろの言葉を認みとめた。

　すると、しばらくして返信はやってきた。

　──逆ってなに？

「お前が、言ってきたんだろ！」

　全身から一気に力が抜ぬけた。

　昼休みの終しゆう了りよう五分前を告げる予よ鈴れいが鳴っても、空太は立ち上がらなかった。

　頭の中は、再び、七海のことでいっぱいになっていた。




　　　　２




　教室にはチャイムが鳴ったあとで戻もどった。

　午後の授じゆ業ぎようには真面目に出席し、放課後はましろの絵のモデルに付き合う。その後、ましろと一いつ緒しよに六時過すぎになって空そら太たはさくら荘そうへと帰き宅たくした。

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでいると、先に帰っていた七なな海みが丁度ダイニングから出てきた。

「おかえり」

　と声をかけられ、

「た、ただいま」

　とぎこちなく返した。

　やはり、まともに顔を見られない。

　料理当番だった七海が作ってくれた夕食を、ピアノの練習で遅おくれて帰ってきた伊い織おりも交えて、四人で食べた。千ち尋ひろはまだ学校で仕事をしているのか、さくら荘に戻もどってきた様子はない。

　食べ終わると、各々やることがあるので、ほどなくして解かい散さんした。

　ましろは二階の自室で漫まん画がの執しつ筆ぴつ。七海は明日のオーディションに向けた準じゆん備び。そして、空太はゲーム制せい作さくだ。

　伊織はピアノの練習がある。コンクールが明日に迫せまっているせいか、食事のときから伊織の表ひよう情じようは硬かたかった。陽気なおしゃべりもなく、時折、テーブルを鍵けん盤ばんのように叩たたいていた。

「がんばってるな」

　と空太が声をかけても、

「はい」

　という普ふ通つうの返事があっただけだ。その姿すがたを見ていると、もう普通科に転科しようという考えはなくなっているように思えた。

　その後は、午後九時過すぎに美み咲さきが部屋に乱らん入にゆうしてきた以外は、静かな夜だった。

　ゲーム制作は順調に進み、搭とう載さいする予定だった仕様は組み込こみが完かん了りようしている。

　タイトル画面もつけて、ゲームとしての体てい裁さいは整った。

　それでもまだ空太が数すう値ちをいじっていたのは、難なん易い度どのバランスがこれでいいのか、自信を持てずにいたからだ。

「神かん田だ」

　突とつ然ぜん、名前を呼よばれた。

　開けっ放しのドア口に視し線せんを送ると、隣となりの部屋の住人である龍りゆう之の介すけが立っていた。幻まぼろしではなく実体だ。

「久ひさしぶりだな、赤あか坂さか」

　こうして、顔を合わせるのは、春休み以来……一ヵ月ぶりくらいになる。

「ドアの使い方を知らないのなら、僕ぼくが説明するぞ」

　開いたままのドアを、龍りゆう之の介すけが前後に動かしている。

「そんくらい知っとるわ！　開けっ放しだったのは、さっき美み咲さき先せん輩ぱいが部屋にきて、閉しめずに出て行ったからだ！」

「だったら、閉めたらどうだ？」

　そう言いながら、龍之介がドアを閉める。

　なぜだか、閉めた本人は部屋の中にいて、ずかずかと空そら太たの脇わきにやってきた。ＴＶの前に立ったまま、

「完成か？」

　と聞いてきた。

「一通りは」

「貸かしてみろ」

　出された手にコントローラーを握にぎらせる。

　タイトル画面に戻もどったところで、龍之介はまず『ひとりで遊ぶ』を選んだ。

　画面が切り替かわり、ゲームがスタートする。

　開かい幕まく直ちよく後ご、龍之介は敵てきＣＰＵの攻こう撃げきを食らいながら、各ボタンを二、三回ずつ押おして、操そう作さを確かく認にんしていた。

　だいたいの操作を理り解かいしたところで、敵ＣＰＵに攻撃を開始する。

　スタート時に受けたダメージの分、龍之介の方が劣れつ勢せいだ。でも、しばらく様子を見ていると、龍之介はまったく敵ＣＰＵの攻撃を食らわなくなった。それどころか、威い力りよくは高いけど弾だん速そくが遅おそくて当てにくいミサイルを、いとも簡かん単たんに敵ＣＰＵに直撃させる。しかも、連発で……。敵が吸すい込こまれるようにミサイルに向かってくるのだ。

　数秒後には、あっさりと逆ぎやく転てんして勝ってしまった。

「お前、今、なにをした？」

　まるで敵ＣＰＵの動きがわかっているかのようだった。

「神かん田だが構こう築ちくした敵ＣＰＵの動作プログラムが陳ちん腐ぷだっただけのことだ。何を条じよう件けんに行動の分ぶん岐きをしているのかを一目で理解できた」

「……まじで？」

　龍之介は自分の発言を証しよう明めいするように、再さい度どゲームをスタートする。「ミサイルが来る」、「ボムが来る」、「接せつ近きんしてくる」と敵ＣＰＵの次の挙動を、見事に言い当てた。

「お前の目には、何が見えてるわけ？」

「神田の空っぽな頭の中だな」

「ちゃんと詰つまってるよ！」

　龍りゆう之の介すけはもうひとつのコントローラーを床ゆかから拾い上げると、それを空そら太たに渡わたしてきた。今度は対戦をご所望らしい。

　空太は、ベッドの縁ふちに座すわってＴＶの正面を陣じん取どる。龍之介は相変わらず、脇わきに突つっ立ったままだ。

「言っておくが、俺おれは強いぞ」

　なんと言っても、開発者なのだ。一番多くこのゲームで遊んでいる。まあ、美み咲さきには相変わらず一度も勝っていないのだが……。

「今の台詞せりふは、負けフラグか？」

「俺の本気を、笑いの振ふりにしないでくれる？」

　そんなやり取りをしているうちに、画面は切り替かわった。




　結果は、泣きの一回を入れて、空太が六戦全敗した。

「なぜだ!?」

　打ちひしがれる空太を無む視しして、龍之介は再さい度ど『ひとりで遊ぶ』を選せん択たくしている。

　しばらく遊んでいると、追い討うちの言葉をかけてきた。

「敵てきＣＰＵの挙動に関しては、評ひよう価かにすら値あたいしない。行動の分ぶん岐きがプレイヤーに認にん識しきされた時点で、ゲームは作業になるからな」

　まさか、一回目のプレイから、思考ルーチンを丸まる裸はだかにされるとは思わなかった。

「知人同士の対戦は、遊べないこともないが、それはゲームが面白いのではなく、知人と遊んでいるのを『ゲームが面白い』と錯さつ覚かくしているだけで、ゲーム自体の面白さとは言い難がたい。これをゲームと呼よべるものにするには、敵ＣＰＵの挙動を一新する必要がある」

「赤あか坂さか、オブラートって知ってる？」

「当然だ」

「じゃあ、厚あつめに包んでくれると助かるな！」

「製せい品ひんレベルには、ほど遠いな」

「オブラートの話も覚えておいてくれるとうれしいよ！」

「だが、生まれてはじめてひとりで作ったゲーム……それも期間が一ヵ月足らずであることを考こう慮りよすれば上出来だ」

「……今のもう一回言ってくれ」

「僕ぼくなら半日で作れるレベルだ」

「俺の話は聞いてた？」

　龍之介のことだ。聞いた上で、今の発言なのだろう。

「最後の一言がなければ、俺は今日、とても穏おだやかな気持ちで眠ねむりにつくことができただろうに……」

　はあ、とため息を吐ついて、ベッドの縁に座った体たい勢せいから後ろに倒たおれ込こむ。

「でも、結局、赤あか坂さかのおかげだからな」

「そうだ。感かん謝しやしろ」

「これから何が赤坂のおかげかを、具体的に話そうと思ってたんだけど!?」

「聞くまでもない。僕ぼくの用意したメインプログラムと関数がなければ、一ヵ月の短期間で、小しよう規き模ぼとは言え、ゲームを一本完成させることなどできなかったはずだ」

「まったくもってその通りだよ。一ヵ月やってきたけど、俺おれ、なんで、画面に絵が表ひよう示じされるのかも、音が鳴るのかも、コントローラーで動かせるのかもわかってない。教えられたまま、それぞれの処しよ理りを行ってくれる関数を呼よび出して、数字をちょっといじってただけだもんな。あとはひたすら『ｉｆ』文を書いてただけだ」

　その感覚は、数学や物理の問題を解とくときに似にている。本ほん質しつがわかっていなくても、公式を使えば解けてしまう。

　でも、仕組みなど知らなくていいというのが、龍りゆう之の介すけの意見でもある。それも、なんとなくはわかる。たとえば、ＴＶやケータイ、電子レンジやパソコン……なんでもいいのだが、それらがどんな原理で動いているのかは知らなくても、使い方さえわかれば問題など何もないのだ。

「へこんでいるヒマがあるなら、調整作業を進めたらどうだ？」

「別にへこんじゃいない。ちょい、休きゆう憩けいだ」

　見み慣なれた天てん井じようをぼんやりと眺ながめる。

　龍之介は未だにゲームをプレイし続けていて、時々、ここがダメ、ここもダメ、ここは最悪だと言ってきている。

　その評ひよう価かを聞いているうちに、空そら太たの中にあるひとつの考えが浮うかんでいた。いや、本当はもっと前から漠ばく然ぜんと思っていた。考えていたことだ。言葉にするのだけは避さけていた想い……。

　それが、自分の作ったゲームを遊ぶ龍之介を前にして、一気に膨ふくれ上がっていた。

「なあ、赤坂」

「文もん句くがあるなら、もう少し遊べるゲームを作れ」

「俺とゲームを作らないか」

　たぶん、去年の文化祭が切っ掛かけだ。『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の制せい作さくは、誰だれかと一いつ緒しよに何かを成し遂とげる喜びを空太に教えてくれた。

　この一ヵ月間行ってきたゲーム制作は楽しかったけど、あのときの充じゆう実じつ感かんには程ほど遠とおい。まるで手が届とどかない感じだった。出来上がっていく過か程ていの面白さも、出来上がった瞬しゆん間かんの高こう揚よう感かんも全然違ちがう。

「何か、いい企き画かくのアイディアでも生まれたのか？」

「いや、それはない」

「ならなんだ？　発言の意図は明めい確かくにしろ」

「俺さ、ゲームクリエイターになりたいと思って、企画オーディションに挑ちよう戦せんしたり、今はこうして実じつ際さいにゲームを作ったりしてるけど……正直、自分がどういうクリエイターを目指しているのか、具体的なイメージはなかったんだよ」

「僕ぼくの発言に対する答えになっていないぞ」

　構かまわずに空そら太たはさらに続けた。

「憧あこがれを持つゲーム開発会社は何社かあるよ。大学に入って就しゆう職しよく活かつ動どうの時期が来れば、もちろん、入社試験に挑ちよう戦せんするんだと思う。だけど、たとえば夢ゆめが叶かなったとして、大学卒業後にそうしたゲーム会社に就職できたとするだろ？　そのとき、俺おれはどんな感じなんだろうな」

　龍りゆう之の介すけはなおもゲームをひとりでプレイしている。

「今は足を踏ふみ入れるだけでも緊きん張ちようするような綺き麗れいなオフィスビルに、毎日、私し服ふくで通つう勤きんするのかな？　何十人もいるプロジェクトメンバーのひとりとして、遅おそくまで残業とかするのかな？」

「可か能のう性せいはある話だな」

「けど、なんか違ちがうんだよ。しっくりこない。俺がゲームクリエイターになりたいと思ったのは、そういう感じじゃない気がする」

「僕の認にん識しきでは、今、神かん田だが口にしたのが、一いつ般ぱん的てきなゲームクリエイターの姿すがただぞ。それを違うとは、お前は何になるつもりだ？」

「赤あか坂さかが部屋に来て、俺の作ったゲームをボロカスに言って……今、こんな風にお前と話をしていてわかったよ」

「……」

「俺は、ただゲームを作りたいんじゃなくて、去年の文化祭のときのように、ああいう雰ふん囲い気きの中で、ゲーム制せい作さくをしたいんだってことに」

　半分くらいわかっていながらも、その気持ちと向き合うことを避さけていたのは、たぶん、こわかったからだ。

　冗じよう談だんとか、ノリとか、勢いきおいとかで、言葉にできるほど、これは軽い気持ちじゃない。本心であり、本音であり、本気なのだ。だからこそ、慎しん重ちようになって怯おびえていた。

　断ことわられたらそれで終わりだから。深く傷きずつくことになるから。

　それを今、このときにすんなり龍之介に伝えられたのはなぜだろうか。

　春になって、人と人の関係が、少しずつ変わりゆくことに、改めて気づいたからかもしれない。卒業まで、今のさくら荘そうのメンバーと一緒にいられないことを知ってしまったからかもしれない。もうすぐ、七なな海みはさくら荘を去っていく。

「今の話を実じつ現げんするのは、事実上不ふ可か能のうだな。椎しい名なはすでにプロの漫まん画が家かで、三み鷹たか夫人はアニメ業界が絶ぜつ対たいに手放さない。背はい景けいのヘルプに入った元もと居い候そうろう娘むすめも、あれでプロの画家だぞ。そもそも、それぞれに見ている未来が違う」

「あのメンバーでやれないことは百も承しよう知ちだよ。最初から、赤坂以外に声をかけるつもりはなかった」

「……」

「去年の文化祭みたいにって言ったのは、制せい作さく現げん場ばの雰ふん囲い気きのことだ。そりゃあ、あのメンバーでやれたら、すごいけどさ。それぞれに夢ゆめや目もく標ひよう……仕事があるんだ。無茶なのはわかってる」

「結けつ論ろんをまとめろ」

「赤あか坂さか、俺おれとゲームを作ってくれ」

「……」

「一本だけとは言わない。二本でも、三本でも作りたい。大学を卒業したときには、藤ふじ沢さわさんたちみたいに、一いつ緒しよに会社を立ち上げられたら最高に楽しいと思ってる。そういう意味として、俺の言葉は受け取っておいてくれ」

「無理だな」

　即そく答とうだった。

「ちょっとは考えろ！　さすがに今度はまじでへこんだぞ……」

　だから言いたくなかったのだ。こうなる予感はあった。

「この先、数ヵ月間、僕ぼくのスケジュールは埋うまっている」

「お前、授じゆ業ぎようをサボるほどに忙いそがしいもんな。わかったよ」

　簡かん単たんに諦あきらめ切れる夢ゆめではないけど、無む理り強じいはできない。また機会を見つけて誘さそってみようと思う。

「だから、せいぜい、僕の手が空くまでに、神かん田だはまともな企き画かくを練っておけ。もちろん、ゲーム制作も継けい続ぞくして行いながらな」

「え？　それって」

　顔を上げると、龍りゆう之の介すけは敵てきＣＰＵをノーダメージで倒たおしていた。

「僕を納なつ得とくさせられる企画が用意できるなら考えてやると言っているんだ」

「まじで？」

　がばっと起き上がる。

「やるやる！　企画でも何でも考えてやるよ！」

「それと、会社の立ち上げに、僕はあと五年も待つ気はないぞ。大学の在ざい学がく中にでも可か能のうな話だ。遅おそくても三年後。それくらいの気持ちがなければ、僕と組むなど不可能だな」

　興こう奮ふんする空そら太たをよそに、龍之介は冷静な態たい度どでコントローラーを机つくえの上に置いた。

「やばいなそれ……すげえ面白そう」

　今立っているこの場所からはまだ遠いけど、未来の自分を明めい確かくに想そう像ぞうすることはできた。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに通いながら、龍之介とゲーム制作に明け暮くれる日々。大学の近くに開発室にできる部屋を借りるのだろうか。それとも、空太が広めの部屋を借りて、そこを開発室にするのだろうか。きっと、軌き道どうに乗るまではバイトをして生活費や資し金きん繰ぐりをする必要もあるんだろう。他にも何人かスタッフを誘さそう必要はある。グラフィックとサウンドの担たん当とうはひとりずつほしい。

　ちょっと考えただけでも、口元がにやけてしまうほど魅み力りよく的てきなビジョンだった。

　それらを現げん実じつにするためになら、活力も湧わいてくる。空そら太たは今までに感じたことのない高こう揚よう感かんの中にいた。

　目標はよりはっきりとイメージした方がいいなどと言うけれど、それはつまりこういうことなのかもしれないと空太は思っていた。

「話は以上だな」

「あ、ああ」

「僕ぼくは部屋に帰るぞ。企き画かくがまとまったらいつでも持って来い」

「そのつもりだよ」

　マイペースの龍りゆう之の介すけは、後ろ手にドアを閉しめて部屋から出て行った。

　すぐに隣となりの部屋のドアが閉まる音が聞こえてくる。

　次に龍之介に会うのはいつだろうか。

　喜びの余よ韻いんに浸ひたりつつ、空太は再さい度どベッドに仰あお向むけに倒たおれた。

　しばらくそうしていると、今度は玄げん関かんの方で音がした。誰だれかが帰ってきたようだ。

　そう言えば、今日はまだ千ち尋ひろが帰き宅たくしていなかった気がする。

　管理人室に向かうと思った足音は、どうしたことか空太の部屋へと近づいてくる。

「ん？　なんだ？」

　疑ぎ問もんに思って目を開ける。起き上がってベッドの縁ふちに腰こしを掛かけると、

「邪じや魔まするわよ」

　と言って、不ふ機き嫌げんな顔をした千尋が入ってきた。

「さくら荘そうには、ノックと呼よばれていた文化はなくなってしまったんですかね」

「あんたが、ノーノックを受け入れたから消しよう滅めつしたんでしょ」

　まるで空太のせいだと言っているかのような言い草だ。せっかくのいい気分が台無しだ。

「俺おれがいつ受け入れましたっけ？」

「この部屋は共有スペースよ。知らないの？」

「事実上そうなってますけど、形式上はプライベート空間にしておいてください！」

　必死の抗こう議ぎが虚むなしく部屋に響ひびき渡わたる。肝かん心じんの千尋は聞いちゃいない。誰かいるのか、ドア口を振ふり向いている。

「入っていいわよ」

　一いち応おう、この部屋の主は空太なのだが……共有スペースだと認にん識しきされているのでは仕方がない。

「失礼します」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてきたのは、空太の知っている人物だった。

　今日も昼休みに屋上で話をした長は谷せ栞かん奈なだ。

　旅行のときに使うような少し大き目の鞄かばんを両手で持っている。

「どうして、ここに？」

　さくら荘そうに用事があるとも思えない。だいたい、どうして千ち尋ひろと一いつ緒しよにやってきたのだろうか。

「面めん識しきはあるそうだから、紹しよう介かいは不要ね。彼かの女じよ……一年の長は谷せ栞かん奈なは今日からさくら荘の２０１号室に住むことになったわ」

「は？」

「なに驚おどろいたふりしてんのよ」

「純じゆん粋すいに驚いてるんですよ！」

「あんたは彼女のスカートの中の事じ情じようをもう知ってるって聞いてるけど？」

「なんちゅう言い方をするんですか、先生は」

「下半身の事情を知ってるんでしょ？」

「なんで、言い直してもっとダメな方向に行くかな！」

　まだ千尋に言い足りない気持ちはあるが、とりあえず最さい低てい限げんの状じよう況きようは把は握あくできた。

　そもそも、栞奈が島流しに遭あう理由など、ノーパンの件けん以外に思いつかない。

「どういうことか説明してもらっていい？」

　栞奈に直接聞くことにした。担たん当とう編へん集しゆうさんからプロットのオッケーはもらったと聞いている。ストレスは一いつ旦たん解かい消しようされたはずだ。

「引かないと約束してください」

　きっぱりと栞奈が言ってきた。

「それは難むずかしいな……」

　本心を空そら太たは返す。

「どうしてですか？」

「なんとなく答えが想そう像ぞうできて、もう引いてるから」

「きょ、今日のは、一時の気の迷まよいなんです！　その……プロットが通って、少しだけ開放的な気分だったので」

「だからって、なんてところを開放するかな！」

　これはもう癖くせになってきているんじゃないだろうか。生なま半はん可かな刺し激げきでは物足りなくなってきている。

「で、誰だれかにばれたのか？」

　気落ちしているのか、俯うつむいたままの栞奈が小さく頷うなずく。

「入にゆう寮りようして三日目くらいで、女子寮の監かん督とく教きよう師しが、彼女の様子がおかしいことに気づいていたそうよ。何かを気にして、そわそわしてたみたいでね。それ以来、注意して彼女の様子を見ていたんだってさ」

「つうか、寮でもやってたのか！」

「少しだけですけど……」

　この際さい、多いか、少ないかは関係ない。あるか、ないかの問題だ。

「そしたら、今日、夕食の時間に二階から下りてくる彼かの女じよと階かい段だんで鉢はち合あわせて、謎なぞが解とけたそうよ。そりゃ、まあ、そわそわもするわよね」

「はあ」

「で、デートの約束があったにもかかわらず、私は校長に急きゆう遽きよ呼よび出されて、今の今まで彼女の処しよ遇ぐうをどうするかの会議に付き合わされていたの」

　千ち尋ひろの機き嫌げんが、普ふ段だん以上に悪いのは、デートが潰つぶれたのが理由らしい。

「ったく、せっかく、向こうから誘さそわせたっていうのに」

　小声でぶつぶつとさらに何か文もん句くを言っている。

　どうやらデートの相手は、空そら太たもゲーム企き画かくの件けんでお世話になった藤ふじ沢さわ和かず希きのようだ。千尋とは同級生だったと聞いている。

「話を戻もどすとどういうことですか？」

　脱だつ線せんした千尋という名の暴ぼう走そう列れつ車しやを、元のレールに戻もどしてあげる。

「女じよ子し寮りようの監かん督とく教きよう師しも、自分の手に余あまるとか言うし、クラス担たん任にんは校長の指し示じ待まちで、その校長は最初からさくら荘そうに押し付ける気満々。そりゃあ、そうよね。私もいろんな問題児を見てきたけど、露ろ出しゆつ癖へきの生徒ははじめてよ」

「本人が目の前にいるので、言葉を選ぼうか！」

「私のは露出癖ではありません」

　なぜだか、栞かん奈なは空そら太たに抗こう議ぎしてきた。言ったのは千尋なのに……。

「これからひとつ屋根の下で、一いつ緒しよに暮くらそうって相手に気き遣づかってどうするのよ」

「もちろん、世の中を平和にするんでしょ！」

「ちょっと、もう、あんたツッコミ禁きん止し。ちっとも話が前に進まないじゃない」

　心底、迷めい惑わくそうに千尋が言ってきた。心外なこと、この上ない。

「先生が捨すて置けない発言を連発するせいでしょ！」

「いいから、黙だまんなさい」

「……」

　とりあえず、従したがってみる。

「なんにしても、彼女の行こう為いを黙もく認にんして、この先もノーパンで校内や寮内をぶらぶらされたらたまんないというのは、彼女も含ふくめて全ぜん員いん一いつ致ちの意見でね。まあ、女だからぶらぶらはしないんだけど」

「黙った一発目から、とんでもないものを放り込こんできてくれたな！」

　千尋には羞しゆう恥ち心しんというものがないんだろうか。三み十そ路じを超こえると、性せい別べつもなくなるのだろうか。そうかもしれない。きっと、そうだ。

「とにかく、女子寮の監督教師も、クラス担任も、校長も当てにならないんだからしょうがないわよね」

「じゃあ、頼たよりにならない他の先生方を見かねた千ち尋ひろ先生が、彼かの女じよをさくら荘そうにつれてきたんですね」

　普ふ段だんの言動には難なんありなのだが、千尋の根っこはきちんと先生をしている。そのことを空そら太たはよく知っていた。

「正直、いい加か減げん、帰りたかったしね」

　あくびをしながら、とんでもないことを言ってきた。

「理由に異い議ぎがあるな！」

「でも、神かん田だの言う通りよ。さくら荘に連れてきて、あとはあんたに面めん倒どうを見させることにしたの」

「は？」

　今、千尋はなんとのたまっただろうか。

「詳くわしくは今話した通りよ」

「大事な部分の詳しよう細さいな説明は、どこにも見当たりませんでしたけど!?」

　ここで流されてはいけない。何か、相当厄やつ介かいなことを押おし付けられようとしている。脳のう裏りをよぎったのは、去年の四月。『ましろ当番』が決まったときのことだ。

「右も左もわからない一年生の女子が、ところ構かまわずパンツを脱ぬがないように、あんたが責せき任にんを持ってちゃんと躾しつけるのよ」

「今、自分が何を言ったのか、自覚してんのか！」

「してるわよ。当たり前でしょ」

「すごいな、おい！」

　とか言っている脇わきで、栞かん奈なが「脱ぬぐ場所は選んでます」と、あまり意味のない弁べん解かいをしていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あんたならできる」

「励はげまされる意味がまったくわかりません！」

「私は、一年間、ましろの世話をしてきたあんたの実じつ績せきを信用してるわ」

「そんな信用、ほしくもなかったわ！　先生は俺おれをなんだと思ってるんですか！」

「ブリーダーでしょ？」

「なんで『そんなことも知らないの？』って言い方なの!?」

「わかったわよ。トップブリーダーに格かく上あげしてあげるから」

「ブリーダーから離はなれろ！」

「大きい荷物は明日移い動どうさせるから、よろしく。はい、離れたわよ」

「ついでに俺が世話をするって考え方からも離れましょうか！」

「じゃあ、あとは神田に聞いて」

　空太を完全に無む視しした千尋は、栞奈にそう告げると、さっさと部屋を出て行ってしまう。

「あ、ちょっと、先生！」

　聞こえてきたのは、管理人室のドアが閉しまるバタンという音だけだった。

　呼よびかけと一いつ緒しよに伸のばした手は、残念ながら何も掴つかんでいない。虚むなしさを胸むねに、空そら太たは手を下ろした。

「比ひ喩ゆ的てきに頭が痛いたくなってきたよ……てか、急にさくら荘そうで暮くらせなんて言われて、栞かん奈なさんは大だい丈じよう夫ぶ？」

　ある一部に爆ばく弾だんを抱かかえているとは言え、表向きは成せい績せき優ゆう秀しゆうの優等生だ。問題児として扱あつかわれるのは、ショックなのではないだろうか。

「こうなってしまった以上は……仕方がないです。一日でも早く、一いつ般ぱん寮りように戻もどれるように努力します」

「協力できることならするよ」

「……空太先せん輩ぱいこそ、いいんですか？　私に言いたいことがあるんじゃ」

「あっさり他人にばれて、恥はじの抑よく止し力りよくとはなんだったのだろう……という思いはあるかな」

「お互たがい忘わすれましょう」

　それで済すめばいいのだが、もはや空太が忘れて終わる問題ではなくなっている。主に、ある一方向に関しては、多大な影えい響きようが出たあとだ。今さら七なな海みとの間にあったことを忘れるわけにはいかない。

　そんなことを考えていると、空太の部屋のドア口に人ひと影かげが現あらわれた。

「げっ！　なんで絶ぜつ壁ぺき眼鏡めがね女おんながここに!?」

　やってきたのは伊い織おりだ。ジャージのズボンにＴシャツを一いち枚まい。頭にはヘッドフォン。プラグをずるずると引きずっている。

　伊織の登場に、栞奈は露ろ骨こつに「はあ」とため息を吐ついて反はん応のうした。

「さくら荘には、のぞき魔まがいるんだったわね」

　嫌けん悪お感かん全開だ。同学年相手だと、敬けい語ごでもなくなるので、しゃべりに迫はく力りよくが増ます。

「彼かの女じよは、今日からさくら荘で暮らすことになったんだ」

「まじっすか!?」

「ふたりは知り合いなのか？」

　栞奈と伊織に質しつ問もんを投げる。

「元はと言えば、こいつなんですよ、空太先輩！　女子寮にまんまと潜せん入にゆうした俺おれはこいつに見つかってしまったせいで、のぞき魔の烙らく印いんを押おされて、島流しにされたんです！」

「元はと言えば、あなたが女じよ子し風ぶ呂ろを覗のぞこうなんて卑ひ劣れつな真ま似ねをしたからでしょ。元はと言えば、あなたが変へん態たいだから島流しにされたのよ。元はと言えば、あなたがバカだから」

　すべて栞奈の言う通りだ。変態なのはお互たがい様のような気もするが……とか思っていたら、栞奈にじろりと睨にらまれた。

「なんですか？」

「いえ、何も」

「そうは見えません」

「いえ、何も」

　空そら太たはあえて同じ言葉を繰くり返した。

　追つい及きゆうを諦あきらめてくれた栞かん奈なは、再ふたたび伊い織おりに狙ねらいを定めている。

「もうひとつ訂てい正せいしておくけど」

「な、なんだよ」

　冷静な目で凄すごまれた伊織の腰こしは引けている。栞奈の眼鏡めがね越ごしの視し線せんは、結けつ構こう、威い圧あつ感かんがあるのだ。

「私、絶ぜつ壁ぺきではないから」

　気にしているのか、その発言だけは口調にわずかな熱がこもっていた。

「はあ？　どうせ、あっても高たか尾お山さんくらいだろ？　そんなのは俺おれの中じゃあ、山とは呼よばないんだよ！　丘おかだ、丘！」

「……」

　栞奈の視線は呪のろいでも発動しそうなほどに冷たい。

「ま、まあ、高尾山はいいところだぞ。都心からも近くて、気軽に行ける人気のスポットだ」

「どこを見ながら言っているんですか？」

　確かく認にんのため、空太の視線は栞奈の胸むな元もとを見ていた。栞奈が肩かたを向けてきて胸むねを隠かくす。

「だいたい、なんで新入生の代だい表ひよう挨あい拶さつを任まかされるようなお堅かたい優ゆう等とう生せいが、さくら荘そうに来るんだよ。なにしたんだ、お前」

　もっともな疑ぎ問もんを伊織が口にする。

「それは……」

　さすがに、その話題には弱いらしく、栞奈は一度俯うつむいてから、助けを求めるように空太へと視線を送ってきた。

「あれ？　空太先せん輩ぱいは知ってるんですか？」

　意外と伊織は目ざとく鋭するどい。

「言ったら、私も言います」

　栞奈の呟つぶやきは、完全なる脅きよう迫はくだ。

「なにか、騒さわがしいと思ってきてみれば」

　七なな海みが深く息を吐つく。

「空太」

　続いて、ましろも顔を出した。

「髪かみ、乾かわかして」

　空気を読まずにドライヤーを差し出してくる。

「椎しい名な、お前は、もっと色々なことを気にしようか。この状じよう況きようを見て何も思わないのか？」

　ましろが、空そら太た、七なな海み、伊い織おり、栞かん奈なを順番に見ていく。

「五人」

「人数なんてどうでもいいわ！」

「もしかして、神かん田だ君、これって……」

　七海は少し大き目な栞奈の手荷物に気づいたようだ。

「改めましてになりますが、一年の長は谷せ栞奈です」

　ぺこりと栞奈がお辞じ儀ぎをする。それに続けて、

「今日からさくら荘そうでお世話になることになりました。よろしくお願いします」

　と、栞奈は入にゆう寮りようの挨あい拶さつを述のべるのだった。

　こうして、新年度開始からわずか一ヵ月。さくら荘の空あき部屋は全部埋うまった。




　この日のさくら荘会議の議事録には次のように書かれている。


　──普ふ通つう科かの一年生、長谷栞奈さんが２０１号室に入室することになりました。書記・青あお山やま七海

　──よろしくお願いします。追記・長谷栞奈

　──歓かん迎げい会かいは、明日、引っ越こしが終わったところでやろうか。追記・神田空太

　──俺おれは歓迎しませんよ！　追記・姫ひめ宮みや伊織

　──変へん態たいに歓迎されても、不ふ愉ゆ快かいなので丁度いいわ。追記・長谷栞奈

　──お前ら、議事録をチャットみたいに使わないようにな。追記・神田空太

　──今年は変態が豊ほう作さくね。追記・椎名ましろ

　──話がまとまったところで、余よ計けいなことを言うな！　追記・神田空太

　──神田君、議事録をチャットみたいに使わないようにね。追記・青山七海

　──はい、すいませんでした。追記・神田空太

　──『栞奈当番』は、神田空太に決定。追記・千せん石ごく千ち尋ひろ

　──しれっと、何を書いてんですか！　追記・神田空太






　　　　３




　翌よく日じつ、五月三日の憲けん法ぽう記念日。

　午前中に栞奈の引っ越し荷物の受け入れを行った空太たちは、午後になると水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに来ていた。

　空太、ましろ、栞奈、七海の順で横に並ならび、大学の中央を貫つらぬく並なみ木き道みちを、音楽ホールに向けて歩いていく。伊織のコンクールをこっそり見に行くのだ。

　一いち応おう、服ふく装そうは気を遣つかった方がいいだろうと相談した結果、無ぶ難なんに制せい服ふくを着ていくことにした。

「どうして、私まで一いつ緒しよに来ないといけないんですか？」

　そう言ってきたのは栞かん奈なだ。引っ越こしの荷物の片かた付づけをしたいのに、と文もん句くを続けている。

「ひとりでいると、考え事ばかりして、またストレスが溜たまるだろうし、早く別のストレス発散方法を見つけて、さくら荘そうを出て行きたいだろ？」

「まあ、そうですけど……」

　栞奈は納なつ得とくしたようなしていないような感じで唇くちびるを尖とがらせ、空そら太たから視し線せんを逸そらした。

「そう言えば、優ゆう子こちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？　ひとり部屋になって寂さびしがってるんじゃない？」

「なんでも、ルームメイトのいない二年生の方と、一緒になるそうなので心配はいらないと思います。彼かの女じよは、私と違ちがって誰だれとでもすぐに打ち解とけられますし」

　優子の場合、空気を読めないところがプラスに働いているのだ。

「ただ、『私もすぐに行くからね』と言っていましたけど」

　栞奈が横目で空太を見てきた。

　その件けんに関しては、空太は昨日のうちにメールで優子から聞いている。

　──さくら荘の部屋は空あいてないから諦あきらめろ。もちろん、俺おれの部屋に一緒に住むとかいうバカな提てい案あんは却きやつ下かだ

　と、きっぱり突つき放しておいた。それがショックだったのか、その後、優子からのメールはぱたりと止まった。

　本当は、もうしばらくすると、部屋はひとつ空くのだが……。

　ちらりと七なな海みを盗ぬすみ見たつもりが、思い切り目が合ってしまった。

「神かん田だ君、前を見て歩かないと転ぶよ」

　自然な態たい度どで七海は正面に向き直っている。

「お、おう」

　けど、空太は露ろ骨こつに意い識しきしてしまった。

　今日は伊い織おりのコンクールだけではなく、夕方には七海のオーディションもある。そして、オーディションが終わったあとで、話したいことがあると七海には言われているのだ。普ふ段だん通どおりの自然な態度を保たもつのは無理があるというものだ。普通にしようと思えば思うほど、逆に意識してぎこちなくなってしまう。

「あのさ、神田君」

「な、なんだ？」

「どうして、そんなに構かまえるかな」

　七海は呆あきれた様子だ。

「そ、そんなことはないぞ」

　自分で言っていて説得力がないと空太は思った。

「で、なんだ？」

「伊い織おり君のコンクールが終わったあとで、もう一度だけ練習付き合ってくれないかな？　オーディションの前に」

「そういう話か。わかった、いいぞ」

「空そら太た、わたしも」

　今度は隣となりを歩くましろが話しかけてきた。

「美び術じゆつ室しつ、付き合って」

「青あお山やまとの練習のあとでならいいけど……今日も描かくのか？」

「もうすぐできるから」

　ましろの何なに気げない感じの一言。だけど、空太の心を一いつ瞬しゆんで緊きん張ちようさせるには十分だった。

　もうすぐできる。

　ましろの絵が完成する。

　それが何を意味しているのかは、今さら考えるまでもない。

　自分の胸むねをもやもやとさせる気持ちの正体をはっきりさせるために、ましろは空太の絵を四月から描き続けているのだ。

　出来上がったとき、ましろの絵は何を語るのだろうか。

「もうすぐできるから」

　返事を催さい促そくするように、もう一度ましろが言ってきた。

「ああ、わかった」

　思わず、オッケーをしてしまった空太は、『もうすぐ』の正せい確かくな時間を聞き返すタイミングを完全に逃のがしていた。

　あと二、三日かかるのか、一週間くらいなのか、それとも明日なのか、今日なのか、空太にとっては大きな違ちがいだし、大事なことだ。

「空太先せん輩ぱい、大人気ですね」

　まったく心のこもってない声で、栞かん奈ながからかってくる。いや、からかっているのかどうかもよくわからない。今もなお、栞奈は興きよう味みなどなさそうに前を向いているのだ。

　そのとき、春らしい突とつ然ぜんの風が吹ふいた。

「きゃああ」

　と大げさな悲鳴を上げた栞奈が、両手でスカートを押おさえている。空太、ましろ、七なな海みの視し線せんが栞奈に集中した。

「あの〜、栞奈さん？　もしかして、今もなのか？」

「ち、違います」

　両手を振ふって、栞奈が即そく座ざに否ひ定ていする。その横に立ったましろが栞奈のスカートに手を伸のばした。

「え？」

　驚おどろいた声を上げる栞かん奈な。それを気にも留とめずに、ましろはのれんでもくぐるように栞奈のスカートをめくり上げた。

「きゃあああああああ！」

　慌あわててスカートを前後から押さえた栞奈は、その場に座すわり込こんでしまう。半分涙なみだ目めだ。

「ノーパンよ」

　堂々とした態たい度どで、ましろが空そら太たに報ほう告こくしてきた。

　栞奈の視し線せんは、ましろではなく真っ先に空太へと突つき刺ささる。

「み、見えました？」

「見えなかったから安心してくれ」

　間にスカートをめくったましろが立っていたおかげだ。そうでなければ、ものすごい光景を網もう膜まくに焼き付けることになっていただろう。

「椎しい名な先せん輩ぱいは場所を考えてください！　こんなところでスカートをめくるなんて非ひ常じよう識しきです」

　パンツをはいていない方が、非常識ではあると思う……。七なな海みも同意見らしく、栞奈を見て曖あい昧まいに笑っていた。

「栞奈、癖くせになったのね」

　空気を読まない一言はまたしてもましろだ。

「ち、違ちがいます！　ちょっと魔まが差しただけです」

　弁べん解かいの声は小さくなっていく一方だ。

「栞奈は変へん態たいね」

「一いつ般ぱん寮りように帰るのは、まだまだ先になりそうだな」

　ため息混じりに、空太は感想を口にした。

「す、すぐに出て行きます」

　そんな話をしながら、音楽ホールを目指した。




　建けん設せつからまだ十年足らずの音楽ホールは、白い外観が人目を惹ひきつける。最大で六百人の観客を収しゆう容よう可か能のうな水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく自じ慢まんの施し設せつのひとつだ。

　全面ガラス張ばりの正面ドアを通り抜ぬけ、まずはエントランスホールに足を踏ふみ入れる。突とつ然ぜん、足の裏うらの感かん触しよくがやわらかくなった。床ゆかにはワインレッドの絨じゆう毯たんが敷しかれていて、学校内なのに、高級感が漂ただよっている。

　空気も建物の外とは一変した。図書館のような静けさ。肌はだを刺さすような緊きん張ちよう感かんが、エントランスホールを満たしている。

　ぽつぽつと人ひと影かげはある。壁かべ際ぎわで何人かが囁ささやくような声で立ち話をしている。大人おとなの男だん性せいは落ち着いた感じのスーツ姿すがたが目立ち、女性はドレスとまではいかないが、誰だれもが上品で綺き麗れいな格かつ好こうをしていた。

　空そら太たたちと同年代と思おぼしき人物も、二、三人目に付いた。男子は燕えん尾び服ふくを着ていて、女子はまさにドレス姿すがただ。彼かれらはコンクールの出場者なのだろう。ピアノの先生らしき人に声をかけられ、熱心に耳を傾かたむけていた。

　どうにも場ば違ちがいなところに来てしまった。それが空太の最初の感想だった。

「入り口付近で立ち止まるな」

　突とつ然ぜんの後ろからの声に、

「あ、すいません」

　と言って、場所を空ける。

　声の人物が目に入った途と端たん、空太は口を「あ」の形にしていた。

「生徒会長」

　背はい後ごにいたのは、三月にスイコーを卒業した舘たて林ばやし総そう一いち郎ろうだった。濃のう紺こんのジャケットが、真面目な総一郎によく似に合あっている。

「俺おれはもう卒業したんだぞ。その呼よび方はよせ」

「館林先せん輩ぱいは、未来の義弟おとうとさんの応おう援えんですか？」

「その三み鷹たかのような言い方はもっとよせ。……沙さ織おりに、弟の様子を見てきてほしいと頼たのまれただけだ」

「それは応援とは違ちがうんですか？」

　空太がそう聞き返すと、

「お前たちは新しいさくら荘そうメンバーの応援か？」

　と、逆ぎやくに総一郎の方から質しつ問もんしてきた。総一郎の目が、空太、ましろ、七なな海み、栞かん奈なを順番に確かく認にんしている。

「伊い織おりがさくら荘にいることは、もう知ってたんですね」

「そっちの一年生もだろう？　まったくわずか一ヵ月で、三鷹と上かみ井い草ぐさの穴あなが埋うまるとはな」

　総一郎は、美み咲さきの結けつ婚こん後ごも、昔の名字で呼ぶことにしているらしい。その視し線せんは、新しいさくら荘メンバーである栞奈を見ていた。

「美咲先輩に聞いたんですか？」

「神かん田だは、現げん生徒会長と同じクラスらしいな」

　なるほど、情じよう報ほう源げんはそちらか。空太や七海が在ざい籍せきする三年一組には、さくら荘メンバーの他に、どうしたことか生徒会のメンバーも揃そろっているのだ。

「あまり問題は起こすなよ」

　別れの挨あい拶さつのようにそう言って、総一郎が音楽ホールの中へと向かう。その後ろに、空太はぴったりとくっついていった。

　防ぼう音おん扉とびらの前で立ち止まった総一郎が、肩かた越ごしに空太を見てきた。

「どうしてついてくる？」

「コンクールの見学ははじめてなので、勝手がわかっていそうな館たて林ばやし先せん輩ぱいについていこうかと」

　空そら太たの後ろには、カルガモの親子のように、ましろ、七なな海み、栞かん奈なの姿すがたもある。伊い織おりの姉でもあり、三月にスイコーの音楽科を卒業した姫ひめ宮みや沙さ織おりの彼かれ氏しである総そう一いち郎ろうなら、こういう場所での立ち振ふる舞まいも心得ているだろう。

「その図々しさは三鷹譲ゆずりか？」

「その辺は、見習おうとは思ってないんですけど」

「まあ、好きにしろ」

　総一郎を先頭に防音扉を抜ぬけてコンサートホールに入る。

　視し界かいが一気に広がった。高い天てん井じよう。傾けい斜しや上じように並ならんだ客席。入り口からだと少し見下ろす位置にあるステージの上には、黒い光こう沢たくを放つピアノが鎮ちん座ざしている。

　前の方は関係者と審しん査さ員いんの座席になっているらしく、一いつ箇か所しよに十数名が固まっていた。真ん中より後ろが、一いつ般ぱんに開放されているようだ。

　総一郎についていき、中央のブロックの空あいているシートに並んで座すわった。クッションが利きいていて、座り心地ごこちはなかなかだ。

　周囲の様子をぐるりと観察する。観客は百人程てい度どだろうか。

　あまりおしゃべりをして待つ雰ふん囲い気きでもなかったので、空太は大人おとなしくはじまるのを待つことにした。

　約十分後、

　──時間になりましたので、午後の部をはじめたいと思います

　というアナウンスが流れた。

　かすかにしていた話し声が、一いつ斉せいに引いて行く。

　すると、すぐに舞ぶ台たい袖そでから真っ赤なドレスに身を包んだ女子生徒が、ヒールをかつかつと鳴らしながら登場した。顔を見たことがある。たぶん、スイコーの音楽科の生徒だ。

　彼かの女じよは審査員に一礼をして、椅い子すの位置を調整すると、ピアノの前に座った。「ふう」と息を深く吐はき出したかと思うと、鍵けん盤ばんに手を置いて演えん奏そうを開始する。

　特に、スタートの合図とかはないらしい。

　演奏は十分に届とどかない程度だったと思う。うっすらと額ひたいに汗あせをにじませた女子生徒は、再ふたたび審査員に一礼をして、舞台の袖へと消えて行った。

　その彼女と入れ替かわりで、次の演奏者が出てきた。今度は燕えん尾び服ふくを来た男子。髪かみもばっちりオールバックに固めている。

　先ほどの彼女と同じように、挨あい拶さつをして、椅子の位置を直して、自分の間で演奏を開始した。曲も同じだ。

　一曲を弾ひき終えると、また次の演奏者が出てきた。さらにその次も……しばらくはそれの繰くり返しが続いていく。いや、たぶん、最後までこうなのだ。

　曲が全員同じなので、正直段だん々だんと飽あきてきた。

　最初のあくびが出たところで、コンクールには弾ひかなければならない課題曲というものがあることを、総そう一いち郎ろうが教えてくれた。複ふく数すうの曲から一曲を選ぶ場合もあれば、決められた一曲をやる場合もある。予選から複数の曲を弾くコンクールもあるらしい。

　今回の課題曲はショパンの楽曲。バラードの何番と言われても、クラシックに疎うとい空そら太たにはぴんとはこなかった。

　隣となりに座すわったましろは、六人目の演えん奏そうがはじまる頃ころには、舟ふねを漕こいでいた。規き則そく正ただしい寝ね息いきに、その奥おくに座った栞かん奈なは、呆あきれた様子だった。

　一時間も座っていると、空太もさすがに何度目かのあくびが出た。

　そろそろ伊い織おりに出てきてもらわないと寝ねてしまう。

　その想いが届とどいたのか、前の演奏が終わったところで、

「次だぞ」

　と演奏順のリストを持っていた総一郎が教えてくれた。肩かたを揺ゆすってましろを起こす。

　それとほぼ同時に、伊織が舞ぶ台たい上じように姿すがたを見せた。寝ね癖ぐせっぽい髪かみはそのまま。見み慣なれない燕えん尾び服ふくは、意外と似に合あっている。黙だまっていると理知的に見えるから不思議だ。

　知り合いが登場したせいなのか、周囲の雰ふん囲い気きが、前の演奏者とは違ちがっている気がした。

「あれか、姫ひめ宮みや沙さ織おりの弟って」

　ひとつ後ろの席からそんな声が聞こえた。

「姉の方は、ウィーンに留りゆう学がくしたらしいね」

「じゃあ、彼かれにも期待だな」

「いや、姫宮弟はさ……」

　振ふり向くのを躊躇ためらっているうちに、伊織がピアノの前に座っていた。一度、目を瞑つぶって伊織が天を仰あおぐ。

　白はく髪はつの男だん性せい審しん査さ員いんが、隣に座った外国人の審査員に、伊織を見ながら耳打ちしている。何か思い当たったかのように、外国人の審査員は、納なつ得とくした様子で大きく頷うなずいていた。なんとなく、そこでも沙織の名前が挙がっているような気がした。

「嫌いやな感じ」

　ぽつりと呟つぶやいたのはましろだった。

　それは、この場の雰囲気に対する感想だろう。空太も同感だった。先ほどまでは、演奏前特有の緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていたのに、今はどこかしらけた空気が混まざっている。

　この中で、ピアノを弾かなければならないのは、やりにくいだろうなと空太は思った。

　伊織が鍵けん盤ばんに手を添そえる。両りよう肩かたを持ち上げたかと思うと、曲を奏かなではじめた。今日、何度も繰くり返し聴きいてきた曲。ひとりずつ持ち味は違っているけど、空太には大きな差としては感じ取れなかった。そして、それは、今行われている伊い織おりの演えん奏そうに対しても、同じ感想を持った。

　一言で言えば上う手まい。ちょっとピアノを習って、弾ひけるようになったというレベルとは明らかに違ちがっている。演奏には迫はく力りよくがある。旋せん律りつには心地ここちよさを覚えた。だけど、心が動くのはそこまでだ。前の人との違いや優ゆう劣れつを決めろと言われたら、正直、差がわからなくて困こまってしまう感じだった。

　それが、客席の感想でもあったように思う。期待感のない視し線せんが、伊織には注がれているような気がした。背せ中なかしか見えない審しん査さ員いんのひとりは片かた肘ひじをついている。途と中ちゆうからは評ひよう価かを決め付けて聴きいているような印象さえあった。伊織が熱を入れて演奏をしようとすればするほど、それとは逆ぎやくに、審査員も客席もしらけたムードを強くしていた。

　これでは辛つらい。

　空そら太たがそう思った瞬しゆん間かん、音から音へとの繋つながりが、突とつ然ぜん途と切ぎれた。

　伊織がピアノを弾くのをやめたのだ。まだ曲は半分ほど残っているのに……。

　一瞬、会場は何が起こったのかわからず、静せい寂じやくに包まれた。

「あ〜、やめた」

　独ひとり言のように、伊織がそうもらした。

「やめます！」

　今度は、会場に宣せん言げんするように叫さけんだ。

　ピアノの前から立つと、

「やってられるか、もう！」

　と雄お叫たけびを上げながら、伊織はすたすたと早歩きで退たい場じようした。

　当然のように、舞ぶ台たい上じようには誰だれもいなくなった。

　会場がざわめきはじめる。

「なんだ、あれ……」

「この先、コンクールに出られなくなるぞ、姫ひめ宮みや弟」

　あちこちから、不安を掻かき立てる声が上がる。

「沙さ織おりの嫌いやな予感は的中したか」

　前を向いたまま、総そう一いち郎ろうは難むずかしい顔をしていた。

　空太は視線で総一郎に疑ぎ問もんを投げかけた。

「関係者の間では、伊織は『姫宮弟』と呼よばれているそうだ」

　そう言えば、さっきそんな声を聞いた。

「常つねに上位入賞を果たしてきた沙織に対して、伊織の方は、もうひとつ成せい績せきが芳かんばしくないらしい。沙織に言わせると、決して実力が低いわけではないそうなんだが」

　それはその通りなのだろう。スイコーの音楽科に合ごう格かくしたくらいだ。

「練習を続ける気力もあるし、何より、音楽も好きらしい」

　はじめて伊い織おりの部屋に入ったときのことを空そら太たは思い出していた。伊織が引っ越こしてきた当日だ。バッハの肖しよう像ぞう画がだけ真っ先に壁かべに貼はり、他は荷に解ほどきせずに熱心にピアノを弾ひいていた。『音楽バカ』という言葉が頭に思い浮うかんだくらいだ。

「ただ、沙さ織おりの弟であるがゆえに、どのコンクールに出場しても、すでに結果を出している沙織と比くらべられてしまう。この手の音楽の世界というのは、それほど広くはないらしいからな。コンクールの審しん査さ員いんや関係者、それに好んでこういう場に足を運ぶ観客は、三年経たったくらいでは、殆ほとんど入れ替かわらないと沙織は言っていた」

　だから、後ろの席の客は、伊織のことを知っていたのだ。それ以前に、姉である沙織のことも知っている。だから、『姫ひめ宮みや弟』になってしまう。

　それでわかった気がした。

　伊織が転てん科か届とどけを出した理由が……。

　どうして、やめると言いながら、ピアノの練習を続けるという、ちぐはぐな真ま似ねをしていたのかも想そう像ぞうすることができた。

　未だにざわめいている会場の中で、空太はひとり席から立ち上がった。

「神かん田だ君？」

「伊織の様子を見てくる」

　何か力になれるとは思わない。励はげましの言葉など思い浮かばない。それでも、放ってはおけないのだ。

「私も、一いつ緒しよに行くよ」

　七なな海みに続いて、ましろも席を立っている。

「黙だまってピアノを弾いていれば、バカに見えないのに」

　栞かん奈なは仕方がないと言った様子だ。

　総そう一いち郎ろうだけは最後まで席を立たなかった。

「行かないんですか？」

「不安はあるが、お前たちに任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶだと思ってる」

「それ、結けつ構こうプレッシャーなんですけど」

「前に三み鷹たかが言っていたぞ。神かん田だは、自じ慢まんの後こう輩はいだと」

「それ、仁じんさん流の冗じよう談だんですよ、絶ぜつ対たいに」

　空太はそう返すと、こそこそとした足取りでコンサートホールを出た。

　本当に総一郎だけはついてこなかった。からかわれたのだと思っていたけど、もしかして、先ほどの言葉は本気だったのだろうか。

「神田君？」

「あ、いや、なんでもない」

　気を取り直して、空太はましろ、七海、栞奈と一緒に、ステージの裏うら側がわにある、控ひかえ室の方へと向かった。




　ステージの裏うらの弧こを描えがいた通路を早歩きで進んでいくと、いくつも並ならんだ控ひかえ室のドアのひとつに六、七人の人ひと影かげが集まっていた。

　コンクールの運うん営えいスタッフをしているらしい三十代半ばくらいの男だん性せいがふたり。あとは空そら太たたちと同年代。コンクールの出場者なのだろう。ドアから少し離はなれて様子を見ている。

「君！　聞こえているんだろ？　出てきなさい！」

　どんどんと運営スタッフの男性が腕わん章しようのついた手でノックをする。

「伊い織おりは、部屋の中ですか？」

「ん？　君たちは、学校の友達かな」

　空太たちの制せい服ふくを見て、そう思ったらしい。

「中から鍵かぎをかけられてしまってね……呼よびかけても返事がないんだ」

　もうひとりの男だん性せいスタッフが、困こん惑わくした表ひよう情じようで言ってきた。

　空太は迷まようことなくドアの前に立って、伊織に声をかけた。

「おい、伊織、聞こえるか？」

「……その声、空太、先せん輩ぱいですか」

　酷ひどく沈しずんだ声だ。ドアが邪じや魔まをしているせいもあるけど、こもっていて聞こえにくい。いつもの明るく元気な伊織の印象とはまるで違ちがっていた。

「そうだ。俺おれだよ。椎しい名なと青あお山やま、それに栞かん奈なさんも一いつ緒しよだ」

「どうしているんすか」

「応おう援えんにきたんだよ」

「それこそ、どうして……」

「伊織が、毎日一いつ生しよう懸けん命めい練習してたから、応援にきたんだ」

　それは空太の本音だった。がんばっているから応援したくなる。

「とにかく、ここを開けてくれ」

「俺のことは放っておいてください！」

　強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつがドアの前に立っていた空太にぶつけられた。

　周囲に緊きん張ちようが走るのが背せ中なかから伝わってくる。厄やつ介かいなことになったという感情も、そこには混まざっているのを空太は感じた。

　運営スタッフの男性ふたりは、明らかにかける言葉に詰つまっている。下へ手たなことを言って、伊織を逆さかなでしては状じよう況きようが悪くなるだけだし、正直、責せき任にんも負いたくはないのだろう。

　そんな中、空太のすぐ後ろから声がした。

「本人もそう言っていることですし、放っておけばいいんじゃないですか」

　淡たん々たんと突つき放したのは栞奈だ。

「どうせ、誰だれかに構かまってほしくて、閉とじこもっているだけでしょ」

　その物言いにはまったく容よう赦しやがない。どこか、苛いら立だった感かん情じようすら覗のぞかせていた。

「本心からひとりになりたいと思っているのなら、さっさと会場を出て、どこへでも行けばよかったのよ」

　もはや何の遠えん慮りよもなく、栞かん奈なは直ちよく接せつドアの向こうに声をかけていた。

「大方、こうすれば、誰かが構ってくれると思ったんでしょ。子こ供どものやることね」

「そんなんじゃねえ！」

　ドアの向こうから苛か烈れつな反はん応のうがあった。

「だったら、慰なぐさめの言葉でも待ってるの？　『君には才さい能のうがあるからがんばりなさい』とか、『まだまだこれから伸のびる』とか」

　対照的に、栞奈の温度はどんどん下がっていく。

「違ちがう！」

「じゃあ、こう言ってほしいのかしら？　『どうせ、お姉ねえさんには勝てないから、さっさとやめればいい』って」

「その辺で、もう……」

　さすがに言い過すぎだと思い、空そら太たはやめさせようと声をかけた。

　だけど、止めるのは少しばかり遅かったらしく、部屋の中から、がしゃんというガラスの割われる音が響ひびいてきた。

「伊い織おり!?」

　呼よびかけても返事はない。ドアノブを掴つかんでドアを前後に揺ゆする。頑がん丈じような造つくりでびくともしない。

　そこへ、二十代半ばくらいの女じよ性せいの運うん営えいスタッフが走ってやってきた。息が弾はずんでいる。

「部屋の鍵かぎ、借りてきました！」

「早く開けて！」

　男性スタッフに急せかされて、慌あわてた様子で鍵を回している。

「伊織！」

　真っ先に空太が部屋に飛び込こんだ。

　伊織の姿すがたはない。入り口正面の大きな窓まどガラスが割れて、粉々に飛び散っている。ガラスの破は片へんにまみれたパイプ椅い子すが、外に放り投げられていた。

　ここは一階だから、伊織は窓から出て行ってしまったようだ。

　ゆっくりと栞奈を振ふり返る。

「あのさ、栞奈さん？」

「すいません、言いすぎました」

「先に謝あやまられると、何も言えないんだけど」

「だから、先に言いました」

「伊い織おりにあんなことを言えば、こうなるのもわかってただろ」

「でも、早く他のストレス発散方法を探さがした方がいいと言ったのは、空そら太た先せん輩ぱいですよ」

「このタイミングでその話になるの!?」

「なんだか腹はら立だたしくて……私も、書くのをやめたいと思うことはありますし、周囲に見てもらいたい気持ちはわからなくはないので、その……」

「自分を見ているようで苛いら々いらしたってことか？」

　栞かん奈なはわずかに首を横に振ふった。

「私は、こんな風に恥はずかしげもなく周囲に甘あまえることはできません」

「伊織は酷ひどい言われようだな……」

「けど、それができていれば、私はもっと普ふ通つうでいられたんだとは思います」

　だから、伊織の態たい度どに腹はらが立った。自分のできなかったことを、目の前でやられてしまったから。

「言いすぎた自覚があるなら、ちゃんと仲直りはしてくれよ？　俺おれが捜さがしてくるからさ」

「その必要はないわ」

　疑ぎ問もんに思いつつ、ましろの視し線せんの先に目を向ける。

　割われた窓まど越ごしに、不ぶ格かつ好こうなフォームで走る伊織の後すがたろ姿がまだ見えていた。

　派は手でに飛び出していったくせに、まだ三十メートルほどしか離はなれていない。

「足おそっ！」

　これならすぐに追いつきそうだ。

　そう思いながら、空太も割れた窓から外に出て、並なみ木き道みちの方へと逃にげた伊織の背せ中なかを、全ぜん力りよく疾しつ走そうで追いかけた。

　燕えん尾び服ふくでバタバタと走る伊織との距きよ離りは、見る見るうちに縮ちぢんでいく。驚おどろくほどに伊織は足が遅おそい。早くも肩かたで息をしている。

「おい、伊織！」

　途と中ちゆうで声をかけると、伊織は一度振り向いて、接せつ近きんしてくる空太の姿に驚いていた。かと思うと、さらに一いつ生しよう懸けん命めいに手足を動かして、逃げようとする。だが、これが、面白いように進んでいかない。走り方からして変だ。

　並木道が終わる前に、空太は伊織に追いついていた。

　肩に手をかけて立ち止まらせる。

「放してください！」

　勢いきおいよく振り向いた伊織は、右手の拳こぶしを振り上げていた。

　空太がガードをする間もなく、拳が顔面に迫せまってくる。

　直ちよく撃げきする寸すん前ぜんに、反はん射しや的てきに目を瞑つぶってしまった。襲おそってくるであろう痛いたみに備そなえる。

「……」

　けど、どうしたことか、しばらく待っても痛いたみはやってこない。

　恐おそる恐る目を開ける。

　きつく握にぎった拳こぶしを震ふるわせた伊い織おりの沈ちん痛つうな面おも持もちがあった。

　長い指から力が抜ぬけていき、徐じよ々じよに解とかれていく。

　その様子を目の当たりにした空そら太たは、なぜ、伊織が殴なぐってこなかったのかがわかった気がした。

　伊織の手は人を殴るためにあるのではない。美しい旋せん律りつを奏かなでるためにあるのだ。

　走るのが不ぶ格かつ好こうだった理由も、なんとなく想そう像ぞうができた。

　ましろがそうであるように、伊織の体はピアノを弾ひくための体。恐おそらく、転んでケガでもするといけないから、激はげしい運動など最近はしていないのだろう。

「放っておいてくださいよ！」

　伊織が悔くやしさに奥おく歯ばを噛かみ締しめている。

「誰だれかに言われなくてもわかってます！　どうせ、俺おれのピアノは姉ねえちゃんに勝てないってことくらい！　わざわざ、コンクールに出なくても！　審しん査さ員いんの評ひよう価かなんて聞かなくても！　ましてや、絶ぜつ壁ぺき女おんなに言われるまでもなく、そんなの俺が一番よくわかってんだ！」

　血走った目で、喉のどがかれるほどに伊織が吼ほえた。乱みだれた呼こ吸きゆうはそのままだ。苦しそうに顔が歪ゆがんでいる。

「毎日、ピアノを弾くたびに、音が教えてくれるっての！　どんなにやっても、姉ちゃんの音に敵かなわないことくらい、もうわかってんだよ！　どうせ、俺は『姫ひめ宮みや弟』なんですよ！　姉ちゃんのおまけでしかないんですよ！」

「伊織……」

「自分の実力くらい、俺が一番わかってんだよ……俺だって、今日まで何もしてこなかったわけじゃない！」

　伊織の手が空太の胸むな倉ぐらを掴つかんできた。

「練習量なら誰にも負けないくらいやってきたんすよ！　中学に上がってからなんて、殆ほとんどピアノ漬づけの生活で、寝ねても覚めても練習ばっかで！　ピアノに全部捧ささげてきたんです！　指だってケガするといけないから、体育の授業は全部見学してたし！　みんなが楽しそうにしている体育祭だって三年連続で不参加だし！　文化祭の準じゆん備びもクラスメイトたちが何かを作るのを遠とお巻まきに見てるだけ……。おかげで、クラスでは浮うきまくりで、友達なんてひとりもできないし、『ピアノばっかで気持ち悪い』とか陰かげ口ぐちを叩たたかれて、上うわ履ばきをどっかに隠かくされたりしながらでも、俺はピアノ一ひと筋すじでやってきたんです！」

　伊織の手が震えていた。いや、全身が震えている。願った通りの結果が出ない現げん実じつに対する憤いきどおりだ。やり場のない怒いかりが、今空太にぶつけられていた。

「全部ですよ、全部！　中学の三年間なんて、全部捧げてきたのに！　コンクールと日につ程ていが被かぶったから修しゆう学がく旅りよ行こうにも行ってないし！　スキー教室はケガすると危あぶないからいけるわけもないし！　卒業アルバムを作るときなんて、友達と写っている写真が俺おれだけないからって職しよく員いん室しつに呼よび出しは食らうしさ！　そんなの呼び出されてもどうにもならないってのに！　なのに……なのに……なんで、こうなるんだよ！　毎回、コンクールじゃ姉ねえちゃんと比くらべられて！　演えん奏そうをはじめるとすぐにあ〜こんなもんかって空気になって！　どいつもこいつも、弟の方はダメだなって目で見てくる……なんで、なんでなんだよ！　せめて、俺を見ろよ！　見てくれてもいいじゃんか……姉ちゃん抜ぬきにして、俺のピアノ、聞いてくれよ……」

　嘆なげきに伊い織おりが膝ひざから崩くずれてしまう。両手は空そら太たの腰こしにすがりつくように添そえられていた。顔は涙なみだでぼろぼろになっている。目は真っ赤だ。

「これだけやってダメなのに、俺はまだピアノを続けないといけないんすか！」

「……」

「俺だって普ふ通つうのことをしたかったんですよ！　友達とファストフードでポテトをちびちびかじったりしたいっての！　この先も、普通じゃない日にち常じようを送るのは嫌いやなんですよ！　そう思ったらいけないんですか！」

　どうにもならない感かん情じように、伊織が髪かみを掻かき毟むしる。

「やるだけやったところで、たいした評ひよう価かももらえないピアノを続けることに、意味なんてあるんすか!!」

　空太は心の中で、意味はあると強く思っていた。あると信じたいと強く願っていた。けど、そのことを、伊織にこの場で伝えようとはしなかった。そんなことをしても、意味はないのだ。だから、別の言葉を空太は口にした。

「伊織、手、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「え？」

　意外そうな表ひよう情じようで、伊織が顔を上げた。

「さっき、控ひかえ室の窓まどガラス割わっただろ？　ケガとかしてないか？」

　伊織は両手を確かく認にんしてから、

「……大丈夫みたいです」

　と言ってきた。涙をぐっと拭ぬぐっている。

「そっか、それはよかったな」

　そんな空太の態たい度どに、伊織は少し困こん惑わくしている様子だった。気にせずに、空太はさらに言葉を続けた。

「伊織、お前さ、どうしてピアノをはじめたんだ？」

「……」

　困こまったように伊織が眉まゆ根ねを寄よせている。空太の真意を掴つかみかねているという様子だ。

「どうなんだ？」

「……そりゃあ、はじめたのは、たぶん姉ちゃんの影えい響きようだと思います。習うのが当たり前だったっていうか……」

「じゃあ、今日まで続けてきたのはどうしてなんだ？」

「上達すると、親が喜んでくれたし、褒ほめてくれたから……それがうれしくて、もっと喜んでもらいたくて、いっぱい練習をするようになったんだと思います」

　言葉を選ぶように、記き憶おくを遡さかのぼるように、伊い織おりはぽつぽつと答えていく。

「でも、途と中ちゆうからは……」

「姫ひめ宮みや先せん輩ぱいと比くらべられるようになって辛つらくなったか？」

「……はい」

「それでも、お前は乗り越こえようとしてきたんだよな？」

「……」

　今日まで必死にピアノをやってきた。スイコーに入学してからも、さくら荘そうに島流しにされてからも、毎日休まずに練習を続けていた。中学の三年間も全部捧ささげてきた……。

「どうして乗り越えようとしたのかは、わかるか？」

　静かな声で、空そら太たはそう尋たずねた。

「……」

　伊織からの返事はない。俯うつむいたまま、じっと考え込こんでいる。

　だから、また空太の方から言葉をかけた。

「俺おれは、ピアノを続けた方がいいとも、やめた方がいいとも言わないよ」

「……」

「友達をたくさん作って、放課後はバカ話で盛もり上がるのもいいし、学校行事でみんなと協力して出し物をするなんてのも楽しいし、その上、彼かの女じよがいて、昼休みに一いつ緒しよに弁べん当とう食べたり、一緒に帰ったり、休日はデートしたりするのも、充じゆう実じつした高校生活だと思う。伊織が言うように、高校三年間の過すごし方は、ピアノだけじゃない。だから、俺は言わない。続けた方がいいとも、やめた方がいいとも言わないんだ。伊織が考えて、悩なやんで、納なつ得とくして決めたことなら、続けても、やめてもいいと思ってる。納得して自分で決めることに、意味があると俺は思っている」

「だから、俺はもうやめたいって言ったじゃないですか！」

「だったら、どうして、さっき俺を殴なぐろうとして、途と中ちゆうでやめたんだ？」

　ピアノを弾ひく指を、痛いためるわけにはいかないからだ。直感的に、伊織の体はそう反はん応のうしたんだと思う。

「やめるって言ってからも、ピアノの練習を続けていたのは、どうしてなんだ？」

「俺は……」

「今日、コンクールに出場したのだって、やめるためじゃなかったんだろ？」

　伊織が自分の両手をじっと見つめていた。

　細くて長い指。繊せん細さいな印象もあれば、どこか力強さも感じる。

「自分がどうしたいのか、どうなりたいのか……悩なやんでいるなら、とことん悩めばいいと思うぞ、俺おれは。悩むのが辛つらくて、楽な選せん択たく肢しに飛びつくと、あとで後こう悔かいすることになるって、誰だれかに言われたこともあるしな」

　タイトル審しん査さ会かいの準じゆん備びをしている際さいに、藤ふじ沢さわ和かず希きから言われたのだろうか。たぶん、そうだと思う。

「俺が、どうしたいか……」

　うわ言のように伊い織おりがもらす。

「誰かの意見じゃなくて、伊織自身の気持ちってことだ。審査員の評ひよう価かとか、観客の感想とかじゃなくて、伊織がどう思って、どうしたいのかを、もう一度考えてみたらどうだ？」

「俺、どうしたかったんだろう……どうなりたかったんだろう……。姉ねえちゃんのことばっか意い識しきして、最近、なんでピアノ弾ひいてるのかも、わかんなくなってたのかもしんないです……俺、そんなこともわかってなかったんだ」

　すっかり落ち着きを取り戻もどした伊織は、地面にあぐらをかいて座すわった。

　少しの間考え込こんだあとで、伊織は真っ直ぐ空そら太たを見上げてきた。

「わかりました、空太先せん輩ぱい」

　伊織の目には、決意が宿っている気がした。

「俺、ちゃんと考えます。自分がどうしたいのか、どうなりたいのかを」

「それがいい」

　伊織の頭に空太はぽんと手を置いた。わしゃわしゃとすると、伊織がくすぐったそうに暴あばれ出す。

「ちょっ、空太先輩やめてくださいよ！　髪かみ型がたが崩くずれる！」

　嫌いやがっている割わりには、伊織は楽しそうだ。

「話はまとまったみたいだね」

　やってきたのは七なな海みで、少し距きよ離りを置いて様子を見ていたらしい。ましろと栞かん奈なも一いつ緒しよにいる。

「げっ、高たか尾お山さん！」

　伊織がいち早く栞奈に反はん応のうして、空太の背せ中なかに隠かくれようとする。

　空太と目が合うと、栞奈はため息をひとつ落としてから、伊織に声をかけた。

「さっきは言いすぎた。ごめんなさい」

　あまり心はこもっていない。

「べ、別に気にしてないし」

　伊織は完全にふてくされている。同じ一年生なのに、伊織の反応はだいぶ幼おさない。

「なによ、それ」

　栞奈はそんな伊織の態たい度どが気に入らない様子だ。

　視し線せんがどんどん冷たくなっていく。

「絶ぜつ壁ぺき眼鏡めがね女おんなに、なに言われても気にしないって言ってんだよ！」

　空そら太たの陰かげから顔を出した伊い織おりが強気に吼ほえた。

「女じよ子し風ぶ呂ろを覗のぞこうとした変へん質しつ者しやが、何を言っているのかしら」

　栞かん奈なは徹てつ底てい抗こう戦せんの構かまえだ。

「お前ら仲良くしろよ」

　諦あきらめたように空太がそう言った瞬しゆん間かん、悪戯いたずらな風が吹ふいた。

　栞奈のスカートが捲めくれ上がる。

「きゃっ！」

　とっさに栞奈が裾すそを両手で押おさえる。前かがみの内うち股またになっている。

　立っている空太からは、スカートの中までは見えなかった。白い太ももがわずかに覗のぞいた程てい度どだ。けど、今も地面に座すわり込こんでいる伊織は違ちがったはずだ。角度的に、ばっちり見えてしまったんじゃないだろうか。その証しよう拠こに、伊織は口をぱくぱくとさせ、栞奈を指差していた。

「お、お前、そ、それ!?」

　立ち上がろうとしているが、びっくりして足あし腰こしに力が入らないらしい。少し遅おくれて、鼻から血が垂たれてきた。

「さくら荘そうに来たのはそういうことか！」

　耳まで真っ赤にして俯うつむいていた栞奈が、鋭するどい目つきで伊織を睨にらみつける。殺意の宿った視し線せんだ。そのまま、つかつかと栞奈は伊織に近づいていき、胸むな倉ぐらを掴つかんで立ち上がらせる。かと思ったら、思い切り平手打ちをお見み舞まいした。

　ばちんという乾かわいた音が春の空の下に響ひびき渡わたる。

「変へん態たい！」

「お前の方が変態じゃねえか！」

「よかったな、伊織」

「なにがっすか!?」

「前に言ってたろ？　若じやつ干かんシチュエーションは違うけど、かわいい女子のスカートの中を見て、彼かの女じよと険けん悪あくな雰ふん囲い気きになりたいってさ」

　さくら荘にはじめてやってきた日のことだ。転校生と曲がり角でぶつかって……とか、なんとか熱ねつ弁べんしていた。

「俺おれが見たかったのは、清せい楚そな純じゆん白ぱくパンツですよ！　今のはもろじゃないっすか！」

　当然のように、伊織はもう一発引っぱたかれて、さらに鼻血を噴ふくのだった。




　　　　４




　まずは伊織の鼻にティッシュで栓せんをして、空太たちは音楽ホールに一いつ旦たん戻もどった。コンクールの主しゆ催さい者しや側がわに、きちんと謝しや罪ざいをしておきたいと伊い織おりが言ってきたので、それに付き添そうことにしたのだ。それに、窓まどガラスを割わってしまった控ひかえ室も、あのままにしておくわけにはいかない。

　殊しゆ勝しような態たい度どで頭を下げた伊織に、審しん査さ員いん役やくの大人おとなたちは気をよくしたようで、帰り際ぎわには「次はがんばりなさい」という声をかけられていた。

　控ひかえ室の方は、空そら太たたちが戻もどったときにはすでに片かた付づけられていた。丁度、控え室に来ていた総そう一いち郎ろうにも事じ情じようは伝えておいた。黙だまって話を聞いていた総一郎は、「そうか」と短く返事をしただけで、特に何も言ってはこなかった。ただ、去り際にケータイを出していたので、沙さ織おりにメールでも送っていたのかもしれない。

　音楽科の先生とまだ話があるという伊織を残し、空太たちが再ふたたび音楽ホールを出ると空は茜あかねに染そまっていた。

　時刻は四時を回っている。

「青あお山やま、練習どうする？　時間、なくなっちゃったけど」

　音楽ホール前の階かい段だんを下りながら、空太はそう声をかけた。

　オーディションは五時からだ。同じ大学の敷しき地ち内ないとは言え、録音スタジオまでは徒歩で十分ほどの距きよ離りがあるので、もう向かった方がいいかもしれない。心の準じゆん備びを整える時間も必要だろう。

「ワンシーンだけ、お願いしてもいい？」

「ああ、もちろん、俺おれはいいけど」

「私は先にさくら荘そうに戻もどります。引っ越こしたばかりで荷物の片付けがありますから」

　空太と七海の話がまとまったところで、栞かん奈ながそう言ってきた。

「帰ったら、パンツもはくんだぞ」

　ばっと栞奈がスカートを押おさえる。

「わ、わかっています」

　じっと睨にらまれてしまった。先ほど、伊織にもろに見られたことがまだ尾おを引いているようだ。まあ、それも当然か……。

「椎しい名なはどうする？」

　一いつ緒しよに来るか、と聞こうとしたところで、

「美び術じゆつ室しつに行く」

　と言ってきた。

「空太、終わったら来て」

「わかった。じゃあ、またあとでな」

　ましろが栞奈と一緒に遠ざかっていく。

　その後ろ姿すがたを見送りつつ、空太は七海に声をかけた。

「青山、どこで練習する？」

「う〜ん、あそことかどう？」

　七なな海みが指差したのは、シアタールームの灰はい色いろの屋根だった。




「ここ、久ひさしぶりだね」

　鍵かぎがかかっているかもしれないと思っていたが、シアタールームにはあっさりと入ることができた。

　客席側のドアを開け、スクリーンに向けて真っ直ぐ七海がゆるい階かい段だんを下りていく。照明は灯っていないので、ドアから差し込む光が唯ゆい一いつの明かりだった。

　空そら太たは少し遅おくれて、七海の背せ中なかについていく。

「半年振ぶりくらいか」

　声は広い空間の中で、反はん射しやすることなく壁かべに吸すい込こまれてしまう。独どく特とくの静けさがシアタールームを満たしていた。

「去年の文化祭だもんね。そっか、もう半年か」

　最前列まで先に下りた七海が、感かん慨がい深ぶかげにスクリーンを見上げている。あの日の興こう奮ふんを思い出しているのかもしれない。

　空太は少し思い出していた。あの経けい験けんが、今の自分に大きな影えい響きようを与えているのは事実だ。鳥とり肌はだが立つほどの喜びというものを、はじめてその身に刻きざみつけた日なのだから。同時に、誰だれかと一いつ緒しよに何かを作る楽しさを教えてくれた。

　きっと、七海にとっても、似にたような意味があった日なのだと思う。声せい優ゆうの事じ務む所しよには所しよ属ぞくできなかったけど、もう一度がんばろうと思える原動力のひとつになったのではないだろうか。

「じゃあ、やろっか」

　跳はねるような仕草で、まだ階段の途と中ちゆうにいた空太に七海が向き直った。その距きよ離りは五メートルほど。

「どのシーンをやるんだ？」

「最初……告白のところをお願いします」

「わかった」

　集中するために、空太は一度目を閉とじた。こうした方が、自分の気持ちと向き合いやすい。うっかり七海と目が合って、はじめる前に照れてしまわずにも済すむ。

　いつもはもっと時間がかかっていたのに、今日に限かぎっては気持ちの準じゆん備びをするのは簡かん単たんだった。わざわざ作らなくても、演えん技ぎをしなくても、胸むねの中に用意されていた。

　──じゃあ、今度こそオーディションが終わったら話すね

　ヒロインに呼び出された主人公と同様、空太にも七海との約束があるのだ。

　台本の中身と、空太の置かれた状じよう況きようは酷こく似じしている。他ひ人と事ごとではないし、気持ちは役へと素す直なおに寄より添そっていた。

　ゆっくりと目を開ける。七海は変わらずにスクリーンの前に立っていた。

「『急に話があるって……なんだ？』」

　大きく息を吸すい込こんでから吐はき出した台詞せりふに、不自然さはなかったと思う。

　空そら太たの声を聞いた七なな海みが、伏ふし目がちに見てきた。

「『うん、結けつ構こう、重要な話……かな』」

　何度も繰くり返し練習してきた台詞だ。何度も耳にしてきた台詞……。それなのに、七海の第一声に空太はドキッとさせられた。今までと何かが決定的に違ちがっている。

　声はよく知っている七海の声。だけど、漂ただよう雰ふん囲い気きは別物だ。緊きん張ちようと不安、怯おびえと恥はずかしさ……それらが、混まぜこぜになっていて、たった一言を聞いただけで、空太から冷静さを根こそぎ奪うばい去っていった。

「『……』」

「『ずっと……言いたかったことがあるの』」

　七海は一音一音を大切そうに奏かなでていく。想いをひとつに纏まとめ上げていくように……。じんわりと空太の体に、七海の言葉は浸しん透とうしてきた。

　それで、わかったような気がした。今までと、どこが違っているのかが……。

「『そうか……』」

　吐と息いきのように、自然と返事が出ていた。

「『うん、私ね』」

　わずかに上うわ擦ずり、震ふるえた声。七海の素すの感かん情じようがひしひしと伝わってくる。緊張となって押おし寄よせてくる。

「『ずっと、ずっとね』」

　臆おく病びような自分に、七海が必死に打ち勝とうとしている。

「『……』」

「『……ずっと好きでした。大好きです』」

　一いつ拍ぱく置いてから、七海は精せい一いつ杯ぱいの強がりでその言葉を告げてきた。

　耳にした瞬しゆん間かん、空太の全身は激はげしく動どう揺ようした。神しん経けいの一本一本が慌あわただしく反はん応のうしている。毛け穴あなの全部が開いて、一いつ斉せいに汗あせが出た。心しん臓ぞうは破は裂れつするんじゃないかと思うほどに、強く脈打っている。どくん、どくんと別の生き物のように暴あばれていた。

「……」

　空太はなにがなんだかわからなくなって、口を半開きにしたまま動けなくなってしまった。

　頭の中に台詞はある。吐はき出す想いもわかっている。

「一いつ緒しよだ。俺おれも同じ気持ちだよ。俺も……」

　なんとか搾しぼり出したのは、緊きん張ちようでかすれた声こわ音ね。もっとしっかり言わなければならないのに、その先の台詞が言葉にならない。

「神かん田だ君？」

「あ、いや……」

「台詞せりふ、途と中ちゆうだよ？」

「あ、ああ、そうだな」

　このシーンは空そら太たの「一いつ緒しよだ。俺おれも同じ気持ちだよ。俺も……ずっと好きだった」という台詞で終わるのだ。

　どこか頭がぼ〜っとしている。

「悪い。なんか、青あお山やまの演えん技ぎに呑のまれたっていうか」

「そんなによかった？」

「あ、ああ。すごかった。今までで一番いい。ほんと、俺が告白されてるみたいで緊きん張ちようした。前に美み咲さき先せん輩ぱいが言ってた素すの感じってやつ？　今のならばっちりだと思うぞ」

「そっか、よかった」

　ほっと安心したような笑み。

「でもね、それは、当たり前なんだよ」

　今度はそう呟つぶやきながら、七なな海みは一度目を閉とじた。

「え？」

　七海が小さく深しん呼こ吸きゆうをする。それから、ゆっくりと両目を開けると、顔を上げて空太を見つめてきた。

「今のは、演技じゃないから」

　シアタールーム全体に、七海の声は広がっていく。

「……青山」

　真っ直ぐに七海が空太のことを見ている。決意と不安を宿した曖あい昧まいな瞳ひとみ。奥おくの方だけかすかに揺ゆらいでいる。よく見ると、足元も震ふるえていた。臆おく病びようが半分顔を出している。

　それでも、七海が続きの言葉を胸むねに仕し舞まい込こむことはなかった。

「私はね、神かん田だ君のことが大好きです」

　ふたりきりのシアタールームに、その声はよく通った。

「……」

「……」

　訪おとずれたのは一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　でも、すぐに、七海が、

「ごめん、間ま違ちがえた」

　と言ってきた。

「え？」

　疑ぎ問もんと驚おどろきの声がもれる。だけど、そのふたつは、すぐに解かい消しようされることになった。

「ウチな、神田君のこと、めっちゃ好きやで」

　少し無理に作った笑顔で告げられた想いは、空そら太たのど真ん中を射い抜ぬいていく。

「……」

　腰こしが抜ぬけていくような感覚があった。あくまで錯さつ覚かくだ。空太はさっきと同じ場所に今も立っている。立っているけど、立っている実感がない。足の裏うらの感覚はなかった。膝ひざにも力が入っていない。それでも立っている。

「あ〜あ、ついに、ゆーてもうた」

　七なな海みが天を仰あおいだ。

「ごめんね」

　上を向いたまま、そう言ってきた。

「なんで謝あやまるんだよ」

　空太の声は上うわ擦ずって割われていた。

「オーディションのあとでって約束だったから……驚おどろいたでしょ？」

　今度は少し俯うつむいて、七海は上うわ目め遣づかいで聞いてきた。

　やはりあの約束はそういうことだったのだ。

「返事……今はしないでね」

「このあと、オーディションだもんな」

　動きの鈍にぶい頭を必死に働かせる。言葉が浮ういている感じで、自分の言っていることがしっくりこなかった。今は何を言っても自信が持てない気がした。

「それもあるけど、神かん田だ君にはゆっくり考えてほしいの」

　表ひよう情じようを引き締しめた七海が、正面から正々堂々と想いをぶつけてくる。

「……」

「神田君が誰だれを好きなのかは知ってる」

「……」

「でも、この機会に考えてみてください」

「……」

「私と彼かれ氏し彼かの女じよになるという未来も、考えてみてください」

　七海はどこかすがすがしい表情をしていた。目元で、口元で微笑ほほえんでいる。

　一度、空太は深しん呼こ吸きゆうをした。七海の想いを心の中で反はん芻すうし、きちんと受け止める。その意味を正しく理り解かいした上で、

「わかった。ちゃんと考える」

　と、空太ははっきりと返事をした。

「ありがと。じゃあ、私はオーディションに行くね」

「がんばれよ」

　すでに歩き出していた背せ中なかに声をかけると、

「うん」

　と振ふり向いた七なな海みが眩まぶしい笑顔で答えてくれた。

「やっと、ヒロインの気持ちもわかった気がするから……がんばる」

　そう言って、七海は駆かけ出して行った。




　それから二十分後……空そら太たはスイコーの美び術じゆつ室しつにいた。ましろに言われた通り、七海との最後の練習が終わったあとで、ここまでやってきたのだ。

　窓まど辺べに丸まる椅い子すを用意して、夕焼け空を眺ながめる。

　けど、空太は自分の目に映うつるものを認にん識しきしてはいなかった。正直、どうやって美術室までやってきたのかをよく覚えていない。断だん片ぺん的てきな記き憶おくはあるけれど、どういうルートを通ってきたのか、まるで思い出せなかった。

　ましろとも殆ほとんど話していない。美術室に来たときに、

「じゃあ、やるか」

「うん」

　という言葉を交わしたくらいで、それ以上は何もなかった。

　頭の中にあるのは、七海のことだけだ。

　──ウチな、神かん田だ君のこと、めっちゃ好きやで

　その音が鼓こ膜まくに張はり付いてはがれない。脳のう内ないでも繰くり返し再さい生せいされている。

　空太に想いを告げようとする瞬しゆん間かん……強がりすら隠かくそうとしていた七海の一いつ生しよう懸けん命めいで健気けなげな笑顔を忘わすれられない。体の中には、ぽっかりと穴あなが空いてしまったような感覚だった。七海に全部持っていかれてしまった。その代わりに、七海の想いだけが気き恥はずかしさとうれしさとなって、空太の中心には残されている。

　無言でいることに堪たえられなくなった空太は、ちらりとましろを見た。

　体はカンバスの陰かげに半分隠れている。

「なあ、青あお山やま」

　まったくの無意識だった。口にした瞬間に、「しまった！」という感かん情じようが緊きん張ちようとなって全身を駆け抜ぬけたけど、今さら慌あわてたところでもう遅おそい。

「……」

　ましろは特に反はん応のうした様子はない。絵を描かくことに集中していて、聞こえていなかったのかもしれない。そう思っても、心は落ち着かなかった。

　少し遅おくれてましろがカンバスの陰から顔を出した。

「わたしは七海じゃないわ」

　真っ直ぐに空太を見み据すえてくる。

「わたしはわたしよ」

　どこか詰きつ問もんするような眼まな差ざしだ。

「悪い、間ま違ちがえた」

　どうかしている。自分でもそう思う。

「どうして？」

「……」

「間違えたことなんてなかった」

「……たまには、そういうこともあるだろ」

　先ほどの告白が影えい響きようしているのは明白だった。いや、ここ最近の七なな海みとの関係の変化が原げん因いんと言うべきかもしれない。役の練習に付き合っていたのもそうだし、遊園地でデートをしたのもそうだ。キスをしたのも……。全部が鮮せん明めいな記き憶おくとして空そら太たの心に刻きざまれている。とても大きな存そん在ざいとして、七海は前から心の中にいたのだ。

「わたしは間違えないわ」

　いつも通りの静かな声だった。それでいて、どこか芯しんがある。ぶれることのない意思だけは込こめられている。

「わたしは空太を間違えない」

　繰くり返された言葉に、返す言葉など何もなかった。

　どう言い訳わけしたところで、取り返しなどつくはずがない。やり直すことなどできるはずがない。冗じよう談だんで流せる雰ふん囲い気きでもなくなっていた。

「空太」

「悪かった。これからは間違えないようにする」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「そうじゃないわ」

　けど、ましろの答えは思っていたのと違った。

　そうじゃないとはどういうことだろうか。

「できたわ」

「……」

　今、ましろはなんと言っただろうか。

　できた。

　そう言ったのか。

　驚おどろきは少し遅おくれてやってきた。

「できた？」

　ついさっきまで話していた内ない容ようとは何も繋つながっていない。ただ、そんなことを気にしている余よ裕ゆうが空太にはなかった。ついにこのときが来たのかという思いが、空太を純じゆん粋すいに動どう揺ようさせた。

「絵ができたのか？」

　震ふるえる声でましろに確かく認にんする。

「そうよ」

　間ま違ちがいない。本当に、空そら太たを描かいたというましろの絵は、今、完成したのだ。

「出で来き栄ばえは？」

　動どう揺ようを鎮しずめるために聞いていた。

「最さい高こう傑けつ作さく」

　ましろには気負いも自うぬ惚ぼれもない。その言葉は、ただ事実だけを語っている。

「見てもいいのか？」

　完成したら、見せてもらえる約束だった。

「いいわ」

　空太はゆっくりとましろの方へと踏ふみ出した。

　一歩近づくたびに、体は強こわ張ばっていく。

　ずっと予感があったから……。

　この絵が完成したとき、今までと同じではいられなくなる。空太とましろの関係は、変わってしまうという気がしていた。

「空太、わたしはね」

「……」

「わたしは美み咲さきのようにはできないわ」

　言葉の真意はわからなかった。だから、軽い気持ちで、

「美咲先せん輩ぱいの真ま似ねは、誰だれにもできないだろ」

　とだけ返した。

　だけど、そういう話ではなかった。ましろの真しん剣けんな表ひよう情じようがそう語っていた。

「わたしはリタのようにはできないわ」

「……そうだな」

「わたしは栞かん奈なや志し穂ほのようにはできない」

「……」

　無言のまま、吸すい寄よせられるように空太は絵に近づいていった。ましろに近づいていった。一歩、また一歩と。

「わたしは普ふ通つうにはできない」

　もう、ましろはすぐ目の前だった。

「わたしは七なな海みのようにできないから」

「椎しい名な？」

「わたしにできるのはこれだけよ」

　ましろが絵の前を空太のために空けてくれた。

　視し界かいいっぱいにましろの絵が飛び込こんできた。

　一いつ瞬しゆん、春の強い風を感じた。もちろん、気のせいだ。窓まどは閉しめ切られている。

　ましろの絵が風を吹ふかせた。感かん情じようの風だ。

　頬ほおを凪ないだ風が止むと、空そら太たは顔を真っ赤にしていた。

　積もった桜さくらの花びらの上に、空太が大の字になって眠ねむっている絵。

　周囲には七匹ひきの猫ねこも描かかれていて、あたたかさとやさしさが伝わってくる。

　その寝ね顔がおはどこか穏おだやかで、愛いとしさと安心感で満ち溢あふれていた。

　こんな表ひよう情じようを自分が持っていることを空太は知らない。見たことのない表情だ。だけど、そうなりたいと思えるやわらかさがあった。まるですべてを受け止められるような強さが、やさしさの中に宿っている。

　ましろの目に、空太はこう映うつっているのだろうか。とんだ買い被かぶりだ。空太にはもったいない評ひよう価かだ。

「だけど、これができてよかった」

「……」

「わたしの想い全部」

「……」

「この絵に描けたから」

「……」

　ましろの絵画のファンは、この絵を見て何を思うのだろう。

　イギリスにいた頃ころ、ましろに絵を教えていた先生は、この絵を見て何を感じるのだろう。

　プロの画家をしている友達のリタは、この絵を見て何を言うのだろう。

　評ひよう論ろん家かたちは、この絵を見て、なんと評価するのだろう。

　もしかしたら、彼かれらには何の価か値ちもない絵なのかもしれない。語るに値あたいしない人物画なのかもしれない。だって、モデルは空太なのだから。

　芸げい術じゆつ的てきな価値など、皆かい無むだという可か能のう性せいもある。

　だけど、ひとりの男子高校生である神かん田だ空太にとって、ましろの描いた絵は、世界がひっくり返るほどの意味を、これ以上ないほど正直に伝えてきていた。

　ひとつの想いで溢れている。ましろが空太を想う想いだ。

　他に言葉など必要ない。

　ましろの絵を見て、空太は心からそう感じた。

「ねえ、空太」

「……」

「明日のことはわからないけど……」

　気持ちを確かく認にんするように、ましろが一度言葉を止めた。

「わたしは、わたしはね」

「……」

「この一いち枚まいを描かくために、今日まで絵を描いてきたのだと思うわ」

　満ち足りたましろの表ひよう情じよう。

　すべてを出し尽つくした安あん堵どの微笑ほほえみは、夕日を浴あびて輝かがやいていた。

「わたしの気持ち、伝わった？」

「ああ」

「わたしね、空そら太たが好き」

「……」

「たとえ、空太が七海を好きでも、わたしは空太が好きよ」
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　あとがき




　春の訪おとずれと共に、七巻かんは春の物語となりました。

　まあ、単なる偶ぐう然ぜんなのですが……。

　鴨かも志し田だ一はじめです。




　先日、十数年ぶりくらいに頭を強したたかにぶつけました。とあるコーヒーショップで、コーヒーを注文し、コーヒーカップを載のせたトレイを気をつけて運んでいたときのことです。

　コーヒーをこぼさないようにと視し線せんを下げて、手に持ったトレイに意い識しきを向けていたら、突とつ然ぜん、前頭葉のあたりにがつんと来たわけですよ、これが。

　まったく上を見ていなかったので、もう何が起きたのかもわからず、「え？　え？」という感じでした。一いつ瞬しゆん、なにかに襲おそわれたのかと思ったほどです。

　視線を上げたら、そこにはコーヒーショップの看かん板ばんがありました。どうやら、その角に自分から突つっ込こんだらしいということが判はん明めい。まさに自じ損そん事じ故こです。

　割わりと勢いきおいよく踏ふみ出した直後だったので、意外とこの威い力りよくがバカになりません。

　しかも、めちゃくちゃ大きな音がしたので、他のお客さんからは注目の的に。

　とりあえず、なんでもない風を装よそおって着ちやく席せきしたわけですが、まあ、これが痛いたいこと痛いこと……。手で触さわってみると、明らかにぼっこりと腫はれているではありませんか。

　その日は、早々にコーヒーを飲み干ほして帰路につきました。腫れは三日ほど続き、ぼんやりとした痛みと違い和わ感かんは、一週間くらい残っていたような気がします。

　後日、この出来事を振ふり返って、「やっぱり、人間、上を見ることも大事だなあ」と、しみじみ思ったとか、思わなかったとか……いや、思わなかったですけどね。今度あの店に入る際さいには、「看板にだけは気をつけよう」とは思った次し第だいです。

　お後がよろしいようで。




　このたび、コミック化、ドラマＣＤ化に続き、アニメ化も発表されました。それもこれも、「さくら荘そうのペットな彼かの女じよ」を支ささえてくださっている皆みな様さま方がたのおかげです。原作同様、色々な「さくら荘」を応おう援えんしていただけると幸いです。

　また、公式ＨＰ（http://sakurasou.dengeki.com/）の方で、さくら荘の住人たちの日にち常じようの一ひと幕まくを綴つづった「さくら荘議事録」なるものを更こう新しんしておりますので、そちらもよろしければ覗のぞきに来てください。




　最後になりますが、イラスト担たん当とうの溝みぞ口ぐちケージ様、担たん当とう編へん集しゆうの荒あら木き様、諸もろ々もろお手数をおかけしました。今後もよろしくお願いします。

　次回は夏？　短たん編ぺん集しゆうになりそうな予感です。


鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。四色ボールペンを生れてはじめて使い切りました。なくなった順番は青、黒、赤、ラストが緑。現在は写真の二代目が活躍中。これを使い切るのはいつのことやら。
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溝みぞ口ぐちケージ

アニメ化決定ということで、あんな作品やこんな作品を作った方々に僕の絵をじっくり見られて分析されて、アニメの絵を作られるという羞恥プレイに怯える日々です。








電撃文庫

さくら荘そうのペットな彼かの女じよ７






鴨かも志し田だ一はじめ
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